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お　願　い

以下の遺物番号が欠番となります。

よろしくご訂正下さい。

92（図版14－92）

174（図版20－174）

64．65（図版13－64．65）

以上め遺物は、別個体と接合他の理

由により、遺物番号とともに抹消い

たします。
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カラー図版1

銅鏡鋳型

ビーズ玉



SC246竪穴住居跡

銅鏡鋳型



古くから大陸文化受容の門戸として栄えてきた福岡市には、多くの埋蔵文化財が分布して

います。近年、本市では都市基盤整備事業が進み、各種の開発が市内全域で行われています

が、これら各種の開発事業によって失われる遺跡については、記録保存のための事前の発掘

調査を行い文化財の保護に努めています。

本書もこうした遺跡の一つで、城南区七隈三丁目844～847の共同住宅建設に伴って発掘調査

を実施しました飯倉D遺跡の調査報告書です。

今回の調査では、弥生時代と古墳時代の竪穴住居跡からなる集落が発見され、銅鏡鋳型が

出土するなど貴重な成果をあげることができました。

最後になりましたが、発掘調査から整理報告書まで費用負担をはじめ多くのご協力を賜り

ました北野善子氏・橋本郁子氏・アーサーホーム株式会社および株式会社新井組関係者各位、

調査から報告書作成まで実施いただきました大谷女子大学の中村浩教授に対して感謝の意を

表するものです。

なお本書が文化財理解の一助となるとともに、学術研究をはじめ広く活用されることを願

うものです。

平成7年3月31日

福岡市教育委員会
教育長　尾　花 剛



例　　　言

1．本書は福岡県福岡市城南区七隈に所在する、飯倉D遺跡の発掘調査報告書である。

2・発掘調査は、平成4年8月12日に試掘調査を行い、本調査を平成6年2月2日から平成

6年4月23日まで実施した。また、整理作業は平成7年3月31日まで行った。

3．調査費用は北野善子氏・橋本郁子氏・アーサーホーム株式会社が負担し、（株）新井組

の協力を得た。

4．調査は、福岡市教育委員会が事業主体となり、大谷女子大学教授中村浩を主任調査員と

する飯倉遺跡調査会を組織し実施した。調査の参加者は後に記述する。

5．本書の執筆は文末にその名を記した参加者が分担し、中村と池田柴史が編集した。

なお、実測図の作成は、参加調査員・調査補助員各氏により、写真撮影は阿南辰秀・伊

藤慎二氏の協力を得た。自然科学分析の調査は（株）夏原技研に委託し行った°

6・調査の実施にあたっては、多くの方々および機関に有形無形のご指導・ご援助を賜った。

記してここに厚く感謝する次第である。
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第1章　調査経過

1・調査に至る経過

城南区七隈三丁目844～847番地内に、アーサーホーム株式会社（以下府因者とする）によって、共

同住宅の建設が計画され、建設が具体化した平成5年2月3日に開発計画事前審査願が建築局宅地指

導課に再提出された。教育委員会埋蔵文化財課（以下埋文課とする）では、共同住宅計画地は飯倉D

遺跡内に位置していること、現在が山林の状態であることから遺跡が良好に遺存している可能性が高

いとして、遺構遺存状態を把握するための試掘調査が必要であると開発事前審査会で決定した。この

決定をうけ地権者の北野善子氏．橋本郁子氏と原因者および七隈三丁目町内会（以下町内会とする）

と埋文課は、協議を重ね試掘調査を8月に行うことを決めた。

試掘調査は現地に7本の試掘溝を設定し、平成4年8月12日におこなった。その結果、東斜面には

5～8基の古墳、北から西斜面には竪穴住居跡、南斜面には弥生時代甕棺墓の所在が予想された。

試掘調査の結果を受け、埋文課は、計画地全域に甕棺墓・竪穴住居址・古墳が所在するため、開発

にあたり計画変更による現状保存、或は計画地全域の記録保存のための発掘調査が必要であると決定

した。以後、原因者と埋文課は協議を行なったが、現状での保存は困難であり、記録保存のための発

掘調査を実施することとなった。

以上の調査決定をうけ、埋文課は原因者および町内会と調査費用および調査時期等について協議を

重ねた。埋文課は、業務が多いことから平成6年4月調査着手を希望したが、原因者および町内会で

は早期着手を希望され、調査時期が決定できなかった。

このため原因者は、外部への調査委託を検討され、大谷女子大学の中村浩先生と交渉をもたれた。

これを受け、原因者と中村先生と埋文課は調査方法・遺物や記録類の取扱いなどについて協議を行い、

中村浩氏に調査協力をお願いすることに決定した。

本調査は、調査契約が成立し、調査事務所など条件整備完了後、平成6年2月から弥生時代・古墳

時代の様相把握を目的として実施した。

追跡調査番号 9 3 6 0 遺　跡 番　 号 I K R ーD 分布地図番号 7 3 －A － 4

調 査 地 地 籍 城南区七隈三丁目8 4 4 ～ 9 ．4 7

開　 発　面　 積 7 2 1 2 ㎡ 調査対象面積 7 2 1 2 ㎡ 調査実施面積 6 8 0 0 ㎡

調　 査　 期　 間 ．1 9 9 4 年 2 月 2 日～ 1 9 9 4 年 4 月 2 3 日
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図1飯倉D遺跡と周辺の遺跡

（矢印が飯倉D遺跡）

［『早良王墓とその時代』1986　福岡市立歴史資料館より引用改変］

－　2　－



2・調査体制

調査主体　　福岡市教育委員会埋蔵文化財課

大谷女子大学考古学研究室

福岡市教育委員会　　　教　育　長

文化財部長

埋蔵文化財課長

第一係長

第二係長

埋蔵文化財センター主任文化財主事

試掘調査担当

調査担当

調査員

調査補助員

遺物・整理

調査作業

国学院大学大学院

東京大学大学院

早稲田大学大学院

大阪府立高等学校非常勤講師

琉球大学

早稲田大学

東京大学

大谷女子大学

第一経済大学

慶星大学校

大阪府立高等学校講師

大谷女子大学

尾　花　　　剛

後　藤　　　直

折　尾　　　学

横　山　邦　継

山　崎　純　男

二　宮　忠　司

山　口　譲　治・菅　披　正　人

中　村　　　浩・山　口　譲　治

池　田　発　史

／～｝石　木　秀　啓

鮫　島　和　大

余　語　琢　磨

寺　嶋　辰　美

出合　宏光・進村　真之・西園　勝彦

宮城　康二．田尻　義了・井上　正隆

金城　健太・大城　徹也

塚原　潤一・増田　達也・大西　　顕

久米　正吾．川端美由紀・宗像　義輝

野口　未幾・藤森　映菓・福本美智子

小幡　早苗・佐野ちひろ

米川　裕治

田之上裕子・中池佐和子・池端真中子

岡本　未央・石原華留奈・内田　直美

山尾・葉子・森本佐智子・村上真由美

下条　裕子・今兼　智恵・植山加奈子

土井　教子・平方扶左子・中山千秋

根来希久子・山地　明子

飯沼　章晃・大口　充洋

李　　映周

浦川　千尋

夏原　淳史

藤野　孝子．重野　真紀

古川いづみ．笠原　由香

青山佐代子・阿部まゆみ．甘川　綾子．荒尾　史子．石川由美子

井出恵美番・江口　康子・笠原恵知子・加瀬田文子・金田　明子

川辺テル子・川辺美喜子・黒木　麻子・坂本麻里子・作野　征子
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佐野久美子・佐藤利恵子・瀬戸口多喜子・戸田　福江．中山チエ子

長沼奈須子．波木田玉恵・萩原　保子・八田美恵子・濱口　京子

浜田　京子・福岡　麗子・藤川　京子．別府　啓子・別府美和子

堀江　満恵・松尾　香織・丸山　幹子・見明さやか・三島　庸子

迎　　知見・村田　初子・森口　優子・森田　嘉枝・山下　英美

山下　洋子・山田　裕子・大和　司歩・脇崎由美子・脇田　賀代

入江　東吾・上野　善雄・篠原　正澄・菊竹　隆平．切通　竜太

崎山　　潔・白坂　　潤・杉野　友彦・田村　和央・鶴田　哲郎

富田　誠司・中野　　哲・中村　義嗣・西田　敏治・波木田　孝

橋口　協介・橋本　大輔・広瀬　崇郎．福田　義久・古野　唯賀

村上　耕士・湯沢　富貴．百崎　英嗣・青柳　寿子・青柳美智子

因　ヨシ子・牛尾シキヨ・岡部喜久美・海津　宏子・川嶋ツキエ

倉光アヤ子・栗木　和子・小柳　和子・榊　スミ子．高橋　茂子

辻　　節子・鶴田喜美枝・鶴田　佑子・中園登美子・鍋山千鶴子

土生喜代子・平川　英子・平川　土枝・平川富美子・平川　伸子

平川　史子・真名子シズェ・三谷　朗子・溝田　雅子・三好　道子

山尾クマエ・山口クツエ・山田ヤス子・結城ノブ子・吉岡　勝野

和田祐見子・牛尾　　豊・牛尾興志輔．広瀬　　梓・細川　友喜
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3、調査の経過

すでに調査に至る経過でも触れられているのでここでは、調査開始以降につい

ての経過について記述することにする。

調査は、すでに記述されたように古墳5～8基、甕棺群、住居跡群などの実に

多彩でかっ大量の遺構が存在する遺跡と考えられており、当初の計画では、これ

ら全体の調査は到底不可能であり、一部の調査を分担するという程度で終わるだ

ろうという見通しのもと福岡市教育委員会埋蔵文化財課と協議、交渉を行った。

すでに差し迫った事情もあり、可能な限りの範囲でという協議結果をもとに調査

に着手することとなった。

2月2日に最初の人員が入り、まずは地域の片付け、あるいは現状の写真撮影、

地表調査という基本的な作業に入った。さらに現状の地形測量を行い、すでに提

供されていた地形図の補強を図った。また重機のオペレーターとの打ち合わせも

適宜行い、その予定を含めて協議した。とくに機械は他の現場の作業と重複して

いるため、一時的に使用できない期間があるとのことである。すでに設定されて

いる進入路を用いて機械を移動させ、かつて神社の建物があったといわれる奥の

平坦部より表土剥ぎを開始。まもなくまとまりはないが、多数のピットを遺構確

認する。

図2　トレンチの状況

北側斜面の現況測量作業を続ける。5日に

は14区の表土剥ぎ、またピットを中心とす

る遺構が確認される。この段階で検出が進ん

だ面積は20m四方に及ぶ。状況確認写真撮影

を行いながら丘陵上部の現況測量続行。6日

には14区遺構確認作業がほぼ完了する。検

出したピットはお互いの関連は余り認められ

ず、建物というよりは臨時的な杭の痕跡とす

るのが妥当。遺物は近世から現代までのもの

である。14区の実測全域のS＝1／100の略

測図作成。全体の調査計画を区画設定を重

視して行う。（詳細は第2章参照）

7日には北東部斜面下方（2・8区）の表土除去、遺構確認を行い、甕棺状の

遺物を出土した斜面の部分での遺構の確認作業を行う。14区溝から新しい時期

の瓦が出土。かって当該場所に瓦葺き建物があったとは考えられない程の量であ

る。

測量調査は依然として継続して行っている。古墳状の盛り土は5～6か所を数

えるが、石室などは未確認。この丘陵は地元の方によると、この森は「天神ノ森」

といい、かつて小さなはこらがあったが、大正13年に菊地神社に合肥したという。

10日には北東斜面の古墳状遺構の表土剥ぎ、およびトレンチ試掘を開始する。

各トレンチ共に表土直下から、いずれも地山の土層が続く、あるいは異なる層と

しては、新しい時期の積み土の可能性が濃い。なお古墳ではよく見られる石室の

－　5　－



図3　古墳状盛土の状況

図4　測量状況

図5　14区調査状況

図6．古墳状盛土の調査
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石の抜跡、あるいは主体部の盗掘跡も認めら

れず、古墳ではない可能性が濃いことが判明。

表土除去に関しては丘陵中央部までを終了す

る。他の表土除去地域で柱穴、土坑確認°な

お関係する地区は、1・2．3・4区である。

北東斜面の古墳状遺構に関して、更にトレン

チを入れ、写真撮影して古墳ではないことを

確認した後、調査を事実上放棄する。石積み

部分に関しても、瓦やコンクリートなどを含

み破砕した土管を石垣状に積んでいる°　これ

らは性格は不明であるが、時期的には新しく、

かっ古墳ではないことが明らかであろう。S＝

1／200の地形と遺構の分布についての略測図

を作成し、今後の調査の進行を協議する材料

とする。（第2章参照）

14日には各区の個別の遺構確認状況写真撮

影。撮影の終了した北東側から掘り下げを開

始。なお表土除去のほぼ完了した北側斜面で

の住居跡は総数十数個所にのぼる可能性があ

る。土坑や溝、その他の遺構の状態から、当

該遺跡は弥生時代後期から古墳時代あるいは

奈良時代に及ぶ集落遺跡という性格を持っも

のと考えられる。15日降雨あり、現場内部は、

雨などによってかなり荒れている状況である。

16日も雨で作業が進行せず。かなり狭小な面

積ではあったが雨よけのためにテント張り、

その下で15区の遺構内部の掘り下げ作業を

行う。午後になって天候が回復したが、かな

り現場内は荒れている。SK144、136、121土

坑の内部土砂の除去と検出を開始。

SK144、136、121、さらにSK122土坑およ

び、その周辺の遺構、15区ほぼ掘り下げ完

了。SKOOl土坑周辺より焼土坑検出。

調査を本来担当する予定であった最大部分

の対象範囲の面積は、まもなく表土除去が完

了し、調査自体も3月を余り使わずに完了す

ることが明らかとなってきた。したがって福

岡市教育委員会と協議し、その担当部分を当

初の古墳および約1／2の面積というのを変

更し、できるかぎり全面ということとした。



図7　北東側斜面諷査状況

図8　SX121竪穴遺構調査状況

図9　北側斜面調査状況

図10　南西斜面調査状況
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これは古墳がまったく遺構でなくなったこと

が大きい。市教育委員会との協議の結果、当

初指摘されている甕棺予想地域で甕棺遺構が

検出されない場合のおいてのみ可能であると

結論する。15区SK144、136、121土坑掘り

下げ作業続行。SC176竪穴住居跡掘り下げ開

始。当初福岡市の発掘調査予定区であった甕

棺予想地域でもある西側斜面に重機を回し、

丘陵斜面下方より表土除去を開始する。甕棺

は検出されず、遺物を伴わない土坑が多数確

認。

すでに表土除去によって多数の排土がでて

いたが、外部への搬出が地元との協議が十分

進展せず、今日まで延伸していたがようやく

一部解決。

SK144はSC144、SK136、121はSC136、SX

121にそれぞれ呼称を変更する。いずれも遺

構の性格が推定されることからこのように変

更する。

5区斜面に横穴状の遺構を碓認する。断面

では四角形を示し、あまり大きくはないがか

なり深くまで掘り込まれている。炭焼窯にも

似ているが、まったく火の使用痕跡が見られ

ない。14区の1／2まで遺構の検出作業進

展する。

20日にはSC144、176竪穴住居跡内部に設

定したセクション清掃、床面精査。SX121遺

構セクション清掃。15区南面のセクション

清掃写真撮影完了まで進む。なお午後降雨の

為、作業中断する。翌日には15区割り付け

完了、平面図実測開始。10、16区略卿図

完了。SC176、144竪穴住居跡セクション実

測、写真撮影完了。SC136竪穴住居跡床面精

査°SC74竪穴住居跡炉跡確認。SD122溝、

SX121遺構掘り下げ続行。SK244土坑より右

舷検出。10、16区平板測量完了°22日に

はSC176床面の花粉調査の為のサンプリング

を行う。SC144セクション実測、写真撮影完

了。

新しいプレハブ建設のため20区、21区



東側の表土除去、ここでも意味不明の土坑が確認された。遺構検出完了部分から

順序不同で遺構の平面実測を行う。／SD121溝底面まで到るが性格不明。SK244を

SC244に変更する。調査区の南端25、26区表土除去、遺構検出などの作業を

続行。16、2区表土除去、遺構確認。SC570竪穴住居跡確認作業。SC144、

176竪穴住居跡内部に設定したベルト除去、平面図実測。SC136竪穴住居跡セク

ションの検討。

24日には排土搬出。SC144竪穴住居跡検出状況写真撮影、遺物取り上げ完了。

SC136、SC570竪穴住居跡内部設定のセクション実測、写真撮影完了。SC246竪

穴住居跡掘り下げ開始。SCO74、060竪穴住居跡床面の精査続行。21区東側、

25、26区割り付け完了、平面図実測作業開始。25日には21区東側、25、

26区実測完了、レベリング。SC144竪穴住居跡平面図ほぼ完了する。SC246

竪穴住居跡は2軒の重複の可能性を確認。やがて西側斜面、及び、21区西側の

表土除去。SC136竪穴住居跡床面精査。SCO74、SCO60竪穴住居跡それぞれ上層

土器溜まりの検出状況写真撮影。SC246竪穴住居跡の切り合い関係の調査を続行。

27日にはSC136竪穴住居跡重複の可能性があるため慎重に検討。SC246竪穴住

居跡の床面ほぼ検出。南西部に焼土の堆積を認める。SCO74、060竪穴住居跡内

部の土器溜まり検出を続行。SX121遺構、SD122溝内部に設定したセクション実

測。

3月1日には調査地域中央部に該当する頂上部分中央に残されていた大量の

排出土砂の排出作業が開始。SX427遺構プラン確認作業。10、16区表土除去

および遺構検出作業を行う。SCO74、136、060竪穴住居跡実測作業。翌日にはSC

246竪穴住居跡土器群調査ほかを行う。

3日にはSC246竪穴住居跡床面から銅鏡の鋳型が検出される。ほぼ全体の1／

4前後の遺存。実測図の作成及び現状の写真撮影を行う。大谷女子大学中村に連

絡し、指示を待っ。なお福岡市教育委員会へは中村から連絡。調査途上のため、

しばらくは発表を控えることで一致。SC136、SX121、SX427、SC74、060の各

遺構の調査を続行。10、16区の調査を続行。翌4日にはSC246竪穴住居跡

内部のセクションの実測作業。とくに切り合い関係の確認に重点をおいて検討。

SCO74、060竪穴住居跡土器取り上げ完了。SX427遺構内から須恵器蓋杯などが

図11写真撮影状況
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出土。SX121遺構セクション除去作業。SC7

09、136ほかの遺構調査続行。

5日、SC246竪穴住居跡A住居のベルト除

去。西側部分ピット内部から焼土が流れ込ん

でいることがわかる。土器の実測、取り上げ

作業。SC074竪穴住居跡北側住居から貼床面

を検出。SC60、708、SX121、427各遺構調

査作業続行。南側斜面から西側に向かっての

遺構検出作業を行う。7日には16区地域ま

で、ほぼ遺構検出作業を終える。SC708竪穴

住居跡を検出、内部の検討を開始ほかを行う。



図12　写真撮影打合わせ

16区遺構掘り下げ作業続行。全面的に黄褐

色の湿りのある固い覆土をもっ°遺構の存在

は可能性として薄いようである。調査は継続

させる°SCO60、074、246竪穴住居跡検出作

業続行°SC708竪穴住居跡確認、調査を行う。

SX427遺構セクション実測作業。

9日は西側斜面の掘り下げ作業続行。SX

663遺構精査ののち掘り下げ作業を開始。SX

427遺構は各セクション図面実測、写真撮影、

調査を完了する。SCO60、074、246竪穴住居

跡は遺構内部の検出作業続行。10日に西側斜

面の掘り下げ作業はほぼ完了する。検出遺構は土坑、ピット群などでまとまりの

ある遺構とはなっていない。SCO60竪穴住居跡掘り下げ、調査続行。SC246－1竪

穴住居跡から鉄鎌を検出。また床面の調査によってベッド状遺構をもっか、ある

いは複数の住居跡が重複しているかのいずれかの可能性が出てきた。なお調査を

続行する。SX427遺構の掘り下げ作業。なお内部の土砂について鉄棒が含まれて

いることから、フルイにかけることとした。11日には12日予定の写真撮影に備え

て全面的な清掃を実施する。とくにSC570、136、137竪穴住居跡は詳細写真に耐

えるように念入りに行う。西側斜面の遺構検出作業続行。SX662、663遺構の検出

があったが木の根の可能性もある。SC074、060、246竪穴住居跡遺構調査実施。な

おSC246竪穴住居跡の重複状況の確認と掘り下げ進行させる。木の根による撹乱

が著しい。12日降雨、したがって13日朝から引き続き写真撮影に備え、全員で清

掃作業に当たる。またその後、15区以南の全体写真の撮影も行う。14日には作

業通常に戻し、SCO60、074、246竪穴住居跡の遺構内の掘り下げ作業続行。SC2

46－1竪穴住居跡ベット状遺構と同じレベルで甕口縁部を検出。SX460焼成土坑の

検出状況の写真撮影、調査を行う。底までは浅く、内部からは土器の細片が大半

で炭化物も少ない。15日はSC708竪穴住居跡の土器溜まりの実測図の作成開始

する。（1／10）16日から重機作業再開。表土除去及びその後の遺構検出作業

に人員を割く、住居跡および焼成土坑などが確認されている。SCO74竪穴住居跡

図13　実測作業状況

ー　9　－

内部の焼成土坑SX842土坑の検出、調査。

SDOlO溝、SCO74、060、246－1竪穴住居跡の

各遺構の調査を続行。SC074竪穴住居跡内部

の焼成土坑は2基となる。SX842、SX

843土坑である。いずれも写真撮影、実測作

業を行う。SC060竪穴住居跡は土器出土状態

の写真撮影、実測作業を行う。SC865、SX

002の各遺構の調査掘り下げ開始。SD

122溝土器出土状態実測図の作成。SC708竪

穴住居跡では土器の取り上げ作業を行う。

SC865、SDO10の各遺構は掘り下げ及び調査



図14　実測状況

図15　ラジコンヘリによる航空写真撮影

を行う。3区については遺構範囲の確認作業、

検出作業。

19日にはSC708竪穴住居跡時出土状況写真

撮影、および土器取り上げ作業。SC246、

SD122、SX423、460の各遺構は写真撮影

（阿南氏）さらにSC060、074竪穴住居跡セク

ションベルト．写真撮影。西側斜面全体、SC

246竪穴住居跡については清掃作業を行い、

写真撮影に備える。写測エンジニアリングに

よる航空写真撮影実施。

20日はSC708竪穴住居跡出土土器取り上げ

作業続行°　土器出土状況、及び完掘写真、

SC246竪穴住居跡銅鏡鋳型出土状況写真撮影

ほか、SC001竪穴住居跡掘り下げ開始。21日

にはSC708竪穴住居跡内部土器溜まり実測、

レベル測量、土器上げ後、柱穴のピット調査。

SC246竪穴住居跡平面図実測開始。SD217、

218溝掘り下げ開始。SC074竪穴住居跡土器

出土状況実測°SC060竪穴住居跡床面調査続

行°SDO10溝割り付け遺物実測。SC001竪穴

住居跡は平面プラン確認。遺跡の東側斜面の

遺構確認、マーキング、1／200平板測量、検

出状況写真撮影終了。翌22日から遺跡の南側斜面の各遺構掘り下げ開始。南西部

遺構検出状況写真撮影終了。SC246、SC074竪穴住居跡平面図実測続行、SCO60

竪穴住居跡床面調査続行。23日SC882、931竪穴住居跡プラン確認。SCOOl竪穴

住居跡側壁の検出作業°SD933溝掘り下げ開始、鉄棒出土°　SC709竪穴住居跡

内部の土器上げSDOlO溝平面図実測終了°SC865竪穴住居跡掘り下げ続行。10、

16区平面図実測をほぼ終了。

24日にはSC001、002、217、218、865、882、931竪穴住居跡掘り下げ続行。

SDO10溝レベル測量後、土器取り上げ。SDO23溝プラン確認。SC246竪穴住居

跡平面図実測終了°SC074竪穴住居跡床面調査、西側にベッド状遺構を確認する

が柱穴は認められず。SCO60竪穴住居跡清掃°25日SC882竪穴住居跡よりフイゴ

羽口出土を確認。SC887竪穴住居跡セクション実測、写真終了。SX883遺構掘り

下げ、石斧破片出土。SC865竪穴住居跡床面調査続行°SDO10土器上げ終了。SC

060竪穴住居跡現状写真撮影、掘り下げ続行SD217、218溝セクション実測、写真

撮影終了ST270甕棺平面図実測終了。SC246竪穴住居跡についてもレベル、土器

上げを行う。SX121横穴状遺構については柵列状の遺構を確認する°

26日SC887竪穴住居跡、SX883遺構ほか完掘状況の順に写真撮影を行う。27日

SC931竪穴住居跡完掘状況、SDO15，016，019溝遺物出土状況ほか写真撮影を終

了する。西側斜面については、遺物の取り上げ、及び測量、平面図実測の補測を

－10－



図16　東部域調査状況

行う。また、SC246・3竪穴住居跡の覆土より

ガラス小玉を新たに検出する。28日西側斜面、

遺物上げ、レベル測量続行。東側斜面につい

ては割り付けを開始。SC246－3竪穴住居跡は

銅のサンプリングのため、床面を50cmメッ

シュに区画する。SC865竪穴住居跡は三軒の

住居の重複を確認する。29日には　SC246－3

竪穴住居跡は50cmメッシュよりさらに10

cmごとにメッシュをいれ個々に銅のサンプ

リングを行う。SC865竪穴住居跡の切り合い

を調査するSC935竪穴住居跡掘り下げ、大量

の炭化物を検出するが土器は少量。SC931竪

穴住居跡セクションベルト写真撮影後、除去

する。遺物実測、レベル測量して取り上げ。

SC060竪穴住居跡は貼床重層部分のレベル測

量終了。30日　SC865竪穴住居跡完掘状況、

SCO60、074竪穴住居跡の両者にかけての全

景個別写真撮影。SX071焼成土坑、SC931竪

穴住居跡それぞれの完掘状況写真撮影。SC

246－3竪穴住居跡については銅のサンプリングを終了。SD010溝については掘り

下げを続行、底、北側壁が確認されない。サブトレンチを設定し、掘削を行う°

SCOOl、SC931、938の各竪穴住居跡、およびSDO23溝については、掘り下げを続

行。SC865竪穴住居跡は写真撮影後、割り付け、平面図実測を開始する。SC935

～939竪穴住居跡は清掃、遺構調査を行う。

31日には午前10時半よりTV取材。現地説明会用資料分類、並びに、第一便の

資料搬出を行う。その間、SC931竪穴住居跡平面図実測続行。SC935焼失家屋周

辺写真撮影終了。SD217、218溝平面図実測終了、レベル測量開始。北側斜面は

清掃、マーキングを行う。並行して、東側斜面のSD894構の掘り下げ°午後2時

より福岡市役所にて記者発表。（中村、田尻が同席）、3時半より現地にてTV取

図17　現地説明会の状況
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材。九州大学西谷教授来訪°

4月1日には調査地域の北側、及び東側斜

面の清掃、マーキング続行。雨天の為作業は

中断するが、航空写真撮影は日程の関係上強

行する。その間、土のフルイ、プレハブ清掃、

図面整理、遺物水洗、現地説明会用資料作成

を行う。

翌日は、晴天に恵まれ、午前中は、現地説

明会準備。午後1時より説明会を行う。見学

者は多く、中村、池田、余語、寺嶋ほかが対

応する。その間、調査は平常どおり行い、S



C931竪穴住居跡については、レベル測量、住居炉跡たちわり。SC935竪穴住居

跡、SDO19、010、940溝、は、それぞれ1／10平面実測後、レベル測量終了。

SCOOl竪穴住居跡掘り下げ続行。SC244竪穴住居跡、1区、8区、14区につ

いても平面図の実測を終了する。SC246－3竪穴住居跡内の西側土坑の掘り下げを

行い、焼土部分をたちわり考古地磁気のサンプリングが行われる。（夏原技研）

その他、SX842、843、864、144焼成土坑の各遺構についても同様にサンプリン

グ。3日にはSC931竪穴住居跡内部の炉の考古地磁気サンプリング終了。SC935

竪穴住居跡は炭化物出土状況。1／10平面図実測、．エレベーション図面終了、取り

上げを行う。SC865竪穴住居跡は掘り下げ続行。SDO23、940溝、SCO60竪穴住居

跡は、それぞれ1／10平面図実測、レベル測量、遺物の取り上げを終了。SCOOl

竪穴住居跡現況写真撮影後、割り付け、平面図実測開始。SDOlO溝床面の調査。

SC246－3竪穴住居跡床面下層に確認された新たな焼土部分を調査。

4日にはSC931竪穴住居跡完掘写真撮影。SC935竪穴住居跡炭化物取り上げ、

清掃。SX833～835遺構にかけて平面図実測、レベル測量終了。SC865竪穴住居

跡床面調査続行。SC001竪穴住居跡遺物出土状況写真撮影終了。平面図実測レベ

ル測量、遺物取り上げ終了。SC246－1竪穴住居跡掘り方まで検出する住居のたち

わり終了。SC244竪穴住居跡、及び14区北側部分のレベル測量終了。

5日にはそれぞれの完掘写真、及び、たちわり写真撮影。その後、東側斜面全

景、北側斜面全景の完掘写真を撮影する。6日SCOOl、935、937～939竪穴住居

跡は、平面図実測終了。SC931竪穴住居跡はたちわりを行う。SC246竪穴住居跡

掘り方平面図実測、たちわり設定。7日にSC001、060、246、931、935～939竪

穴住居跡のたちわりを行い、写真撮影実測を終了する。並行して、1、6、7、

8、12、13区のレベル測量。8日にSCOOl竪穴住居跡レベル測量後、遺物

取り上げを行う。SC931竪穴住居跡貼床をはがし、最終床面の実測を行う。SC

935、937～939、887、865、246、060、074の各竪穴住居跡についても同様にたち

わり、写真撮影後、貼床をはがし、平面図実測を行う。SCl35、136、144、176

竪穴住居跡はたちわりを終了する。9日には7区、SC931竪穴住居跡レベル測量

終了。SCl35、136、144、176竪穴住居跡たちわり平面図実測、写真撮影終了。

当該遺跡の全域の調査をほぼ完了。

10日調査器材、遺物搬出。プレハブ清掃を行い、撤収。
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4、日　誌抄

2月　2日　調査開始。全員集合し各自の分担の作業に着手する。すでに開発業者の方で地形

測量を完了している。その図の提供により調査対象地域全体の区画設定が可能と

なる。しかし現況の地域を注意深く観察すると、それらの測量結果とは微妙に異

なる部分が多く見られたことから、再度、現地の地形測量を行うこととした。ま

ず仮BMを設定し、現況測量を開始する。

3日　東側現況測量完了。東側斜面より盗掘坑と考えられるくぼみ確認。古墳状盛り土

部分と近接関係にあり、それらのくぼみは石室の石材の抜き穴の可能性も考えら

れこともあり、慎重に掘り進むことにする。

4日　ユンボ（建設機械）搬入。オペレーターと表土除去作業の進め方について打ち合

わせを行う。機械は他の現場の作業と重複しているため、一時的に使用できない

期間があるとのことである°すでに設定されている進入路を用いて機械を移動さ

せる。さらに神社の建物があったといわれる奥の平坦部より表土剥ぎを開始。ま

もなくまとまりはないが、多数のピットを確認する。マーキングを行う。並行し

て、北側斜面の現況測量続行。

5日　14区の表土剥ぎ、昨日に引き続きピットを中心とする遺構が確認される。ほぼ

検出が進んだ面積は20m四方に及ぶ。それらについてマーキングを行った後、状

況確認写真撮影を行う。丘陵上部の現況測量続行。

図1814区湘査状況

6日　14区遺構確認作業ほぼ完了する°検出したピットはお互いの関連は余り求めら

れないようである。建物というよりは臨時的な杭の痕跡とするのが妥当であろう。

表面採集の遺物は近世から現代までのものである。14区の割り付け開始。S＝

1／100の略測図作成。

7日　北東部斜面下方（2・8区）の表土除去、遺構確認、マーキングを行う。甕棺状

の遺物を出土した斜面の部分での遺構の確認作業を行う。14区については、遺

構内の土砂の除去作業を始める。溝から新しい時期の瓦が出土。かって当該場所

に瓦葺き建物があったとは考えられない程の量である°

8日　3・9区の表土除去°　BMの移動結果が業者から知らされた。仮BMとしていた

標高は21．280mである。以下の標高のレベルはこれらの基準から引用する事とす
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図19　古墳状盛土調査状況

る。

測量調査は依然として継続して行っている。

古墳状の盛り土は5～6か所を数えるが、石

室などは確認できない。14区の溝SD02

は断面が角ぼっている。新しい遺物を含む。

なお地元の方によると、この森は「天神ノ森」

といい、かって小さなほこらがあったが、大

正13年に菊地神社に合祀したという°

なお甕棺らしき弥生土器の破片の出土は、

依然として範囲の確定ができないほど広がっ

ており、調査を続行する。

9日　表土除去続行。14区掘り下げ完了°途中吹雪のためやむなく作業を中断。すで

に出土している遺物の検討と整理を行う。

10日　北東斜面の古墳状遺構の表土剥ぎ、およびトレンチ試掘を開始する。各トレンチ

図20　古墳北盛土主体部の状況

共に表土直下から、いずれも地山の土層が続

く、あるいは異なる層としては、新しい時期

の積み土の可能性が濃い。なお古墳ではよく

見られる石室の石の抜跡、あるいは主体部の

盗掘跡も認められず、古墳ではない可能性が

濃いことが判明°　なお別の埋葬主体の可能性

もあり慎重に土砂の除去を続行する°表土除

去に関しては丘陵中央部までを終了する。他

の表土除去地域で柱穴、土坑確認。なお関係

する地区は、1・2・3・4区である。

11日　北東斜面の古墳状遺構に関して、更にトレンチを入れ、写真撮影して古墳ではな

いことを確認した後、調査を事実上放棄する。石積み部分に関しても、瓦やコン

クリートなどを含み破砕した土管を石垣状に積んでいる。これらは性格は不明で

あるが、時期的には新しく、かつ古墳ではないことが明らかに確認される。また、

北側斜面については、甕棺の可能性があることからピンボールによって、表土除

去が及ぶ前に下層の所在確認の予備調査を行う。

12日　遺構の掘り下げ続行。当初数基の甕棺が重複すると考えられたものは甕棺ではな

く、多量の土器が出土することから、それらは住居跡の可能性が濃いことが、こ

れらの調査から明らかとなる。すなわち3・4区に住居跡が所在する可能性が濃

くなる。

13日　遺構確認作業続行、及び、確認状況写真撮影。S＝1／200の地形と遺構の分布に

っいての略測図を作成し、今後の調査の進行を協議する材料とする。

14日　各区の個別の遺構確認状況写真撮影。撮影の終了した北東側から掘り下げを開始。

なお表土除去のほぼ完了した北側斜面での住居跡は総数十数個所にのぼる可能性

がある。土坑や溝、その他の遺構の状態から、当該遺跡は弥生時代後期から古墳

時代あるいは奈良時代に及ぶ集落遺跡という性格を持っものと考えられる。
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15日　雨の為、作業中断。調査の進行方法などについて調査員で協議する。図面整理等

を行う。ビニール・シlトが届く、早速遺跡中心部および遺構確認部分などへか

ける。なお現場内部は、雨などによってかなり荒れている状況である。

16日　雨で作業が進行せず。かなり狭小な面積ではあったが雨よけのためにテントを張

り、その下で15区の遺構内部の掘り下げ作業を行う。午後になって天候が回復

したが、かなり現場内は荒れている。土坑SK144、136、121の内部土砂の除去

と検出を開始。

17日　昨日に引き続きSK144、136、121、さらにSK122土坑および、その周辺の遺構掘

り下げ作業を続行。15区ほぼ掘り下げ完了。SKO01土坑周辺より焼土坑検出、

また四面に線状の使用痕跡をもつ特異な石を確認。砥石の可能性があるもかなり

大きい。なお調査を本来担当する予定であった最大部分の対象面積は、まもなく

表土除去が完了し、調査自体も3月を余り使わずに完了することが明らかとなっ

てきた。したがって福岡市教育委員会と協議し、その担当部分を当初の古墳およ

び約1／2の面積というのを変更し、できるかぎり全面ということとした。これ

は古墳がまったく遺構でなくなったことが大きいといえる。また全面を対象とす

るには、今後、当初指摘されている甕棺予想地域で甕棺遺構が検出されない場合

のおいてのみ可能であろう。石包丁出土（SC136土坑）。ただし土坑とに切り

合い関係から撹乱を受けており住居跡としては残りが悪い。

18日15区SK144、136、121土坑掘り下げ作業続行。SC176竪穴住居跡掘り下げ開始。

当初福岡市の発掘調査予定区であった甕棺予想地域でもある西側斜面に重機を回

し、丘陵斜面下方より表土除去を開始する。甕棺は検出されず、性格不明の土坑

が多数確認されている。内部から遺物の検出も見られないものが多い。すでに表

土除去によって多数の排土がでていたが、外部への搬出が地元との協議が十分進

展せず、今日まで延伸していたがようやく一部解決の模様。調査のやりくりが不

要となりほっとする。

SK144はSC144、SK136、121はSC136、SX121にそれぞれ呼称を変更する。いず

れも遺構の性格が推定されることからこのように変更する。SC176竪穴住居跡は

2棟の切り合い関係がが見られる模様。

19日　SX121、136遺構内部土砂の掘り下げ続行。SC144、176竪穴住居跡は、それぞれ

2軒の切り合いを確認。5区斜面に横穴状の遺構を確認する。断面では四角形を

示し、あまり大きくはないがかなり深くまで掘り込まれている。炭焼き窯にも似

ているが、まったく火の使用痕跡が見られない。14区の1／2まで遺構の検出

作業進展する。

20日　SC144、176竪穴住居跡内部に設定したセクション清掃、床面精査。SX121遺構

セクション清掃。15区南面のセクション清掃写真撮影完了。午後降雨の為、作

業中断する。

21日　15区割り付け完了、平面図実測開始。10、16区略測図完了。SC176、144

竪穴住居跡セクション実測、写真撮影完了。SC136竪穴住居跡床面精査。SC74

竪穴住居跡炉跡確認。SD122溝、SX121遺構掘り下げ続行。SK244土坑より石嫉

検出。10、16区平板測量完了。
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22日　15区平面図実測続行。SX121遺構掘り下げ完了。SX259焼成遺構確認。SCl36、

074、083、060竪穴住居跡、SD122溝遺構内部の掘り下げ、いずれもセクション

を用いて切り合いを精査。SC176床面の花粉調査の為のサンプリングを行う。

SC144セクション実測、写真撮影完了。作業員の増加にともない手狭になって釆

たためプレハブ増設を要請。なお市教育委員会とは設置場所について協議し、調

査の現状に対応することで了承されている。このため20区、21区東側の表土

除去、ここでも意味不明の土坑が確認された。遺構検出完了部分から順序不同で

遺構の平面実測を行う。SD121溝底面まで到るが性格不明。SK244をSC244に変

更。作業員の数が多くなったので募集を中断する。

23日　調査区の南端25、26区表土除去、遺構検出。20、21区レベリング、完掘

状況写真撮影を行う。16、22区表土除去、遺構確認。SC570竪穴住居跡遺構

確認作業。SC144、176竪穴住居跡内部に設定したベルト除去、平面図実測。

SC136竪穴住居跡セクションの検討。SC246竪穴住居跡、SD122溝との切り合い

を確認。SCO74、060竪穴住居跡床面の精査。

24日　排土搬出。SC144竪穴住居跡検出状況写真撮影、遺物取り上げ完了。SC136、PC

570竪穴住居跡内部設定のセクション実測、写真撮影完了。SC246竪穴住居跡掘

り下げ開始。SCO74、060竪穴住居跡床面の精査続行。21区東側、25、26

区割り付け完了、平面図実測作業開始。

25日　21区東側、25、26区実測完了、レベリン．グ。SC144竪穴住居跡平面図実測

作業はほぼ完了、あとは写真撮影待ち。SC136竪穴住居跡、ベルトの除去および

平面図実測。SCO74、060竪穴住居跡掘り下げ続行、周辺の精査行うSD122、

246溝掘り下げ続行。SC246竪穴住居跡は2軒の重複の可能性を確認。プレハブ

搬入。東側部分の土砂排出なお中央部は明日とする。

26日　21区東側、25、26区レベリング完了、あとは写真撮影を残す。西側斜面、

及び、21区西側の表土除去。SC136竪穴住居跡床面精査。SCO74、SCO60竪穴

住居跡それぞれ上層土器溜まりの検出状況写真撮影。SC246竪穴住居跡の切り合

い関係の精査を続行する。

27日　SC136竪穴住居跡は、住居跡が重複の可能性があるため慎重に検討。SC246竪穴

住居跡の床面ほぼ検出。南西部に焼土の堆積を認める。SCO74、060竪穴住居跡

内部の土器溜まり検出を続行。SX121遺構、SD122溝内部に設定したセクション

実測。

28日　21、22区遺構検出状態ゐ写真撮影。21区－SC708～710竪穴住居跡検出状

態。SCO74、060竪穴住居跡土器出土状態。10、16区ピット、土坑などを確認。

SC136竪穴住居跡実測作業。このほかSC246、SX121、SCO74、060、の各遺構の

調査作業続行。21、22区、1／200の遺構配置図面作成。

3月　1日　調査地域中央部に該当する頂上部分中央に残されていた大量の排出土砂の排出作

業が開始される。SX427遺構プラン確認作業。10、16区表土除去、および遺

構検出作業を行う。SCO74、136、060竪穴住居跡実測作業。SC246切り株を除去。

掘り上がった部分の割り付け作業を行う。これらによって、遺構の写真撮影前に

実測作業を終えるようにする。
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2日　10、16区の作業続行。SC136竪穴住居跡若干のピットが確認されたため再調

査を行う。実測図を作成。レベル作業。SC246竪穴住居跡土器群精査。SX427遺

構の検出作業。SCO74、060竪穴住居跡土器の取り上げ作業を行う。SC708、

709、SX785各遺構の調査続行。

3日　SC246竪穴住居跡床面から銅鏡の鋳型が検出される。ほぼ全体の1／4前後の遺

存である。実測図の作成及び現状の写真撮影を行う。大谷女子大学まで連絡し、

指示を待つ。なお福岡市教育委員会へは中村から連絡。調査途上のため、しばら

くは発表を控えることで一致。SC136、SX121、SX427、SC74、060の各遺構の

調査を続行°10、16区の調査を続行。

図21SC246竪穴住居跡調査状況

4日　SC246竪穴住居跡内部のセクションの実測作業。とくに切り合い関係の確認に重

点をおいて検討。SCO74、060竪穴住居跡土器取り上げ完了。SX427遺構内部から

須恵器蓋杯などが出土。SX121遺構セクション除去作業。SC709、136ほかの遺構

調査続行。

5日　SC246－3竪穴住居跡のベルト除去。西側部分ピット内部から焼土が流れ込んでい

る。土器の実測、取り上げ作業。SCO74竪穴住居跡北側住居から貼床面を検出。

SC60、708、SX121、427各遺構調査作業続行。

6日　SC246竪穴住居跡東側の住居を確認。SCO74、060竪穴住居跡の調査作業続行。

SC708竪穴住居跡床面検出作業。SX121遺構は、ベルト除去後、トンネル部分の

掘削を開始する。なおトンネルは人がかろうじてくぐれる程度である。SX427遺

構掘削続行、ほぼ床面を検出。

7日　本日から作業員の人数が増加する。現場の調査状況の説明を行い、合流する南側

斜面から西側に向かっての遺構検出作業を行う°16区地域まで、ほぼ遺構検出

作業を終える。SC708竪穴住居跡を検出、内部の検討を開始。SCO74セクション

ベルトの西側の検討。SC246竪穴住居跡東側壁の立ち上がりの検出作業。

18日　22区周辺部地域の実測作業。16区遺構掘り下げ作業続行。全面的に黄褐色の

しまりのある固い覆土をもっ。遺構の存在は可能性として薄いようであるなお調

査は継続させる。SCO60、074、246竪穴住居跡検出作業続行。SC708竪穴住居跡

確認、精査を行う。SX427遺構セクション実測作業。

9日　西側斜面の掘り下げ作業続行。SX663遺構精査ののち掘り下げ作業を開始。SX4
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27遺構は各セクション図面実測、写真撮影、精査を完了する。SCO60、074、246

竪穴住居跡は遺構内部の検出作業続行。

10日　西側斜面の掘り下げ作業はほぼ完了する。検出遺構は土坑、ピット群などでまと

まりのある遺構とはなっていない。SCO60竪穴住居跡掘り下げ、精査続行。SC

246－1竪穴住居跡から鉄鎌を検出。また床面の精査によってベッド状遺構をもつ

か、あるいは複数の住居跡が重複しているかのいずれかの可能性が出てきた。な

お精査を続行する。SX427遺構の掘り下げ作業。なお内部の土砂について鉄棒が

含まれていることから、フルイにかけることとした。SC708竪穴住居跡セクショ

ン実測図の作成と注記作業を行う。SC246竪穴住居跡内部の精査掘り下げ続行。

11日　明日予定の写真撮影に備えて全面的な清掃を実施する。とくにSC570、136、137

竪穴住居跡は詳細写真に耐えるように念入りに行う。西側斜面の遺構検出作業続

行。SX662、663遺構の検出があったが木の根の可能性もある。SCO74、060、24

6竪穴住居跡遺構精査実施。なおSC246竪穴住居跡の重複状況の確認と掘り下げ

進行させる。木の根による撹乱が著しい。根とともに大量の土器の細片が出土。

12日　写真撮影の予定であったが雨天のため延期を余儀なくされた。午前中は、出土遺

物の片付けおよび整理作業を分担して行い、午後は水抜き作業を行う。清掃も合

わせて行うが土質の関係もあり遅々として進まず。なお完了部分からシートをか

けて養生し、明日に備える。また土砂のフルイ作業も行う。

13日　朝から引き続き写真撮影に備え、全員で清掃作業に当たる。SC570、708、710、

144、135竪穴住居跡、SX121、427遺構、SC176竪穴住居の順で写真撮影（個別）

を行う。またその後、15区以南の全体写真の撮影も行う。のいずれも白線なし

のものと白線を入れたものの両者を撮影した。（阿南氏）

14日　SCO60、074、246竪穴住居跡の遺構内の掘り下げ作業続行。SC246－1竪穴住居跡

内部ベッド状遺構と同じレベルで、甕口縁部を検出。SX460焼成土坑の検出状況

の写真撮影、精査を行う。底までは浅く、内部からは土器の．細片が大半で炭化物

も少ない。

15日　SC708竪穴住居跡の土器溜まりの実測図の作成開始する。（1／10）北側に重

複して所在するSC782竪穴住居跡についても検出を始める。SCO74竪穴住居内部

の焼成土坑SX842遺構の検出作業実施。下層に溝を確認。SX460、423焼成土坑

の検出作業。セクションベルト実測写真撮影の後除去。SC246竪穴住居跡は精査

検討を続行する。SC708竪穴住居跡に設定した東西のセクションベルト内部から

ガラス小玉出土。

16日　本日から重機作業再開。表土除去及びその後の遺構検出作業に人員を割く。住居

跡および焼成土坑などが確認されている。SCO74竪穴住居跡内部の焼成土坑SX

842土坑の検出、精査。SDOlO溝、SCO74、060、246－1竪穴住居跡の各遺構の調

査を続行。

17日　SCO74竪穴住居跡内部の焼成土坑は2基となる。SX842、SX843土坑である。い

ずれも写真撮影、実測作業を行う。SC060竪穴住居跡は土器出土状態の写真撮影、

実測作業を行う。SC865、SXO02の各遺構の調査掘り下げ開始。SD122溝は土器

出土状態実測図の作成。SC708竪穴住居跡では土器の取り上げ作業を行う。SC
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785、SDO10の各遺構は掘り下げ及び精査を行う。3区については遺構範囲の確

認作業、検出作業を行う。

18日　3区調査範囲の遺構確認作業および検出作業を続行。一部分については掘り下げ

作業も平行して行う。SX842、843焼成土坑

実測作業完了。SCO74竪穴住居跡床面の検出

作業O SXO02、023遺構の掘り下げ、精査を

続行。SC865－1、SDOlO精査、検出作業続行。

SCO60竪穴住居跡は実測作業完了後、土器

の取り上げ、レベルなどの作業を行う°

SC246－3竪穴住居跡は清掃が完了o　たたら

研究会（大沢、穴沢、藤沢先生）来訪。

図22　調査状況

19日　SC708竪穴住居跡時出土状況写真撮影、および土器取り上げ作業。SC246、SD

122、SX423、460の各遺構は写真撮影（阿南氏）さらにSC060、074竪穴住居跡

セクションベルト写真撮影。西側斜面全体、SC246竪穴住居跡については清掃作

業を行い、写真撮影に備える。写測エンジニアリングによる航空写真撮影実施。

市教育委員会常松氏来訪0

20日　SC708竪穴住居跡出土土器取り上げ作業続行。土器出土状況、及び完掘全景写真、

SC246竪穴住居跡銅鏡鋳型出土状況写真撮影、SD010溝、SCO74竪穴住居跡内部

土器出土状況写真撮影終了。SC060竪穴跡は床面精査。SCO01竪穴住居跡掘り下

げ開始。

21日　SC708竪穴住居跡内部土器溜まり実測、レベル測量、土器上げ後、柱穴のピット

精査。SC246竪穴住居跡平面図実測開始°SD217、218溝掘り下げ開始SCO74竪穴

住居跡土器出土状況実測。SCO60竪穴住居跡床面精査続行。SDO10溝割り付け遺

物実測。SCOOl竪穴住居跡は平面プラン確認。遺跡の東側斜面の遺構確認、マー

キング、1／200平板測量、検出状況写真撮影終了。東京国立博物館井上先生来訪。

22日　遺跡の南側斜面の各遺構掘り下げ開始。南西部遺構検出状況写真撮影終了SC246、

SCO74竪穴住居跡平面図実測続行、SCO60竪穴住居跡床面精査続行°　午前中から

雨のため、土器の水洗、住居跡内部採集の土砂サンプルのフルイをおこなう。奈

良大学酒井教授、東京国立文化財研究所平尾先生来訪°

23日　SC882、931竪穴住居跡プラン確認。SCOOl竪穴住居跡側壁の検出作業を行う。

SD933溝掘り下げ開始、鉄澤出土。SC709竪穴住居跡内部の土器上げSDOl0溝

平面図実測終了。SC865竪穴住居跡掘り下げ続行。10，16区平面図実測をほぼ終

了する。

24日　SCOOl、002、217、218、865、882、931竪穴住居跡掘り下げ続行。SDOlO溝レベ

ル測量後、土器取り上げ。SDO23溝プラン確認。SC246竪穴住居跡平面図実測終

了。SCO74竪穴住居跡床面精査、西側にベッド状遺構を確認するが柱穴は認めら

れず。SCO60竪穴住居跡清掃°
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25日　SCOOl、882、931竪穴住居跡およびSDO23溝掘り下げ続行。SC882竪穴住居跡よ

りふいごの羽口出土を確認。SC887竪穴住居跡セクション実測、写真撮影終了。

SX883遺構掘り下げ、石斧破片出土。SC865竪穴住居跡床面精査続行。SDOlO土

器上げ終了。SCO60竪穴住居跡現状写真撮影、掘り下げ続行SD217、218溝セク

ション実測、写真撮影終了SX270甕棺平面図実測終了、掘り下げ。SC246竪穴住

居跡についてもレベル、土器上げを行う。SX121横穴状遺構については柵列状の

遺構を確認する。

26日　SC708竪穴住居跡完掘状況、SC708竪穴住居跡北側に位置するSB952掘立柱建物

跡、SC176竪穴住居跡完掘状況、SC246－1竪穴住居跡遺物出土状況、SC246－3竪

穴住居跡の焼土部分、SD217、218溝内部の土器出土状況、SB951建物跡、SC887

竪穴住居跡、SX883遺構完掘状況の順に写真撮影を行う。

27日　SC708竪穴住居跡完掘状況、SX270甕棺検出状況、SX274、864焼成土坑床面検

出状況、SC931竪穴住居跡完掘状況、SDO15，016，019溝遺物出土状況の順に、

写真撮影を終了する。西側斜面については、遺物の取り上げ、及びレベル測量、

平面図実測の補測を行う。また、SC246－1竪穴住居跡の覆土よりガラス小玉を新

たに検出する。福岡大学脇田先生、福岡大学小田先生、井藤徹先生来訪。

28日　西側斜面は、遺物上げ、レベル測量続行°東側斜面については割り付けを開始す

る。SC246－3竪穴住居跡は銅のサンプリングのため、床面を50omメッシュに区画

する。SC865竪穴住居跡は三軒の住居の重複を確認する。

29日　SC246－3竪穴住居跡は50cmメッシュよりさらに10cmごとにメッシュをいれ個々に

銅のサンプリングを行う。SC865竪穴住居跡の切り合いを精査するSC935竪穴住

居跡掘り下げ、大量の炭化物を検出するが土器は少量であった。SC931竪穴住居

跡セクションベルト写真撮影後、除去する。遺物実測後、レベル測量して取り上

げる。SCO60竪穴住居跡は貼床重層部分のレベル測量。SCOOl竪穴住居跡はベル

トのセクション写真撮影、実測、土注を終了する。奈良教育大学三辻教授来訪。

30日　SC865竪穴住居跡完掘状況、SCO60、074竪穴住居跡の両者にかけての全景及び

個別写真撮影°SXO71焼成土坑、SC931竪穴住居跡それぞれの完掘状況写真を順

に撮影する。SC234－3竪穴住居跡については銅のサンプリングを終了する。SD

Ol0溝については掘り下げを続行するも、底、北側壁が確認されないことからサ

こ……江…‥毒・…宣・・・彗態

．．鞘．轟．．‥・．鍼

図23　調査状
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ブトレンチを設定し、掘削を行う。SCOOl、SC931、938の各竪穴住居跡、およ

びSDO23溝については、掘り下げを続行する°SC865竪穴住居跡は写真撮影後、

割り付け、平面図実測を開始する。SC935～939竪穴住居跡は清掃、遺構精査を
ノ・一．・．．　）．

イ丁つ。

31日　午前10時半よりTV取材。現地説明会用資料分類、並びに、第一便の資料の搬出

を行う。その間、SC931竪穴住居跡平面図実測続行°SC935焼失家屋周辺写真撮

影終了。SD217、218溝平面図実測終了、レベル測量開始。北側斜面は清掃、マー

キングを行う。並行して、東側斜面のSD894横の掘り下げも進める。午後2時よ

り福岡市役所にて記者発表。（中村、田尻が同席）、3時半より現地にてTV取材°

九州大学西谷教授来訪。

4月1日　調査地域の北側、及び東側斜面の清掃、マーキング続行。雨天の為作業は中断す

るが、航空写真撮影は強行する。その間、土のフルイ、プレハブ清掃、図面整理、

遺物水洗、現地説明会用資料作成を行う。

2日　晴天に恵まれ、午前中は、現地説明会準備。午後1時より説明会を行う。（とく

に見学者は多く、中村、池田、余語、寺嶋ほ

かが対応する）その間も調査は平常どおり行

い、SC931竪穴住居跡については、レベル測

量、住居炉跡たちわり。SC935竪穴住居跡、

SD019、010、940溝、は、それぞれ1／10平

面実測後、レベル測量終了。SCO01竪穴住居

跡掘り下げ続行。SC244竪穴住居跡、1区、

8区、14区についても平面図の実測を終了

する。SC246－3竪穴住居跡内の西側土坑の掘

図24　現地説明会

り下げを行い、焼土部分をたちわり考古地磁気のサンプリングが行われる。（夏

原技研）その他、SX842、843864、144焼成土坑の各遺構についても同様にサン

プリングが行われる。

3日　SC931竪穴住居跡内部の炉の考古地磁気サンプリング終了。SC935竪穴住居跡は

炭化物出土状況。1／10平面図実測、エレベーション図面終了、取り上げを行う0

SC865竪穴住居跡は掘り下げ続行。SDO23、940溝、SCO60竪穴住居跡は、それぞ
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れ1／10平面図実測、レベル測量、遺物の取り上げを終了する。SC001竪穴住居

跡現況写真撮影後、割り付け、平面図実測開始。SDO10溝床面の精査。SC246－3

竪穴住居跡床面下層に確認された新たな焼土部分を精査する。

4日　SC931竪穴住居跡完掘写真撮影。SC935竪穴住居跡炭化物取り上げ、清掃。SX

833～835遺構にかけて平面図実測、レベル測量終了。SC865竪穴住居跡床面精査

続行。SC001竪穴住居跡遺物出土状況写真撮影終了。平面図実測レベル測量、遺

物取り上げ終了。SC246－1竪穴住居跡掘り方まで検出する住居のたちわり終了。

図25　調査状況

SC244竪穴住居跡、及び14区北側部分のレベル測量終了。

5日　SC931、935～938竪穴住居跡、およびSD940溝それぞれ個別の完掘写真、SC865

竪穴住居跡とSX864焼成土坑の周辺の完掘写真、SX842、843、071焼成土坑それ

ぞれの完掘写真、及び、たちわり写真撮影。その後、東側斜面全景、北側斜面全

景の完掘写真を撮影する。

6日　SCOOl、935、937～939竪穴住居跡は、平面図実測終了。SC931竪穴住居跡はた

ちわりを行う。SC246竪穴住居跡掘り方平面図実測、たちわり設定。

7日　SCOOl、060、246、931、935～939竪穴住居跡のたちわりを行い、写真撮影実測

を終了する。並行して、1、6、7、8、12、13区のレベル測量を行う。

8日　SCOOl竪穴住居跡レベル測量後、遺物取り上げを行う。SC931竪穴住居跡貼床を

はがし、最終床面の実測を行う。SC935、937～939、887、865、246060、074の

各竪穴住居跡についても同様にたちわり、写真撮影後、貼床をはがし、平面図実

測を行う。SCl35、136、

144、176竪穴住居跡はた

ちわりを終了する。

9日　7区、SC931竪穴住居跡

レベル測量終了。SCl35、

136、144、176竪穴住居

跡たちわり平面図実測、

写真撮影終了。当該遺跡

の全域の調査をほぼ完了

する。

10日　調査器材、遺物搬出。プ
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レハブ清掃を行い、撤収する。なお、11日から当分の間は地元作業員でSC246、

060、074、176竪穴住居跡等の覆土についてフルイを継続し、ガラス小玉等の検

出作業を続行することとする。

11日　フルイ作業の最終的な指示を行い、撤収する。

5、遺物整理の経過

現地の調査作業の大半が終了した4月11日の後、中村、池田、夏原は、適宜、

本務の合間をぬって、少なくともいずれかが週に一～二度程度は、作業場を訪れ、

その作業状況の進展を観察し、かっ指示を行い、相互に連絡を取り合った。なお

これらの作業を通じて若干量のガラス玉などが検出された。またこれらの作業は、

調査作業の後ほぼ1か月間にわたった。

遺物整理作業は、主として大谷女子大学資料館において行った。この間、本格

的な資料整理について福岡市教育委員会、埋蔵文化財センターのマニュアルに従

うべく、その内容の説．明及び指導に、福岡市埋蔵文化財センター二宮主任文化財

主事ほかの釆阪を得た。そこでは従来現地での理解以上に、実際面での問題点の

扱いや処理が解決された。さらに時々の疑問点は、電話およびファックスによっ

て連絡を密にして行った。

遺物の水洗いから開始したが、弥生土器および土師器など出土した多くの遺物

は、崩壊寸前の土器が占めており、その強化が先決であった。したがってそれら

はバインダー処理によって強化し次の段階へと至らせた。注記、接合段階では、

できるかぎり実測に耐えるものを選定して作業に当たったが、資料的な価値から、

必ずしもその範噂に加えられないものも対象としたものがある。なお市の遺物番

号のつけ方にしたがって、進行させることとしたこともあり、余り小さな破片に

はとくに見苦しい注記を行わないことにした。

やがて夏休み中に、参加学生のうち大谷女子大学および琉球大学の大半と、早

稲田大学余語琢磨、川端、東京大学米川らによって土器、石器の実測作業が集中

的に合宿という形態をとって、池田、中村らの指導のもと実施された。またこの

時期に実測がもれた遺物については、池田、余語、寺嶋、中村が適宜実測作業を

補足しておこなった。

一方、実測図や、膨大な量の写真資料については、寺嶋を中心にして写真資料

の整理作業が福岡市のマニュアル．にしたがって行われていった。さらに阿南写真

工房により、写真の現像引き伸ばし焼き付け作業が順調に進められていった。ま

た報告書用に用いる写真原稿については、中村との打ち合わせを経てレイアウト

に至るまで阿南写真工房に依頼し、作成された。これは遺物写真についても同様

に行い、とくに実測図での表現不可能な部分の表現および図版の実測図との対応

にも注意を払うように指示し、かつそれを順守する形で完成を見たものである。

原稿の作成は、調査参加者全員の参加を得て行った。遺構については、各参加

者に依頼し、その提出された原稿について、執筆者の意図を損なわない範囲で文

体、用語の統一を図り、かつ一部修正して、池田の意見を得ながら中村が編集し
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たものである。内容的には学生原稿については、まだまだ稚拙な部分もまま見ら

れるとは思うが、若き研究者の卵らがせいぜい苦心して仕上げてきたものである

ことを考慮いただければ幸いである。

また直接現地の調査に参加されていない研究者の方々からも貴重な原稿をいた

だいている。これらは、当該遺跡および出土遺物の研究にとって欠くことのでき

ない重要な問題であり、とくにお願いして寄稿願ったものである。さらに調査の

内容上必要と判断して、自然科学の分析を依頼したものもある。自然科学の研究

者の方々についても可能な限り、現地にお越しいただいたが、その結果いずれも

貴重な成果が提示されたと考えている。

以上、遺物整理の経過の報告を主旨である経過という観点からは異なる形では

あるが、ここに記述をしてきた。ここに記述できなかった内容も多いが、一応こ

の辺りで終えておきたいと思う。

（池田．中村）

図27　7ルイの様子
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第2章 遺 跡

1・調査の方法と区画

すでに発掘調査の経過については、第1章で詳細に記述した如くである。ここ

では遺構そのものについての内容と、それにいたるまでの調査の基本的な方法な

どについて記述する。

まず調査は、全体の円滑な進行と混乱を防ぐ必要があった。このためには正確

な調査対象地域の測量図の作成が必要とされた。しかしわれわれの調査団がその

実測を行っていたとすると、計画策定段階がかなり遅れることになる。したがっ

て当初の計画は、調査開始段階に間に合わせるようにということで、開発業者側

に依頼し作成されていた現状実測図をもとに作業を行うことになった。しかし提

示された測量図は、実地調査の観察とは種々の部分で遺漏があり、本格的な調査

段階までの一時的な用にしか役立たないことが判明した。したがって本格的な測

量図は、調査の初期段階に作成するとして、まずはその提示図面によって区画設

定を行った。

－　　2区

図28　調査対象地域区割り設定図
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区画 区画は調査地域全域を網羅するように設定する必要があり、また部分的に将来

拡張されたとしても、十分に対応が計られるものではなくてはならない。さらに

細かくしすぎると遺構の位置関係を細分することができたとしても、遺物整理段

階では、より細かくなり、不要な分類となる可能性も考えられた。したがって調

査団での協議の結果、一辺20mの正方形の区画を設定することとなった。さらに

その区画は、おのおのの境界で明示し、調査団のだれにでも、自分の担当してい

る区画が一体どの部分であり、どこの部分と関連を持っているのかを簡単に理解

できるようにした。すなわち区画の境界には、木杭を配置し、それぞれに位置と

絶対高（標高）の明示を行った。

この結果、対象となる地域丘陵に配置された区画は、1～27区までであり、こ

のうち5、11、23、27区は、いずれも対象となった範囲には含まれてはいるが、

実際に地域の境界を順守して設定した。トレンチおよび掘削範囲からは除外され

ている部分である。

このように設定された各区画の配置図は、図28に示した如くである。なおこれ

らの区画設定に伴い、各地区および各遺構の実測図は、いずれもこれらの細分割

した各ラインを用いて実施している。

2・遺構の分布と層位

次に代表的な遺構の位置は区画ごとに見ると次の表1－1、1－2、1－3の

如くとなる。区画はいずれも東西南北の座標にしたがって区画しており、遺構の

分布状態が明らかとなってから行った区分でもない。このため複数の区画にまた

V　　　　　　　 V　　　　　　　 V　　　　　　　 V

5 ．－20cm 表土

4＼

15／）30cm
7．5Y R 5／8明褐色粘質土

茨

堆
．積
土

20～40cm

lノ

地

山

層

J

2．．5Y R 7／4淡赤澄色砂質土

20／－40cm 2・5Y R 7／6樺色砂質土

40cm以上
2・5Y R 5／6黄褐色粘質土

図29　基本層位模式図
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層位

基本層位

がる遺構も少なからず見受けられるが、その状況はやむを得ないと考えている。

なお各遺構の項目でも記述があると恩うが、大半の遺構は旧領斜面に位置して

いることから、丘陵裾部の遺構部分が削平ないし流出しているということが多く

見られる。

次に層位であるが、地域全体を網羅した形ではセクションなどを設定していな

い。それはすでに試掘段階でトレンチによって、各部分の層位が確認されている

からである。調査当初は各設定されたトレンチのセクション観察を行い、その基

本的な層位を観察した。ほぼその状況が全域を覆っており、一部丘陵裾部で体積

物の範囲が異なるという程度である。

基本的な層位は、まず表面を覆っている表土層がある。この層は丘陵頂上部分

では5～20cmをはかり、裾部では20～30cmをはかった。次に2次堆積土の層が続

いている場合と、すぐに地山の層になる場合とがある。とくに頂上部分あるいは

丘陵の斜面部分では少ないことがわかり、裾部ではこの層がかなり厚いことが分

かる。

基本層位の図は図29を示した如くである。なお各遺構別には内部に堆積した土

砂の状況を確認するためにセクションを設定し、そこでの層位の検討を行ってい

る。
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表1ll　地区別及び時期別遺構区分

調査区 弥生～古墳前期 古　 墳　 後　 期 奈　 良　 時　 代 不　　　 明

1 区 SX 339

2 区

SX 012 SX 014、SX O22 SX O21 SD 10

SD 19、SX O24

SX 3．42、SX 271

3 区

SX 039、SX O47 SD 023

SX O49、SX 062

SX 063、SX 064

SX 067、SX O71

SX O73、SX O75

SX 078、SX O80

4 区

SD 082、SX O92 SX O98

SX 093、SX O93

SX 099

6 区 SX 320、SX 413 SX 309 S X 401

7 区

SC OO1、SX OO2、SD O16 S X 864 S X 274

SC 865、SX 035 SX 361

SX 227、SX 234、 SX 404

ST 270、．SX 266、SD 273

8 区

SX 034、SX O37、 SC O60 S X O54 S X 248 SD 217、218

SX O38、SX O55、 SD 388 SD 249

SX 056、SX 058

SD O59、SX 226

S．X 228、SX 229

SX 231、SX 232

SX 235、SX 237

SX 239、SX 240

SX 241、SX 246、 SX 247

SX 251、SX 252

SX 257、SX 258

SX 259

9 区

SC O74、SX O57 SX 09、S X 120 SD 083

SC 135、SX O72 SX 121

SX O81、SX l18、 SX 119 SX 843

SD 122、SX 127

SX 130、SX 131

SX 132、SX 147

SX 261、SX 341

SX 346、SX 396

SX 411、SX 867

SX 842、SX 706
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表1－2　地区別及び時期別遺構区分

調査 区 弥生～古墳前期 古　 墳　 後　 期 奈　 良　 時　 代 不　　　 明

10区
SX 456、．S X 460 S X 42 0、SX 427 S X 46 9

S X 70 4、SX 705

1 2区 SX 898、SD 903、SD 942

13区

SC 873、SX 884 S C 93 5、SC 936 S X 87 4、SX 883 S C 93 7、SC 887

S X 90 0、SX 910 S D 94 0、SC 887 S D 89 4、SX 909 S D 10 66

S X 9 13、SC 939 S C 9 3 8 S C 94 4

S X 94 7

14区 SC 244 SD 106 5

15区

SC 136、SX O13、SB 951． SX 186、SX 194

S C 176、SX 061

S X O 68、SX 133

SX 134、SX 137

SX 138、SX 139、SX 142

S C 144、SX 149、SX 150

S X 15 1、SX 155

S X 159、SX 164、SX 850

S X 8 68、SX 945

16区

SX 793、SX 614 S X 6 75 S X 6 62 S X 6 14、SX 625、SX 626

S X 6 25、SX 626 S X 3 3 1、SX 423、SX 042

S X 3 3 1、SX 423 S X 4 25、SX 426

S X 4 25、SX 426 S X 4 75、SX 565

S X 4 75、SX 565 S X 6 63、SU 691

S X 6 27、SX 629

S X 6 38、SX 641

S X 6 45、SX 647

S X 6 49、SX 650

S X 6 5 1、SX 652

S X 6 53、SX 661

S X 6 58、SX 664

S X 66 8、 SX 669、SX 670

S X 6 72、 SX 674

S X 67 8、SX 679

S X 68 0、SX 685

S X 68 6、SX 692

S X 69 3、SX 696

S X 79 2

19区
SX 917、SX 926 S C 93 1、SX 930 S X 93 3

S X 92 9、SX 946

20区 SX 490、49 1
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表1―3　地区別及び時期別遺構区分

調査区 弥生～古墳前期 古　 墳　 後　 期 奈　 良　 時　 代 不　　　 明

21区

SC 708、SC 709 SX 778

SX 741、SX 786

SX 591、 SX 598、SC 710

SX 711、SX 712、SX 716

SX 724、SX 729

SX 730、SX 731

SX 770、SX 772

SX 774、SX 777

SC 782、SX 784、SX 785

SX 812、SX 826

SX 827、SX 834

SX 837、SX 840

・SX 855

22区

SX 747、SX 748

SX 794、SX 795

SX 796、S革800

SX 801、SX 804

SX 825、SX 831

25区
SX 510、SX 511

SX 812

26区
SX 588 SX 524、 SX 528

SX 503、SX 553．、SC 570

27区 SX 600
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竪穴住居跡

S C001

S C001－A

3、遺構各説

A、竪穴住居跡

・SC001竪穴住居

本遺構は、遺跡の北側斜面の標高15mに位置する°A・B二つの住居跡が検出
1

されている。とくにB住居がA住居を切る形で確認された。A住居は壁溝の存在

が確認できたものの、角の一部しか残っておらず、柱穴の存在や住居形態などに

ついては全く不明である。角の残存状況から、おそらく方形を成していたものと

考えられる。

SC O O1－B B住居は方形を呈し、南壁の高さは55cmと高い°　しかし、斜面のため北側半

分が削平のため失われている上に、住居中央に風倒木によると息われる大きな撹

乱土壌があるなど、あまり良好な残存状態とはいえない。おそらく長軸は東西方

向（5．5m）と推測される。炉跡や壁溝は確認できなかった。西側にはベッド状

遺構を配するが、一部に破壊をうけたかのような残存状態であった。柱穴と見ら

れるものは、北西隅のベッド状遺構上（Pー9）と、北東隅（p－7）の2か所

遺物

で検出されており、前者は直径70cm、深さ24cm、後者は直径70cm、深さ26．5cmと

なっている。またベッド状遺構上には、もう一か所柱穴らしきものが検出されて

いるものの、深さは10m前後と非常に浅い。本遺跡にみられる住居址では2本の

柱穴が一般的であるが、B住居については明確にすることができない。なお、床

には粘土状の土が貼られており、この貼床には、数片の土器片が含まれている。

遺物は、覆土上部より砥石のような石製品や縄目のある石製品などが出土し、

中央南壁側の床面直上では、特に集中して甕や壷などの土器片が出土している。

これらの土器の年代観をもとに、本住居は弥生時代後期に比定される。（宮城）

－31－

図30　SC001竪穴住居跡遺物出土状態



図31SC001竪穴住居跡及び遺物出土状態

S C0　60 SCO60竪穴住居（図版1）

調査区北部域の3区及び8区にわたる住居跡である。主軸方向はほぼ南北でS

CO60－1、2、3竪穴住居が三基重複して所在する。当初は周辺に遺物が錯

乱していたこともあって、土坑として理解しセクションを残して調査を進めていっ

たが、10～20cm程度掘り下げた段階で住居として確認でき、以後順調に調査は進

行した。

SC60ー1竪穴住居は東西方向に7・8m、南北方向の残存長は、0．8mを各々

はかる。側溝は、東南方向にわずかに残しているが、西側部分はSC60－2竪

穴住居によって撹乱され、確認できなかった。なお側溝の幅は、20～30cmで、深

さは20cm前後をはかる。西側部分には、幅1．8m、長さ1．2mのベッド状遺構がみ

とめられる。さらに床面中央部には炭、灰の堆積が見られた。炉跡の可能性が濃

いものと考えられる。

SC60－2竪穴住居は、60－1の東端から90cm部分から、幅10ch前後の溝

が穿たれており、当該部分で1、2の各住居が重複していたことが明らかになる。

さらに南側の側溝を、1、2住居が共有しており、おそらく60－2住居の東西

長は、6．8m前後、さらに床面の残存長は0・7m前後と見られる。

SC60－3竪穴住居は、主軸方向からやや西に偏し、60－1の西端から約

20cmの部分を、西端とする。南側壁溝は明瞭に確認されたが、東西方向の壁溝は

十分には確認されなかった。なお溝に代わって、わずかに5cm前後の段差が当該

部分に見られるに過ぎない。ところで60－1、2、3住居内部には、直径20cm

前後をはかるピットがいくつか置しているが、l明らかに当該60－3住居に伴う

とみられるものは少ない。60－3に伴うと見られるのは、南側東端部分と南西

端部分の2点のピット、さらに南部中央に位置する1．1×0・8m、深さ20cm前後の

土坑が当該住居跡に伴うものと考えられる。このほかにもピットが位置している

が、60－1、2、3住居跡のいずれに伴うものであるのかは判定できない。ま

た中央部に設定したセクションによると60－3住居は貼り床がわずかにみとめ

られている。さらに床の中央部から東に偏って炭灰の散布が見られた。当該住居
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跡は北側のすべてを丘陵地形のため流出しており、想定不能である。

出土遺物には、弥生、土師器が大半を占めており、総点数（破片数）6222点を

数えこのほか鉄製品1、ビーズ玉10、鉄棒1、石器3点がみられる。なお弥生、

土師器の器種、器台、高杯、甕などである。

SC74　　　　　・SC74竪穴住居（図版2）

SC74－A SC246の北側、およびSC60の西側に位置し、2棟の住居址が切りあっ

た状態で検出された。A住居（1棟目）はB住居（2棟目）に切られた形で検出

され、北側の多くを消失し、lmxlm程度が残存するのみである。壁下には壁

溝がめぐらされ、壁構内覆土より鉄鉱が出土した。貼り床は検出されていない。

SC74－B B住居（2棟目）も残存状態が悪く、南側を残して約半分が消失している。西

側にはベッド状遺構を配し、さらにベッド状遺構内には貯蔵穴を持っ°貯蔵穴の

深さは0．7mで段を有し、覆土より石包丁が出土した。南側には壁溝がめぐらさ

れ、南壁中央付近には0．6×0．8mをはかる土壙があり、この覆土中より炭化物・

砥石・土器片が出土した。すぐ近くに炉跡をもっことから、炉の関連施設かと思

われる。炉跡は、南向きに開口してコの字状の盛り上がりを持っ。南側が焚き口

と推定され、周囲に炭化物がみられる°　ピットも検出されたが、直接関連する柱

穴を断定するに到らなかったまた、貼り床も検出されているが、厚さ1cmに満た

ない部分がほとんどである。

遺物 出土遺物には、小型壷形土器・支脚・鉄棒．砥石・多数の土器片があり、覆土

中と床面付近より出土した°　このなかで鉄棒は本住居址の南側に焼成遺構がある

図32　SC074竪穴住居跡遺物出土状態
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S C135

貯蔵穴

図33　SC074竪穴住居跡及び遺物出土状態

ため、注意を要する。床面付近より平底の鹿部が出土しており、これが弥生時代

後半前葉と推定されることから、本住居址もおおよそこの頃のものと思われる。

（西園）

・SC135、6竪穴住居（図版3）

SC135と136竪穴住居跡は、北側斜面の中腹に2棟重複して検出された

住居跡でSX121遺構の南東部に位置する°住居跡のうち北側がSC135、

南側がSC136である。どちらの住居址とも、等高線と平行に構築され、斜面

上にある為、北部は、削平流失している。新旧関係は、SC135がSC136

を切って建てられており、SC136より新しい住居である。

SC135住居は、方形の竪穴住居で、主軸方向は、N－39。－Sをはかる。

残存規模は、東西4m、南北1．8m、最深部は20cmであり、全体の4分のl Lか

検出されなかった。住居の南側に壁溝が走っており、南側の壁近くで検出された

貯蔵穴から、石包丁の未製畠が三枚丁寧に重なって出土した。これらの石製品の

石材は、2枚が砂岩凝灰岩で、1枚は赤紫色凝灰岩で産地は、立岩産であると考

えられる。その他にもう1枚、住居内で石包丁の未製品だと思われるものが出土

した。この住居の南東部で検出された土壙からは、須恵器が出土しており、SC

135より時期が新しいと恩われる。なお柱穴は、確認できなかった。時期は、

弥生時代後期だと恩われる。

SX137　　　　　SX137土坑は、SC136竪穴住居跡の南西部にあり、木の根と見られる。

新旧関係は、SC136との切り合いから、SC136より新しいと思われる。

（村上）
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SC144－1、2　SC144－1、2竪穴住居（図版4）

調査地域の中央部、15区に位置する竪穴住居である。主軸方向N－8。－Eを

はかる。144－1住居は、北部、東部、南部の各々壁溝が検出されているが、

東側の溝は中央部付近が大きく試掘調査によって撹乱されている。なお北側部分

の溝の延長は3・05m、幅16cm、深さ（たちあがり）12cmをはかる。また東側での

一辺の長さが、5．8m、溝の幅は21cm、深さ（たちあがり）15cm、さらに南側の

溝の延長3m、幅21cm、深さ18cmを各々はかる。

床面は、幅2．2m残存しており南端溝から1．4mの位置に幅1．1×1．0mの炭灰の

分布する部分があり、当該部分が炉跡である可能性が濃い。ピットは床面から7

個以上検出されているが、これらのうち南北端に位置する30cm前後のピットが柱

穴を形成しているものと見られる。

144－2住居は、主軸方向N－120－Eをはかり、144－1住居の中央部か

ら西側部分のさらに南部分を撹乱する形で位置している。壁溝は見られず、わず

かにたちあがり段差から推定できるものである。南北の延長4．1m、東西の残存

長は約1．0mでこれにより西側は斜面によって自然流出により失われている。な

お床面上のピットは多く、当該住居とどれが関係するのかの判断は困難である。

出土遺物には弥生、土師器が1465点、石器が2点をかぞえる。
S C782

S C176－1

周壁溝

SC782竪穴住居

SC708竪穴住居の北、東、南に重複してひとまわり大きな竪穴住居である。

主軸方向N－190－Wをはかり、東側の一辺の延長は7．5mで、東西の残存長4・

2mをはかる。なお北側には壁溝は全く認められず、東側では中間部分から南側

でSC709竪穴住居の溝を共有するかたちで検出されている。しかしSC70

9の溝と当該住居に伴う溝もある。北側の段差の中位に長さ1．65m、幅1．12m、

深さ42cmをはかる楕円形のSX784土坑が重複している。床面上のピットにつ

いてはSC709、708住居のものと大半が重複すると見られるが、北側のピッ

トは当該住居に伴う柱と考えてよいだろう。

・SC176－1竪穴住居

調査区の中央、丘陵の頂上部に当たり傾斜も緩やかな15区に位置する竪穴住居

跡である。住居の主軸はN－30。－Wである。北西部をSC176－2竪穴住居

に切られ、北部を木の根の撹乱によって削られており、全体の3分の1程度が残

存するのみで、3．3×1．3mが現存の大きさである。

残存する壁の高さは遺構確認面まで6～12cmである。周壁溝は検出されなかっ

た。南東隅から、南壁に沿うような方向で北東に1．3mのびる、幅25～30cm、深

さ11～15cmの溝がある。溝の機能は判然としないが、住居に伴うものであろう。

床は堅徴な粘土質のもので、南西隅付近に段があり、西側が8cmほど低くなって

いる。しかし、土層断面の観察からも貼り床構造は検出されなかった。

また、南壁際のピットは土層観察より後世の掘り込みであることが確認された。

住居の覆土は赤褐色土である。

床面に接して弥生土器が多数検出された。また、床面の土器に接するようにガ

ラス製小玉が検出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　（米川）

－35－



SC176－2 ・SC176－2竪穴住居

調査区中央、丘陵の頂上部に当たり、傾斜も緩やかな15区に位置する竪穴住

居跡である。SCSC176－1竪穴住居跡を切っている。SC176－1竪穴

住居とは主軸方向を違え、主軸方向がN－71。－Wとなっている。後世の削平に

よって北西にゆくにつれて浅くなっているためと、西側、北側に後世の撹乱があ

るために、壁は南側と東側で確認されているのみである。全体の3分の1程度が

図34　SC176竪穴住局跡及び遺物出土状態
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S C244

S C2　4　6

S C2　46－1

S C246－2

S C246－3

残存しており、2・9×2・0mの大きさである。

周壁溝は両壁のみ見られる。幅10～15cm、床面からの深さ1～3cmである。残

存する壁の高さは遺構確認面まで3～15cmである。壁は緩やかに立ち上がってい

る。床は堅緻な粘土質である。SC176－1竪穴住居跡と同じく貼り床構造は

検出されなかった。

住居の覆土は上から灰褐色土、にぷい赤褐色土、明褐色土となっている。床面

に接して弥生土器が多数検出された。　　　　　　　　　　　　　　　（米川）

SC244竪穴住居

調査地域の中央部から北部域の、14区に位置する竪穴住居である。南部と西部

の壁溝の一部および西南隅を残す。東西の長さは1．9m、南北の延長は11mをは

かり、壁溝の幅は10cm前後、深さは20cm前後である。床面の残存状況はきわめて

悪く、わずかな土質の差から推定せざるを得ない状況であった。ちなみに床の残

存幅は最大0・9m程度であろう。床面上には、土器の破片が確認されており、ピッ

ト内部からは炭化物が検出されている。

出土遺物には、弥生、土師器が総点数で153点見られたが、他の遺物は確認さ

れていない。

・SC246竪穴住居

SC246は遺跡の北側斜面の中腹に位置する竪穴式住居である。1、2、3の

3軒からなっており、層序的に1の上に2、3が作られている。さらに3は2を

切って作られている。斜面に位置するため各住居とも半分のみの検出である。

SC246－1は残存部分からして約6m四方の方形を呈すると推定される。

検出された2つの住居隅には、高さ約10cm、広さ約140cm四方のベッド状遺構を

伴う。壁面は最大で約40cm残存する。柱穴は2本検出され、直径45cm、深さ約49

cmをはかる。床面は斜面上方の地山を削平し、斜面下方を版築して固めている。

出土遺物には弥生土器の甕、鉄器などがある。

SC246－2は1辺約3．5mの方形住居と思われる。残存する壁はコの字状

を呈し、壁に沿って幅約5cm、深さ約3cmの壁溝がめぐっている。遺構としては

残存状態が悪く、出土遺物などについては不明である。

S C246－3は

残存部分より1辺約

3．9mの方形住居と

推定される。コの字

状に残存する壁に沿

うように、幅約5cm、

深さ12cmの壁溝がめ

ぐっている。柱穴は

2本確認された。直

径約50cm、深さ約50

cmである。この住居

跡からは銅鏡の鋳型
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鋳型

S C249

S C5　70

が床面より出土しており、青銅器生産に関わる遺構として注目される。床面から

は焼土や炭化物が検出されている。また、住居内南西側には70×90cmの楕円形状

を呈する焼土塊が検出された。その焼土坑は壁面の一部のみが焼けており注目さ

れる。

出土遺物に銅鏡の鋳型1点、弥生土器十数点などがある。　　　　　（田尻）

SC249竪穴住居

SC249竪穴住居の北部に接する形で検出された小型の竪穴住居である。壁

溝は全く確認されず、わずかに方形の落ち込みから各コーナーを確認することが

できたにすぎない。南部での東西の延長は、2．69m、たちあがりは13cmをはかる。

また南北の延長は45cmを測り、東端、西端に大きな自然の穴がみられる。

出土遺物は、弥生、土師器などの確認はされず、わずかに上層面から中世の土

器が採集されている。しかしこの遺物は、当該住居跡の時期を示すものではない

と考えられる。

・SC570竪穴住居

調査区の南、26区に位置する住居址である。西斜面で等高線に沿って構築さ

れた住居であるため、遺存状況は良好ではない。元の斜面に対して深く掘り込ま

れた東壁側が比較的よく遺存しており、元の形状が推測される。遺存部分は5．0

×1．9mの西側に裾の広がる方形を呈している。住居の主軸方向はN－760　－E

である。

周壁溝は幅15－24cm、床からの深さ1～9cmである。周壁溝は住居を全周しな

図36　SC570竪穴住居跡遺構実測図
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図37　SC708竪穴住居跡床面土器接合状況

（左上から第1両左下第2面右上第3両右中第4両右下第5両）

尚、付してある番号は遺物実測番号である。
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SX5　78

SX5　74

S C686

S C708

いようで、東壁では周壁溝であるのかあるいは別の機能を持ったものであるのか

判然としない幅7～10cmの溝が55cm程西にのびているのがみられえるだけである。

周壁溝鹿部から遺構確認面までの高さを壁の高さとすると東壁が16～28cm、北

壁が3～7cmである。どちらも緩やかに立ち上がっている。床面は堅微であるが、

貼り床構造は認められなかった。柱穴は4箇所と考えられるが、確認できたのは

南東隅の1箇所と住居西側のSX578、SX574遺構の3箇所である。径50

～70cm、深さ14～28cmである。ただし、柱穴が長方形の頂点上に位置しないこと

から、柱穴は別の形態をとっていた可能性もある。　覆土は上層が褐色土、下層

が暗褐色土となっている。周壁溝には上層から暗褐色土、明黄褐色土が堆積して

いた。この北壁際明黄褐色土層からは炭化物が少量検出されたが、壁体を支えて

いた板材が炭化したものであろう。

遺物には土師器片、須恵器片が少量見られる。　　　　　　　　　（米川）

SC686竪穴住居

調査地域の西部、16区に位置する竪穴住居である。地形的には西側丘陵斜面中

腹にあたる。主軸方向はやや東に偏する東西方向をとる。壁溝はいずれも残存状

態が悪く、わずかに南、西、東側の三方向に立ち上がりの痕跡程度の段を認める。

特に北側では、SU691貯蔵穴などの土坑およびピットによって撹乱あるいは

自然流出より失われている部分が多い。中央部に見られる土坑が炉跡である可能

性が濃い。

当該住居跡の南側の一辺の長さは約7．3m前後と考えられる。

出土遺物は、弥生、土師器が66点見られたに過ぎない。

SC708竪穴住居跡（図版5）

調査区西端から約14・0m、中央やや南よりに位置する。平面は長方形を呈し、

主軸はN－180　－Wである。南北は約4．4mをはかる。また東西は、西端が削平

を受けているため正確な長さは不明であるが、4．0m前後であると推測される。

床面はほぼ平坦で、貼床がなされており、検出面から床面までの深さは0・23m以

下である。また壁はほとんど垂直に立ち上がっていた。

周溝は住居跡の残りの良好な北壁と東壁において検出された。幅0．10～0・18m

をはかり、床面からの深さは0．04～0．10mである。また、北壁においては同様の

溝が周溝の0．20mほど内側に検出している。このことから北壁部分は拡張か行な

われたと考えられる。また、住居跡東側の北から約2．7mの周溝部分から西へ向

かって、住居跡内に床溝が検出された。幅約0．10m、深さは0・03m～0・09mをは

かり、長さは約3・6m分が検出しているがさらに西へ続くものと思われる。東壁

の周溝部分には、深さ0．10m、平面が0．60×0．50mの楕円形を呈するピット（P

12）が設けられている。そこにたまった水を床溝により外部へ排水していたも

のと患われる。

住居跡の覆土はその土層観察から、自然に堆積したものではなく、埋め戻した

可能性が高い。全体的に粘土質のかたい土で、赤褐色粘土ブロックのはいりこん

だものが多い。

住居跡内中央やや南よりには、長軸（東西軸）約1．0m、短軸約0．8mの、平面
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が楕円形を呈するピット（P6）が検出された。覆土における炭化物の割合が高

いことから炉跡と思われる。床面からの深さ約0．15mで、揺り鉢状に掘られたも

のである。またこの炉跡をはさんで北と南に2つのピットが検出された。北側ピッ

ト（P2）は北側から約1．4m南に位置する。長軸（東西軸）約0・85m、短軸約

0．60mをはかり、平面は楕円形を呈する。深さは0．08～0・15mをはかる。ピット

内上部の壁面直上から、弥生土器の壷の口縁部～頚部が出土している。南側の0．

70m、短軸約0．55mをはかり、平面は不整形な方形を呈する。深さは0・25～0．31

mをはかり、鹿部直上から土師器の相が出土している。この他、床面からは9個

のピットが検出されたが、当住居跡に伴うものかは不明である。

土器だまり　　　　　そして、この住居跡の特徴として、南東隅に存在する土器だまりがあげられる。

検出面ですでに土器の存在は認められていたが、南北約1．0m、東西約1．5mの範

囲は赤色粘土で被われていた。この粘土は土器の胎土として用いたものとも考え

られるが、完成品がその場で廃棄されたといった状況をうかがわせる土器が多数

検出された。土器だまりの性格は不明であるが。土器の出土状況から、短期間に

形成あれたものであると思われる。

遺物は、土器だまりのものも含めて、弥生土器と古式の土師器が多量に出土し

図38　SC708竪穴住居跡及び遺物出土状態
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ビーズ玉

S C709

石器

S C782

図39　SC708竪穴住居跡及び遺物出土状態

ている。土器の時代は、弥生時代後期から古墳時代はじめごとと考えられる。器

種としては、甕・壷・鉢・高塀が出土している。割合に高塚の出土が多く、少な

くとも7個の存在が認められる。また、特記すべきものとして、覆土中からライ

トブルーのビーズ玉が2点検出された。　　　　　　　　　　　（川端美由紀）

SC709竪穴住居

SC708竪穴住居の南東に重複して見られる竪穴住居である。主軸方向N－

90　－Wで、東側の壁溝の延長3・7m、幅14cm、深さ11cmさらに南側の延長は、

1．0m、幅8～1cm、深さ2cm以下をはかり、いずれも良好な保存状態ではなかっ

た。SC782竪穴住居と重複し、中央部分をSC708竪穴住居によって撹乱

されている。

出土遺物には、弥生、土師器が9点、石器（砥石）が1点みられる。SC70

8、SC709、782竪穴住居はいずれも短期間のうちの重複と見られ、時期

は弥生－古墳時代前半頃と考えられる。

SC782竪穴住居

SC708竪穴住居の北、東、南に重複してひとまわり大きな竪穴住居である。

主軸方向N－19。－Wをはかり、東側の一辺の延長は7．5mで、東西の残存長4．2

mをはかる。なお北側には壁溝は全く認められず、東側では中間部分から南側で

SC709竪穴住居の溝を共有するかたちで検出されている。しかしSC709

の溝と当該住居に伴う溝もある。北側の段差の中位に長さ1・65m、幅1．12m、深

さ42cmをはかる楕円形のSX784土坑が重複している。床面上のピットについ

－42－



S C710

S C865ー1

てはSC709、708住居のものと大半が重複すると見られるが、北側のピッ

トは当該住居に伴う柱と考えてよいだろう。

SC710竪穴住居跡

調査区の東西側斜面から検出された竪穴住居跡である°主軸方向N－770　－E

を呈し、南北方向は約5．6mをはかる。地山の流出のため全体に通存状態が悪く、

斜面下方の西側半分は失われており、また北東の隅が試掘トレンチにより削平さ

れた、南東の隅と北側の一部を検出しただけである。

図40　SC710竪穴住居跡遺構実測図

比較的良好な東側でも壁の立ち上がりはほとんど確認できなかったが、壁溝の

掘り方によりプランの把握は可能である。掘り方は上面の幅約0．22m、底面は幅

約0．11m、検出面からの深さ約0．15m逆台形状を呈する。埋土の状態と位置関係

から、住居跡東寄りのSX768が柱穴に相当すると判断した。したがって、南

北方向に2柱穴を有する住居跡と考えられるが、西側の柱穴は検出することがで

きなかった。

床面は地山の土に他の対が混入しており、地山の土を利用した貼床であると思

われる。この床面に伴うものとして、前述の柱穴の他に、東側の壁に接する位置

に一辺約0．7m、深さ0・2mの方形土壙を検出した。土壙内の埋土中から、底面よ

り0．12mほど浮いた状態で朱塗りの土器片（Nnl）．土器片（Nn2）が出土した。

埋土とともに流入したものと考えられる°また、この土壙の北側床面直上から土

器片が出土しており、住居跡の廃絶年代を示す可能性が高い°住居内の他の土壌

は、埋土から後世のものであると判断した。　　　　　　　　（福本美智子）

．SC865－1竪穴住居

調査区北東部の頂上に近い斜面上に位置しSC001竪穴住居跡の南西約12m

に位置する。SC865－3、4竪穴住居跡に切られており、残存規模は長さ
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1．2×4・2m、壁高の最も高いところは16．0cmであり、北へ行くほど低くなる。北

部は斜面のため流失していた。方向はS－78。－Wである。形状は方形か長方形

か判別がっかない。幅22・0～13・Ocmの壁溝が確認されたほか、西側に幅1．06m、

高さ7cmのベット状遺構が検出された。また南東コーナーには落ち込みがあり、

ここから鉄嫉が2個出土した。貼り床は検出されず、柱穴はSC865－3、4

竪穴住居跡に切られて失われたと恩われる。

遺物は、鉄鉱の他に土器片、黒曜石などが出土した。時期は特定できなかった。

（中池）

・SC865－2竪穴住居

SC865－4竪穴住居跡とSX864焼成土坑に切られているため、北西コー

ナーしか検出されなかった。残存規模は長さ1．12×1．12m、壁高の最も高いとこ

ろは14cmであり、SC865－1竪穴住居跡と同じく北へ行くほど低くなる。北

部は流失していた。したがって規模、形状は不明である。方向はS－29°　－Wで

あった。

遺物は高杯が床面直上から出土している。時期は古墳時代初頭と思われる。

（中池）

・SC865－3竪穴住居

遺構確認時において、この遺構の存在は確認されなかったが、土層観察によっ

てSC865－1、4竪穴住居跡と切り合っていることが分かった。新旧関係は

SC865－1、3、4の順に古い。残存規模は長さ1．1×1．3m、壁高の最も高

いところは8・5cmであった。南西コーナーしか残存しておらず、その規模、形状

は不明である。方向はS－780　－Wであった。木の根の撹乱により、遺存状態は

悪かったが、壁に沿い幅13．0cmの溝があるので、壁溝があったと思われる。

遺物は土器片が出土し、図化できるものはなかった。時期は特定できなかった。

（中池）

・SC865－4竪穴住居

SC865ll、2、3竪穴住居跡を切って構築されており、方向はS－39°　ー

Wであった。残存規模は長さ4．2×2．7m、壁高は最も高いところで36cmになり、

北に行くほど低くなる。北部も流失していた。主柱穴はP－2の可能性があり、

この柱穴は柱を抜いた痕跡がみられた。もしP－2が主柱穴とすると、この住居

は主柱穴が2本の住居と恩われる。また形状は方形か長方形か判別できない。P－

2の他にこの住居に伴うピットはP一1である。しかしP－3は上層面で確認で

きなかったが、2つの遺構からなり、土色が住居の覆土である黄褐色や明黄褐色

より黒かったことから後世のものと思われる。また南東コーナー近くに4～8cm

の三角形の地山の高まりが検出されたが、用途などは不明。幅12～23cmの周溝は

確認されたが、貼床は検出されなかった。

遺物は土師器壷、碗などが検出した。時期は古墳時代初頭と思われる。（中池）

・SC873竪穴住居

本遺構は、東側斜面の最も上方の標高17．6mに位置する。住居跡の北側東側は

斜面のために大きく削られており、僅かに南西隅の壁が確認できる。住居跡の規
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図41SC865－1、2、3、4竪穴住居跡遺構実測図

－45－



図42　SC865竪穴住居跡遺物出土状態及び細部
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図43　SC873竪穴住居跡遺構実測図

槙は、現存部で南北長2．1m、東西長2．1mを測る。壁際には周溝がめぐっており、

周溝には柱痕が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

・SC887竪穴住居

本遺構は、東側斜面の上位、標高16．1mに位置する。住居のプランは方形を呈

し、4本の柱をもつものと想定される。住居の規模は、現存部で南北長4．0m、

東西長2・1mを測り、西側と南側に周溝がめぐっている。周溝には西側に2ヶ所

柱痕が認められた。主柱穴は南北方向に2ヶ所確認できる。　　　　　（出合）

・SC931竪穴住居

19調査区に位置する、現状で長辺3．6m、短辺3・0m余り、主軸N－71。－W

をはかる方形竪穴住居である。丘陵斜面にあるため、遺構の東側は土砂の流れ落

ちによって消失している。確認できる遺構の立ち上がりは50cm程で、主柱は4本

である。住居西壁側の中央は直径約80cmの円形状に焼けており、ここが炉跡と考

えられる。

出土遺物には須恵器蓋杯、甕、土師器甑などがあり、出土位置は、炉跡周辺　と

北西隅の2箇所に大別される。出土した須恵器杯により、本住居の使用年代は6

世紀後半に比定される。なおSC931竪穴住居跡の西側の窪みは、SC931

竪穴住居跡に附属する何らかの施設と考えられるが、その用途は不明である。

（井上）

・、sc935焼失住居（図版6）

本遺構は、東側斜面の標高17・3mに位置する方形住居跡で、SC939竪穴住

居跡を切る斜面に位置するため、住居の東側半分は大きく削られている。床面上

には炭　灰・焼土が散布しており、特に西側周溝付近、及び中央より北へ約1．2

mの辺りに集中してみられる。壁際には幅15～25cmの周溝がコ字状に巡っている°
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石鐘岩化材

焼失の原田

なお、ベッド状遺構はみられない。住居跡の規模は、現存部で南北長4．4m、東

西長1・5mを測る。壁は最も残りのよい西側で0．5mを測り、柱穴の深さは0．4mを

測る。床面には貼り床を施す。古墳時代の須恵器・土師器が出土しており、住居

跡の時期は、その中の須恵器の年代観から6世紀中頃と考えられる。また、在自

すべき遺物として床面より10cm程度上（埋土中）から石錘の出土もみられた。

床面に散在する炭化材は、丸太材の上に板材が直行して重なる形で出土してい

る。板材は壁と平行関係にあり、その距離も20cmと離れていない。板材の木目は

南北方向をむいており、西側の壁にはこの板材の一部と恩われる炭化材（木目は

南北方向をむいている）が張り付いた状態で確認できた。これらのことからすれ

ば、板材は壁に張りつけた状態で使用されていたことが想定される。また周溝に

は丸太材の柱痕が見られることから、床に垂直に立てられていたものと考えられ

る。この両者は、板材を壁に張り付けてそれを止めるための丸太材を杭として使

用したものと理解される。

なお、焼失の原因については、突然の火事によるものならば、床面には生活時

に使用していたと思われる土器が残っていても不思議ではない。ところが、この

住居跡には完形の土器どころか破片の土器もわずかしか見られないことからすれ

ば、焼失する前にすでに土器をはじめとする家財を運び出したことが考えられる。

そこには、突然の火事を想定するよりも、廃棄・移動等、計画的な焼失であった

ことが想定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

S C93　6

ベッド状遺構

S C93　7

図44　SC935竪穴住居跡遺構実測図

…SC936竪穴住居（図版6）

本遺構は、東側斜面に位置する。住居跡の東側半分が斜面に大きく削られてい

るため残りが悪く、西側と南側の高い部分の一部しか残っていない。住居の規模

は現存部で南北長2・7m、東西長1・7mを測る。ベッド状遺構はみられない。また

床面を精査したが、柱穴は確認できなかった。　　　　　　　　　　（出合）

・SC937竪穴住居（図版6）

本遺構は、東側斜面の標高18．2mに位置する方形住居跡で、東側はSC939

－48－



図45　SC931竪穴住居跡遺物出土状態

～49－



S C9　38

S C9　39

S C9　44

竪穴住居跡に切られ、さらに斜面によって大きく削られる°　そのため、住居の残

りは悪く、西側の高い部分の一部しか残っていない°住居の規模は、現存部で南

北長3．1m、東西長0・6mを測る。壁の高さは0・2mを測る。ベッド状遺構はみられ

ず、柱穴の位置も判然としない。　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

・SC938竪穴住居（図版6）

本遺構は、東側斜面に位置する。住居跡の東半分は斜面に大きく削られている

ため残りが悪く、西側の高い部分の一部しか残っていない。他の遺跡との関係で

は、SC937竪穴住居跡を切り、逆に東側はSC936竪穴住居跡に切られて

いる。但し、SC939竪穴住居跡との切りあい関係は把握できなかった。また、

南西隅と北西隅には一段高くなったベッド状遺構が、かろうじて確認できる。住

居跡の規模は、現存部で南北長4・8m、東西長0．8mを測る。床面には貼り床を施

す。西側の壁際では、床面のみでなく南北のベッド状遺構沿いにも周溝がめぐり、

ベッド状遺構の部分では周溝のレベルが一段高くなっている。　　　（出合）

・SC939竪穴住居

本遺構は、東側斜面の標高17．9mに位置する方形住居跡で、S・C937竪穴住

居跡を切っており、東側はSC935竪穴住居跡に切られている。住居跡の東側

半分は斜面に大きく削られる。そのため、住居の残りは悪く、西側壁の高い部分

の一部と南西隅しか残っていない。また、ベッド状遺構もみられない。住居跡の

規模は、現存部で南北長3．2m、東西長0．4mで、壁の高さは0・2mを測る。

（出合）

・SC944竪穴住居

本遺構は、東側斜面に位置する。遺構の東側半分は斜面に大きく削られる。そ

のため残りが悪く、西側の高い部分の一部しか残っていない。床面はなだらかに

0　　　　　　1　　　　　2m

図46　SC936、938、944竪穴住居跡遺構実測図
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図47　調査域東南斜面の状況

（SC887、SD940、SC935～9、SC941）
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鉄生産

溝

SDl O

出土遺物

SD16

傾斜し、柱穴は確認できなかった。住居跡とは考えにくい。遺構の規模は、現存

部で南北長1・9m、東西長1・5mを測る。

遺物は、日常生活に使用したとは考えにくい赤焼けの土器が出土している。遺

構の性格は、赤焼けの土器が出土していることから、SD940溝と同様に鉄生

産に関連するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

B、溝跡

・SD10溝

SD10溝は、2区の北東部に位置し、ほぼ東西にのびている°　この溝は斜面

の最下部にあり、斜面の上から流れ込んだ堆積土の上に掘り込まれている。幅

2．4m、長さ9．5m深さはおよそ14～50cmをはかる°遺構の全体は検出されておら

ず、調査地区外の東方にものびていると推察され、西方はSD23溝に続くもの

と患われる。

出土遺物は、弥生時代後期と思われる甕、鉢、手軽土器、．高杯等、多数見られ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内田）

・SDO16溝

調査対象地域の北側部分、2、7、8区に位置する0地形的には丘陵裾に近い
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図49　SD016溝全景及び遺物出土状態

斜面部分である。東西方向に走り、延長14．25m、幅36～124cmと一定しない。深

さは3～49cmを測り、東端部分から遺物の出土が多い。

・SD19溝

調査地域の北側斜面裾部、2区、3区に位置する溝あるいは土坑である。SD

16溝の北側6・4mにあり、ほぼ並行して東西に走るが、下方に向かってL字に

曲げられている。延長4・8m、幅30～70cm、深さ2～4cmをはかる。

・SD23溝

遺跡の北側斜面下の調査区境界線沿いに検出された、東西に約11mほど続く溝
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①10YR5／6黄褐色やや砂質土
白色砂粒を若干含む
②10YR6／6明黄褐色やや粘質土

1m　③7．5YR5／6明褐色やや粘質土

SD82

SD83

SD122

SD217
218

図50　SD019溝西側セクション遺構実測図

状遺構である。本遺構は斜面を利用してなだらかに作られており、高低差は約60

0mほどであった。調査区境界沿いであったために、全体を確認することはできな

いが、ここよりすぐ東側の斜面で検出されたSDl O溝とつながる溝であった可

能性も考えられる。

出土遺物の大多数は甕などの土器片で、全て流れ込みによって流入したものと

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮城）

・SD82溝

調査地域の北側斜面裾部、4区で調査範囲の境界部分に位置する溝あるいは土

坑である。検出規模は5．97m×1．65m、深さは7～19cmをはかる。丘陵裾という

地形的な条件もあって、土器などの流入が多くみられるがいずれも細かく割れた

破片が多い。

・SD083溝

SD388溝の西側に引き続き東西に長い溝である。全長9．09m、幅73～114

cmをはかる素堀の溝であり、SD388溝などと同じく地形的な関連から下位に

位置するSCO74竪穴住居跡などの遺構の排水施設と考えることができよう。

・SD122溝

SD122溝は8、9区にあり、斜面中腹を東西に通る溝である。西はSX1

21遺構、東はSC246竪穴住居跡と隣接する。この溝は幅1．6m、長さ19．4

m、深さは約10～15cmをはかる。ここからは器台の脚部や高杯、壷の口縁部など

弥生時代後期の遺物が出土した。

・SD217、218溝

SD217、218溝は遺跡の北側斜面中腹に位置する溝である。SD217

溝を　SD218溝が切っている。SD217溝は長さ約11m、幅30～80cm、深

さ30cmである。溝の西側はSC246竪穴住居跡斜面上方の溝とつながっていた

と推定されるが東側は撹乱のため消えている。埋土中から流れ込みと恩われる弥

生土器が数十点出土した。これらの出土土器は流れ込みと考えられる。溝および

ピットの機能は不明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田尻）
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SD388

SD894

SD903

埋土

SD940

図51SD083溝遺構実測図

・SD388溝

調査対象地域の北側斜面裾に近い斜面部分、8区に位置する。SC074竪穴

住居跡の南0．9mにあたる。全長6．56m、幅31～82cmをはかる素堀の溝であり、

丘陵裾部斜面にあることから、さらに下方のSC074、060竪穴住居跡など

の遺構に関連する排水施設と考えるのが最も妥当であろう。なおこの遺構の上層

に、SX843焼成土坑が構築されている。

．SD894溝

本遺構は、東側斜面の中程、標高15m付近を中心に位置し、南北へ約13．9mに

わたり、等高線にほぼ平行して掘られている。掘り込みの深さは、平均して30cm

程度である。遺物は、鉄棒が出土していることから、SD940溝と同様に鉄生

産に関連するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

・SD903溝

本遺構は、東側斜面の調査区の最も下方、標高14m付近を中心に位置する。南

北へ約18・5mにわたり、等高線にほぼ平行して掘られている。近くに位置するS

D940溝やSD894溝と比較して、埋土は粘質でしまりがあり、これらと同

じ時期に埋まったものとは考えにくい。遺構の掘り込みの深さは、最も深いとこ

ろで約30cm、平均的には20cm程度である。遺構断面は、ゆるやかなカーブを描い

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）

・SD940溝

本遺構は、東側斜面の上位、標高17．1mに位置し、南北へ5．2mにわたり、等

高線にほぼ平行して残存する。掘り込みの深さは、約50cmほどである。遺物はフ

イゴの羽口や把手付き甕が出土しており、これらの遺物から古墳時代の遺構と考

えられる。
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フイゴ羽口

SD9　42

須恵器

SDl O65

SDl O66

遺構の性格については、フイゴの羽口が出土していることや、すぐ近くに位置

するSC936・SC944竪穴住居跡やSD894溝からも日常生活に用いた

とは考えにくい焼けの土器や鉄棒が出土していることから、鉄生産に関係するの

ではないかと考えられる。

図52　SD940溝遺物出土状況遺構実測図

・SD942溝

本遺構は、遺跡の北東斜面端部、標高14m付近を中心に、南北へ約22mにわたっ

て等高線に、ほぼ平行して掘られている。北側すぐの位置に同方向のSD903

溝が存在しているが、遺構検出面において連結はしない。遺構の存する掘り込み

の深さは、最も深いところで約50cm、平均的には30cm程度である。

遺物は須恵器や青磁が出土しているが、上からの流れ込みの可能性が大きいた

め、作られた時期は不明である。遺構の性格は、検出面における掘り込みが浅い

こと、溝の鹿部のレベルが斜面下方に向かって低くなっていないことなどから、

排水溝的な考えは西堂され、道路のような役割を果たしていたのではないかと考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（進村）

・SD1065溝

調査対象の中央部分でまず調査を行った遺構群の一つである。14区から8区

にわたっており、その延長は19．53m、幅は28～36cmと一定していない。深さは

10～20cm前後で、いずれも素堀の定型化していないものである。何らかの排水施

設として設置されたものであろうが、直接関連する建物などは見っかっていない。

．SDl066溝

調査地域の東側中央部付近、13区から検出された溝である。SD1065の

東7mに位置する南北4・2m、幅30～60cmをはかる素堀の溝である。幅なども一

定しておらず、先のSDl O65溝とは用途も異なるのかも知れない。

特に関連する遺構は見られない。
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その他の遺構

SX121

ST2　70

合口棺

C、その他の遺構

・SX121竪穴遺構（図版7）

本遺構は、遺跡の北西部斜面の最下部、標高約16～13mに位置し、西側約6m

離れた所に同様の遺構SX427遺構が存在する。北北西－南南東を軸に揺り鉢

状の土坑とその下部から下方へ伸びるトンネル、さらにそれに連なる溝状遺構か

ら構成されている。揺り鉢状土坑は、南北4・lmx東西4．0mの不整形な円状を呈

しており、遺構上端部から最深部まで約2．1mにわたり、部分的に数段の段差を

つけながら掘り込まれている。遺構確認面において、円周の主軸上端部、そこか

ら約1．3m離れた円周上の両側および、円周上の東側の位置にそれぞれ半円形状

の掘り込みを持っ。トンネル上部にあたる地表部分には、主軸を中心に約3m、

幅0・5～1mにわたって平坦面が作られている。また、トンネル上部、主軸やや

西よりの部分にはピットが掘り込まれている。トンネルは、揺り鉢状遺構の最深

部から10cm程度高い部分から、幅約60cm、高さ約30～40cm、長さ約140cmにわた

り、わずかに傾斜をっけながら下部の溝状遺構へとっながっている。溝状遺構は

最大幅、約1．2mで断面台形状に掘り込まれており、約4．6mにわたり、直線上に

緩やかに傾斜しながら続くが、約3mほど下がった地点から西側に南北約1m、

東西約2mにわたって平坦面が作られている。溝は約0・6mほど極端に細くなり

ながら続くが、その先は流失したものと見られる。しかし、傾斜面との差から考

えるとこれもそれほど長いものではなく、すぐに終わるものと考えられる。

遺物には最深部やや上方から出土した甑、鉄棒がある。

遺構の時期は不明であるが、福岡県那珂川町カクチガ浦遺跡群A地点において、

当遺構に極めて類似した遺構が発掘されており、奈良時代から鎌倉期にかけて造

営されたものと考えられていることは参考になろう。カクチガ浦遺跡での調査成

果を踏まえれば、本遺構の形状、傾斜の度合いなどから、液体の貯蔵およびその

使用における何らかの役割を果たしていたと思われる。

（進村）

・ST270甕棺

遺跡北側の斜面の項部から少し下がったところで検出され、近くにはSC86

5、SCO Ol竪穴住居跡がある。

本来は、2個の合口棺であったと

想定されるが、確認面では下甕の　Z

みが検出されている。墓坑の掘り

方は、確認面で南北約95cm、東西

約60cmの不整の三角形状をなし、

斜面下半の部分が一段深くなって　0

いる。甕は斜面と逆にわずかに傾

斜をっけ、ほぼ南北を軸に埋めら

れていたものと考えられる。内部

には人骨そのほか全くない。残存

する甕の形状から時期は、弥生時
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SX2　7　4

SX42　7

トンネル部

SX46　0

代後期後妻のものと考えられる。

（進村）

・SX274焼成土坑

調査対象地域の北東部、調査区では7区、地形的には丘陵斜面中腹部に位置す

る焼成土坑である。

最大径1．22m、幅0．78mを測り、周囲には赤色酸化層が巡る。内部には炭、焼

土などが堆積しているが、流出が著しい。いずれにしても高温になる施設である

ことは間違いない。

・SX427竪穴遺構（図版8）

丘陵の北斜面10区に位置する遺構。径5．4m、深さ1．6mの竪穴と、径3．0、深

さ0．6mの竪穴（前庭部）、それをっなぐトンネル部、通路状溝部からなる遺構で

ある。

この遺構のある部分は傾斜が急になる部分である。大きい方の竪穴は斜面上方

に掘り込まれている。上面プランは倒卵形に近い不整形を呈し、措鉢状に落ち込

み、中位で緩やかに傾斜するテラスを持っ。南側はなだらかに落ち込みが北側で

は急である。鹿部は1・5×1・4mの平行四辺形様の隅丸方形である。北側の壁中位

（確認面より0．5m下）付近に焼土がみられた。南壁側でもほぼ同じ深さの部分で

焼土が観察された。覆土は上から明黄褐色土、褐色土、黄褐色土、灰黄褐色土、

橙色土、黄橙色土、黄褐色土となっている。鉄棒が中位の灰黄褐色土層・橙色土

層を中心に検出された。これらは精錬鉄棒である。そのほか須恵器片、土師器片

なども検出された。

鹿部より北に向かってトンネルが掘られている。トンネル部は円筒状で鹿部に

当たる部分が若干広くなっており、高さ25cm、最大幅が50cmである。天井部の崩

落の跡はみられない。トンネル部とその北側の通路状溝部は一体となってさらに

北側の前庭部とつながっている。長さは全長2．5m、そのうちトンネル部が0．5m、

天井部のない通路状溝部が2．0mである。通路状溝部の両面は急な立ち上がりを

見せている。北の端は前庭部に切られる形であるが、若干撥形に広がっていて幅

は60cmとなっている。

SX460焼成土坑

当該遺構は、北西側の斜面に位置するSX427鉢形土坑の西側に検出され、

地山の上に崩落して再堆積したバイラン土中に形成されている。

平面プランは丸みのある隅丸方形を呈し、南北方向の長軸約1．2m、東西方向

の短軸約0・95mをはかる。長軸は等高線に直交する。断面プランは、やや緩やか

に立ち上がり、検出された深さは遺存状態の良い南側でも約0．2mほどである。

壁面は、南側および北東側の一部が厚さ2～4cmほどの明赤褐色酸化層を呈する

のみで、全体にそれほど強く被熱した様子はうかがわれなかった。底面の掘り方

はほぼ水平で、その上に炭化物を少量含む3層（灰黄褐色粘質土・10YR4／2）

が0・06mほど堆積し、焼成時の底面を形成している。土坑内の南東部底面直上か

ら鉄棒が、また中央やや西寄りの底面直上から土師質の土器片が検出されている。

遺構の性格は出土鉄棒から、他の焼成土坑と同様、鉄または鉄器生産の関連遺
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横である可能性が指摘できよう。

SX842

焼成土坑

（余語琢磨）

SX842焼成土坑（旧SC74内焼成土坑Ⅰ）

当該遺構は、北側斜面に位置するSC74竪穴住居址の南側をめぐる弥生時代

の溝Ⅱの覆土を切り込んで形成されている。標高14m前後に位置し、検出時の斜

面は平均約150　で、遺構形成時もやや斜面のきっい北斜面を意識的に選地したも

のと恩われる。

平面プランは、東西方向の長軸約1．3m、南方方向の短軸約1．05mをはかる隅

丸長方形を呈し、長軸は等高線に平行する。断面プランは、長短軸とも立上がり

部分がやや緩やかな箱形で、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。検出された深さ

は、比較的依存状態の良い南側で0・3mほどである。鹿部は、上述したように地

下に掘り下げて形成されている。壁面は、鹿部から5cmほどの部分を除いて非常

に良く焼け締まっており、表面は須恵器窯の壁面にみられるような淡黄色（2．5

YR8／3）の硬化面を成し、厚さ2～5cmの明赤褐色（2．5YR5／8）酸化層を伴っ

ている。底面は、掘り方の上にほぼ水平に堆積した炭化物を含む黒色粘質土（10

YR2／1）で、ほとんど焼固していない。この底面直上から、土師質の土器片が

2点検出されている。小片なため時期を特定することはできないが、東側壁の体

中に甕の頚部が埋まっており、少なくとも当該遺構の上限を示すものと考えられ

る。また、南東隅部のピットは、壁体を壊して後世に形成されたものである。

土坑内の堆積土は、上層（l・2層）・下層（3・4層）に二分される。炭化

物・焼土を多く含む下層は、操業終了時に斜面下方へかき出しを受けたかのよう

な堆積状況を示している。上層は地山（花崗岩バイラン土）のブロックを主体と

するものであるが、1層に炭化物が混じることから短期間で埋没した可能性が指

摘できる。2層中からは、南側壁面中央に接する位置に、底面から0．1～0．2mほ

ど浮いた状態で2点の鉄棒が検出されている。

焼成土坑に関連する作業面．柱穴等は、全く検出されていない。これは、検出

面が遺構形成時よりかなり削平されていることに起因すると思われる。

遺構の性格はにわかに判断しにくいが、極めて高温で焼けていること、鉄棒が

検出されていること、1形態が土器窯としては特異であること、などを理由として

鉄または鉄器生産の関連遺構と考えておきたい。古代の製鉄炉には、大きく長方

形箱型炉と半地下式竪型炉の2系統があるという見解が定着しているが、前者と

当該遺構の類似点を幾っか指摘することができる。1．2m前後の長辺をもっ隅丸

方形のものが多いこと、斜面に立地し一般に等高線に横置すること、また傍証と

して調査区内から精錬津が羽口片から出土していること、などである。一方、断

定を躊躇せざるをえない点として、送風孔（保土穴）が検出されていないこと、

地下に防湿施設を施さないこと、排津溝・作業平坦面等の付属施設が検出されて

いないこと、などが指摘できる。いずれにしても、上部構造が失われている現状

では遺構面からこれ以上の推論をなしえないため、出土した鉄棒が精錬樺・残留

澤等の精錬段階に伴うものか、または鍛冶樺等の鍛冶段階に伴うものなのかによっ

て、当該遺構の性格も大きく左右されることになろう°結論は科学的分析の結果

とともに後章に譲りたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（余語琢磨）
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⑥

1　　　　　　　　　2m

SX843

①10YR4／4褐色粘質土層、炭化物、焼土をわずかに含む
②10YR5／6黄褐色粘質土層、炭化物、焼土をわずかに含む
③10YR4／6褐色粘質土層、炭化物、焼土をわずかに含む
④10YR4／2灰黄褐色粘質土層、炭化物、焼土をわずかに含む
⑤10YR2／1黒色粘質土層炭化物をわずかに含む
⑥10YR1．7／1黒色粘質土層
⑦2．5Y8／3淡黄色土層
⑧10YR3／1黒褐色土層
⑨2．5YR5／8明赤褐色酸化層

図543　SX842焼成土坑遺構実測図

SX843焼成土坑（旧SC74内焼成土坑Ⅱ）

当該遺構は、北側斜面に位置するSC74竪穴住居址の南側をめぐる弥生時代

の溝Ⅰの覆土を切り込んで形成され、SX742焼成土坑とほぼ平行する関係に

ある。

平面プランは、東西方向の長さ約0・95mをはかる隅丸方形を呈し、長軸は等高

線に平行する。南北方向の検出長は約0．7mをはかるが、北側の側面は流出して

おり、本来の規模は明確にできない。断面プランは、やや緩やかに立ち上がって

おり、検出された深さは遺存状態の良い南側で0．2mほどである。壁面は、南側

中央部で厚さ1～3cmほどの明赤褐色（5YR5／6）酸化層を呈している。底面の

掘り方はやや北側に低く傾斜しており、北側には炭化物を含む薄い3層（暗オリー

ブ褐色粘質土・2．5Y3／3）が堆積している。ほとんど焼固していない底面直上か

ら、土師質の土器片が2点検出されている。土坑内の堆積土は1・2層で、炭化

物・焼土をやや多く含む崩落土と考えられる。

遺構の性格は、その位置や遺構の形状から、SX842焼成土坑と同様に鉄ま
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たは鉄器生産の関連遺構と捉えることも可能である。

SX071

SX864

①10YR5／6黄褐色粘質土炭を含む
②5YR5／6明赤褐色粘質土炭を少し含む
③2・5Y3／3時オリーブ褐色粘質土炭化物を含む
④2．5Y6／6明黄褐色
⑤赤褐色酸化層
⑥地山

1m

（余語琢磨）

図55　SX843焼成土坑遺構実測図

SXO71焼成土坑

当該遺構は、北側斜面に位置するSX843焼成土坑の南約2mに検出された。

平面プランは丸みのある隅丸方形を呈し、東西方向の長軸約1．46m、南北方向

の短軸約1・2mをはかる。長軸は等高線に平行する。断面プランは、やや緩やか

に立ち上がる箱形を呈しており、検出された深さは遺存状態の良い南側で約0．4

mをはかる。壁面は、厚さ1～3cmほどの明赤褐色酸化層で、ある程度の高温で

被熱した様子がうかがわれた。底面の掘り方は南北軸の中央がすり鉢状にやや低

くなっており、全体に炭化物を含む薄い7層（灰褐色粘質土・5YR5／1）が堆積

しているだけで、ほとんど焼固していないO土壌内の堆積土は1～5層で炭化物・

焼成を含み、人為的に埋められたような堆積状況を呈している。

遺構の性格は、その位置関係や遺構の形状から、SX843焼成土坑と同様に

鉄または鉄器生産の関連遺構と捉えることもできよう。

・SX864焼成土坑

SX274焼成土坑と報告的には近似する土坑であり、同じ時期の可能性もあ

る。SC865～4竪穴住居跡に接して位置するが、その関連は明らかにできな

い。周囲には赤色酸化層が巡っており、高温になった施設であることをしめして

いる。0．68mX1．00mをはかり、隅丸の楕円形を呈する。など当該遺跡での焼成

土坑は、SXO71、842、843の各焼成土坑が、8区、9区に位置する。

構造的には近似するが関連は不明である。
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SX8　6　7

SX0　42

SX614

SX6　2　6

SX6　63

・SX867土坑

SX867はSC246竪穴住居跡の南側の斜面上方に位置する不整形の土坑

である。長軸1．8m、短軸0．5mで、掘り込みは浅く20cm程度である。土坑の機能

は不明である。埋土中より高杯の脚部、甕の口縁部など弥生土器が20点以上出土

した。出土した土器は流れ込みのものと考えられる。　　　　　　　　（田尻）
N

P c＝25＝＝＝＝＝＝＝，

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

図56　SX867土坑遺構実測図

SXO42焼成土坑

調査地域の西部丘陵斜面、16区に位置する焼成土坑である。住居跡とは大きく

離れた位置から検出されており、直接の関連は薄いと考えられる。主軸方向N－

470　－E、主軸上の延長1．08m、幅85cm、深さ7cmをはかるやや不整形な楕円形

を呈する。東側側壁はたちあがりが7cmをはかり、1cm前後が還元焼固しており、

さらに外周部分を1－2cm赤色酸化層が巡っている。これらの状況から当該遺構

内部では少なくとも1000度近い高温に達する何らかの焼成作業が行われていたも

のと見られる。

内部には炭灰層が前面に広がっており、内部から弥生、土師器が239点が採集

されている。なお当該遺構で何を焼成したのかは明らかではない。ちなみに土器

もその候補に加えることもできよう。

SX614土坑

調査地域の西側部分の斜面、16区に位置した不成形な形状を呈する土坑である。

内部には弥生、土師器148点が破片で検出されている。土器溜まりと見られるが、

最も近接する住居跡には、SC176竪穴住居がある。

SX626土坑

調査地域の西側部分の丘陵斜面、16区に位置する円形の土坑である。SX61

4土坑の南1．3mである。直径75cm、深さ8cmをはかる素掘である。内部からは

弥生、土師器が16点破片で検出されている。とくに性格は不明とせざるを得ない

が、SX614土坑と同様に土器溜まりと考えられる。

SX663土坑

調査地域の西側部分の丘陵斜面、16区に位置するほぼ円形を呈する土坑である。
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SU691

図57　SX867土坑及び細部

SX626土坑の北西部に接している。長径90m、短径（東西）74cm、深さ9cm

を各々はかる素掘の土坑である。内部からは弥生、土師器が320点、須恵器6点、

石器1点が出土している。SX626、614土坑などと同じく土器溜まりの可

能性が濃い。

SU691貯蔵穴

調査地域の西側丘陵部分、16区に位置する貯蔵穴と考えられる遺構である。主

軸方向は主軸方向N－800ーWをはかる、楕円に近い不整形な形状を示す。主軸
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SB9　5　2

SB951

SX1080

上の延長2．12m、幅1．25m、深さ2．3mを各々はかる。下層の形状は、わずかに北

側に偏った形で掘削されており、鹿部はほぼ平らに近い面をなしている。

内部からはなんら遺物の出土はなく、とくに色調などの変化は見られなかった。

しかし周囲の土色から見て、新しい段階のものとは考えられず、ほぼ大半の遺構

の時期と平行するものと考えられる。なお近接して位置した土坑などには当該以

降と近似する構造を有するものは検出されていない。

・SB952掘立柱建物跡

調査地域のほぼ中央部にあたる、丘陵尾根部からやや北に下がった8区中央部

から検出された掘立柱建物跡である。1間×4問の柱間構造をもっ建物で、礎石

などの施設は伴わない。柱間間隔は、1．4～1．7mで、特に南北の柱間は長く2．12

mをはかる。主軸方向はN－80。－Eである。建物を構成する柱の直径は33～55

m、深さ13～50cmで、いずれもほぼ円形をなしている。なおSD217溝は、当

該建物の南に位置し、またSD218溝は、東に位置し、それぞれ囲んでいるよ

うにも見えるが、両者の関係を明らかにすることはできなかった。

・SB951掘立柱建物跡

調査地域の中央部からわずかに西に偏した調査区15区から検出された掘立柱

建物跡である。1間×2間の建物で、主軸方向はN－710－Wをはかる。東西の

柱間の延長は41m、南北は2．4mを各々はかり、柱の直径は25～36cm、深さは10

～24cmをはかる、特に近接して関連するとみられる遺構は認められない。なお方

向からの関係を見るとSC176竪穴住居跡と関連があるのかもしれない。

．sxl080ピット群

SD1065、1066溝を含む地域に位置するピット群である。おそらくは

それらが結びっいて建物を構成していたものと考えられるが、今回の調査で確認

された状況からはその想定が困難なものである。瓦や陶磁器の出土があり、近世

遺構の両の存在が伝えられており、なんらかの施設が存在したことは疑えないが、
ヽ

その規模などについては全く手がかりがない。おそらくこれらの群をなすピット

から推定すべきであろうが、状況からはそれを許さない。
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第3章 遺

上　概　　観

今回の調査では、弥生土器、土師器がもっとも出土量が多く、次いで須恵器、

石器、鉄器などがある。それらを遺構別にまとめたものが表2－1、2－2であ

る。

この表2によって、どの遺構からどのような遺物が出土しているのか一目瞭然

になるだろう。しかしここでの遺構、遺物の関係では、すべてが同じ遺構内部か

らのものではないという可能性もある。すなわち表土内部からのものが含まれて

おり、遺構そのものの内部からとは必ずしも一致しない物もある。とはいえ大半

のものは、各遺構内部からのものと見てよく、その傾向が事実から異なることは

ない。

遺物の種類は、土師器、弥生土器がもっとも多い。これらは本来土師器と弥生

土器の区分が可能であるはずであるが、当該以降の年代が両者を交差する。ある

いは、重複する期間に該当しており、その区分をあえて厳密には示すことを避け

ている。

須恵器については、竪穴住居内部から出土したものがもっとも多く見られる。

さらに表面採集の須恵器が比較的多いことは、すでに経過でも触れたが、古墳と

誤解する背景の一つとなったものである。なお須恵器の時期は、古墳時代後半か

ら末のものと奈良時代後半のものという大別して2時期のものが認められるよう

である。

石器については、石庖丁や砥石など集落遺跡ではとくに特異なものではないが、

明らかに時期との関連から出土する器種に差が認められるのは当然である。陶磁

器および瓦については、14区の調査でもっとも大量に確認されており、ほかの地

域からは大半が表面採集に近い状態で出土したものである。玉は石製の1点を除

いて、いずれもガラス製のビーズ玉で直径2～8mm前後の小型のものであり、竪

穴住居跡からの出土が大半を占めている。とくにSCO60竪穴住居からが多く、

SCO74、246、708、176竪穴住居が続いている。その用途は明らか

ではないが、とくに祭祀に用いた痕跡も見られないことから、通常の装飾品の一

つであろうと考えられる。

また銅鏡の鋳型の出土が注目されている。これについての詳細は後の部分に譲

ることにする。とくに鏡の背面のみならず、全く文様の見られない表面部分も採

集されており、あわせて特記に値する。この鋳型は単に遺物単体での出土という

よりは、遺構と直接関連して検出されたことである。SC246竪穴住居跡の床

面に食い込むかたちで検出されており、あわせて焼土や炭灰などの確認などから

当該住居での銅鏡生産が行われていたことが想定される。直接的な証拠はないが、

この生産鋳造に関連する土器も出土している。
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表2－1遺構別遺物出土量一覧　　　　　　　　　（単位は、破片である°）

遺構名　 遺物 の種類 弥生 ・・土 師器 須恵器 陶 ・磁器 石　 器 鉄　 器 玉 瓦 その他 の遺物

S ．C 0 0 1 竪穴住居 9　0 9 ． 2 1

S C O 6 0 竪穴住居 ． 6　2　2　2 3 1 1 0 鉄棒．・1

S C O ナ．4 竪穴住居 5　7 ・2　8 3 2 3 鉄棒 3

S C 1 3 5 竪穴住居 9　8 4

S C 1 3 6 竪穴住居 5 ．1 1 1／ 2

S C 1 4 4 竪穴住居 1 4 6 5 2

S C 1 7 6 竪穴住居 5 4 5 ．1 1 1

S C 2 4 4 竪穴住居 1 5　3

S C 2 4 6 竪穴住居 4　7 0 6 1 3 6 3 鉄棒 6

S C 5．7 0 竪穴住居 2　0 2

S C 7 0 8 竪穴住居 3 1 4 5 1 1 2

S C 7 0 9 竪穴住居 9 1

S C 7 1 0 竪穴住居 ．1 5

S C 7 8 2 竪穴住居 3 4

S C 8 6 5 竪穴住居 5　6　6 1 1 鉄棒 2

S C 8 7 3 竪穴住居 3　9 1

S C 8 8 7 竪穴住居 4

S C ．9 ．3 1 竪穴住居 3 1 7 7　2 1 1 彿津 1

S C 9 3 5 竪穴住居 4 1 4 2　7 1

S C 9 3 6 竪穴住居 2　2　2 1 0

S C 9 3 7 竪穴住居 1 3 2

S C 9 3 8 竪穴住居 7　7 1

S C 9 3 9 竪穴住居 2　7

．．S C 9 4 4 竪穴住居 2　6 6

S ．一D 0 1 0 溝 2　6　2　6 2 2

S D 0 1 6 溝 ． 3　7　3

S D 1 0 9 溝 ．1 3　8

S b l ・2 3 溝 1 4　3　3． 1

S D 1 5 9 溝 2　8

S D O 8 0 溝 1 2

S D 0 8 2 溝 4 3 0

S D O 8 3 溝 1 8 4 ． 1

S D 1 2／2 溝 1 1 2　8 1

S D 2 1 7 ・2 1 8 痍 2　0 8　2
／

2 3

S D 2 7 3 溝 2　9 1

S D 9 0 3．溝 6 3 ．3 3

S D 9 4 0 溝 3　8 1

S D 9 4 2 溝 5 ．0 2　2 1 5 1 鉄棒 9

S D 1 0 6 5 溝 1 9 2　7
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表2－2　遺構別遺物出土量一覧

遺構名　 遺物の種類 弥生 ・土師器 須恵器 陶．磁器 石　 器 鉄　 器 玉 瓦 その他の遺物

S X O 1 2 遺構． 3 0

S X ’0 1．4 遺構 8 0 1

S X O 3 4 遺構 7 0

S X 0 6 3・遺痍 3 8

S X 0 6 7 遺構 4　3

S X O 7 1 焼成土坑 1 3 5

S X 1 0 9 遺構 2　4 1 1

S X 1 2 1 竪穴遺構 9 3 2 6 2 1 鉄棒22

S X 1 3 4 遺構 ．1 0．8

S X 1 3 8 遺構 3 3

S X 1 3 9 遺構 1 3 0 1

S X 2 5 1 遺構 3　2

S X 2 7 0 遺構 4 7 0

S X 3 4 0 遺構 ．1 2 1

S X 4 2 0 遺構 2 4 1 ／7 ．

S X 4 2 3 遺構 2 3 9

S X 4 2 7 竪穴遺構 2 1 1 4

S X 4 5 6 遺構 1 0 6

S X 5 0 3 遺構 1 0　3

S X 6 1 4 遺構 1 4 8

S X 6 5 、1 遺構 4　2

S X 6 5 2 遺構 3　2

S X 6 6 2 遺構 2．3 3 1

S X 6 6 3 遺構 3　2　0 6 1

S X 6 8 6 遺構 6 6

S X 6 8 7 遺構 8 8 1

S X 7 0 0 遺構 3 4

S X 7 4 8 遺構 3 8

S X 7 7 7 遺構 3 5

S X 7 8 4 遺構 3 2

S X 7 8 5 遺構 7 2

S X 7 9 5 遺構 3 3

S X 8 4 2 焼成土坑 1 9　9 鉄棒1

S X 8 6 7 遺構 8 ．5

S X 8 8 3 遺構 1 3 8 6 1 1

30点未満SX 遺構合計 1 3 1 4 3 8 1 9 6 1 8 1 鉄棒27、銅銭1

表面採集 9 8 4 4 0 4 3 4 1 4 6 6 鉄棒12、石臼1

総合計 4 0 9 6 9 2　6 7 9 3 4　7 1 2 3 4 2 8 4 鉄棒91、鋳型2他

＊破片数は原則として悉皆調査によっているが、細かな破片によっては数量にカウントしていないものもある。
＊1遺構内から30点未満の出土遺物しかない場合には、一括して示している。
＊実測図として採用しているものも含む。
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また鉄棒の出土である°　これらは弥生時代まで減る可能性のある遺構からの出

土は見られず、いずれも奈良時代以降と見られる遺構からのものであった。とく

に竪穴遺構、焼成土坑などから比較的大量の鉄棒の破片が採集されている。恐ら

くこれから想定するのは困難かもしれないが、当該地域での製鉄、生産遺跡の存

在が確定することが期待されるのだろう。

以下各遺構ごとの出土遺物について記述することにする。

竪穴住居

S C O Ol

S C0　60

2．遺構別出土遺物各説

弥生土器、土師器、須恵器

竪穴住居出土遺物

SCO Ol竪穴住居出土

－弥生土器・土師器－

短頸壷ー224（図版25）復元口径13．1cm、残存高8・8cmをはかる短頸壷である。口

頸基部は太く直立して上方にのびる。口縁部は短く、端部は丸い。休部最大径は

上位に求められ、鹿部は欠損。外面はパケ調整、内面はナデ調整を行う。

甕―225（図版25）残存高5・1cmをはかる甕鹿部の破片である。外面にはパケ、ナ

デ調整、内面にはナデ調整が見られる。226は同じく甕鹿部の破片であるが、丸

みをわずかに有する。

壷－227（図版25）体部の突帯とその周辺の破片である。かなり大きな壷ないし

は甕となる可能性が濃い。

支脚－74（図版13）残存高6．5cmをはかる支脚の上部の破片である。上面に径1・

4cmの孔をうがっている。外面はナデ、休部はパケないしは指オサエ調整を行う。

内面には高杯の脚部に見られるようなシポリの痕跡も認められる。焼成良好、胎

土はやや粗で1～2mmの白色砂粒を含む。淡褐色を呈する。

SCO60竪穴住居出土

－弥生土器・土師器－

器台－151（図版19）は口径16．6cm、器高24．8cm、底径19・Ocmをはかる器台で

ある。くびれ部が上位に認められ、外反してなだらかに開く台部と直線的に開く

脚部をもつ。外面はパケ調整、内面は台部から脚部中位まではナデ調整、脚部下

位から裾部にかけてはパケ調整を行なう。器表面の剥落が著しく、色調は淡茶褐

色を呈する。胎土はやや粗で白色砂粒を含む。焼成良好である。また230も同

じ形態の器台の鹿部である。

器台－152（図版19）は口径10．4cm、底径14．2cmをはかる器台である。台部は

大きく屈曲し、くびれ部を上位にもっ°台部端と端部下に稜を認める。外面は全

体に上から下へのヘラオサエが確認できる。内面は台部と脚端部に左から右への

ヘラオサエが行なわれ、くびれ部から脚部下位にかけては指ナデ調整が行なわれ

ている。暗茶褐色を呈し、胎土はやや粗で、、焼成良好である。

器台－155（図版19）は復元口径18．8cm、残存高3．3cmをはかる器台の台部の

破片で、全体の約1／8前後に相当する。台部は大きく外反し、端部は外傾する
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面をなす。台部端はナデ調整、同じく下位には内外面ともにパケ調整の後、ナデ

調整が行われている。焼成は良好、胎土はやや粗で微小石粒が含まれている。外

面は暗茶褐色、内面は暗黄褐色を呈する。

高杯－153（図版19）は残存高9．1cmをはかる高杯脚部から杯部の破片である。

脚基部は細く、端部にむかってなだらかに外反する。脚外面はヘラミガキ、内面

はヘラ押さえの後ヘラによるナデ調整を行う。杯部は鹿部から大きく外反するが

中位で欠損。杯部内外面ともにナデ調整を行う。なお器表面剥落が著しい。焼成

良好、胎土は密である。外面及び杯部は明茶褐色、脚部内面は黒褐色を呈する。

甕l56（図版12）は復元口径19・2cmをはかる甕口縁部の破片である。口縁部の

屈曲は弱く、直線的に開く。また屈曲部には内外面とも不明瞭な稜を有する。胎

土はやや粗雑で白色粒子を含む。

甕－156（図版19）は復元口径24．2cm、残存高8．0cmをはかる甕口縁部の破片

である。口縁部は「く」の字に直線的に開き、端部は丸く仕上げている。外面は

ナデ調整、休部上位はパケ調整の後ナデ調整を行う。内面は器壁の剥落のため不

明である。焼成は良好、胎土はわずかに白色砂粒を含む。淡茶褐色を呈する。

甕－157（図版19）は復元口径23・8cm、残存高9．1cmをはかる甕口縁部の破片

である。口縁部は「く」の字に直線的に開き、端部は丸く仕上げている。内外面

はナデ調整、休部上位はパケ調整の後ナデ調整を行う。内面はパケ調整が行われ

ている。器壁の剥落は著しい。焼成は甘く軟質、胎土はやや粗で白色砂粒を含む。

茶褐色を呈する。

甕－158（図版19）は残存高8．2cmをはかる甕口縁部および休部の破片である。

口縁端部、休部下位を欠損する。口縁部は「く」の字に大きく開き、休部はなだ

らかに下方に広がっている。休部外面にはパケ調整の後ナデ調整、口縁部内面に

はパケ調整、体部内面にはナデ調整が行われている。焼成良好、胎土は密で、暗

茶褐色を呈する。

鹿部破片－57（図版12）残存高3．6cmをはかる甕ないしは壷の鹿部の破片であ

る。底は平らで体部は底から外反する。休部外面には縦方向のナデ調整、内面に

もナデ調整を行う。焼成甘く軟質、胎土は粗で砂粒を多く含む。

鹿部破片－154（図版19）は、壷あるいは甕の鹿部の破片である。残存高6．3

cmをはかり、丸底をなす。外面はヘラ削り調整の後、ナデ調整を行う。内面は指

オサ工の後ナデ調整を行う。焼成良好、胎土は密で微小な砂粒を含む。外面は明

橙色、内面は茶褐色を呈する。

鹿部破片－159（図版9）は、残存高2．1cm、復元底径6・3cmをはかる甕あるい

は壷の鹿部で、わずかに丸みをもっ。内外面ともにナデ調整を行う。焼成良好、

胎土は密で若干の微小な砂粒を含む。外面は淡黄褐色、内面は暗黄褐色を呈する。

鹿部破片－160（図版19）は残存高2・8cm、復元底径7．0cmをはかる凸レンズ状

の平底で安定性を欠く。休部は外反して大きく開く。外面はナデ調整を基調とす

るが、鹿部上位には縦方向のパケ調整が確認できる。内面は指オサ工とナデ調整

が行われている。焼成は良好、胎土はわずかな砂粒を含む。外面は黒褐色、鹿部

下部は暗黄褐色、内面は淡赤褐色を呈する。
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鹿部破片－163（図版19）は残存高7．4cmをはかる丸底の破片である。外面は

ヘラ削りの後、縦方向のヘラミガキを行う。内面にもヘラミガキを行っている。

焼成良好、胎土は密である。乳白色を呈する。

口縁部破片－161（図版19）復元口径32・8cm、残存高4．8cmをはかる甕の口縁

部の破片である。口縁部は内攣気味に外反し、くびれ部に刻み目を入れた突帯を

めぐらせている。内外面ともにナデ調整を行う。焼成良好、胎土は密で、明茶褐

色を呈す。

S C O74 SC O74竪穴住居出土

－弥生土器・土師器－

支脚－30（図版11）口径4．7cm、底径6．5cm、器高13．5cmをはかる支脚である。

中央の穴は通じておらず、中心の軸がわずかにずれており、いびっな形状を呈す

る。内外面に指オサエの痕跡が明瞭に残る。焼成良好、胎土は密である。黄褐色

を呈す。

支脚－31（図版11）口径6・2cm、底径9・2cm、器高11・7cmをはかる支脚である。

中央の穴は細いが上部まで貫通している。外面は、ヘラ削りの後ナデ調整を行う。

焼成良好、胎土は密である。茶褐色を呈する。

支脚－49（図版12）口径3．5cm、底径5・2cm、器高7．7cmをはかる支脚である。中

央の穴は細いが上部まで貫通している。外面はヘラ削りの後ナデ調整を行う。外

面は指オサエおよびナデ調整、内面は縦方向のナデ調整を行う。焼成良好、胎土

は密である。

鹿部破片－32（図版11）復元底径6．1cm、残存高3．6cmをはかる平底の破片で、

甕あるいは壷の鹿部と見られる。休部はやや内攣気味に立ち上がる。外面にはヘ

ラ押さえ、内面には指オサ工の後、横方向のナデ調整が見られる。

鹿部破片－33（図版11）復元底径7．4cm、残存高5．8cmをはかる平底の破片で、

甕あるいは壷の鹿部と見られる。体部は外反して立ち上がる。外面にはヘラナデ

調整、内面にはヘラナデと指オサエ調整が見られる。

鹿部破片－34（図版11）復元底径7．6cm、残存高1・1cmをはかる平底の破片で、

土師器甕あるいは壷の鹿部と見られる。非常に薄い器壁で、内外面ともにナデ調

整の痕跡が見られる。

鹿部破片－35（図版11）復元底径6．5cm、残存高2．7cmをはかる平底の破片で、

壷の鹿部と見られる。胎土に5mm以下の石英を含む。外面はヘラミガキ、内面は

指ナデ調整が行われている。

鹿部破片－39（図版11）復元底径10・Ocm、残存高4．4cmをはかる平底の破片で、

甕または壷の鹿部と見られる。器壁は薄い作りで、体部は直線的に開き立ち上が

る。鹿部端にはわずかにくびれを認める。凸レンズ状の平底である。内外面とも

にナデ調整を行っている。

鹿部破片ー50（図版12）残存高5．8cmをはかる甕ないしは壷の鹿部の破片であ

る。底は平らで体部は内攣気味に上外方にのびる。体部外面には縦方向のナデ調

整、内面にも見られる。
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器台－36（図版11）復元底径17．4cm、残存高3・8cmをはかる器台脚部である。

器壁は厚く、端部は丸く仕上げている。内外面ともに指オサエの痕跡が見られる。

焼成良好、胎土は密である。

器台－51（図版12）復元口径15．4cm、残存高6．9cmをはかる器台台部の口縁部

の破片である。目線部は中心部から外攣気味に上外方にのび、端部は丸く仕上げ

られている。外面にはパケ調整が縦方向に施され、口縁端部は横方向にナデ調整

が行われている。内面は上位に横方向のパケ調整、中位から下方には縦方向のナ

デ調整が行われている。焼成良好、胎土はやや粗である。

器台－52（図版12）復元底径12．8cm、残存高5．6cmをはかる器台の脚端部の破

片である。脚部は基部から外反気味に上下外方に下がる。外面には指オサエおよ

びナデ調整が行われ、内面にはパケ調整の後、ナデ調整がおこなわれている。焼

良好、胎土はやや粗である。

高杯－37（図版11）復元底径18・Ocm、残存高8・6cmをはかる高杯脚部の破片で

ある。器壁は薄く、基部から大きく外反し、端部内面に稜がめぐる。内外面とも

に剥落が著しく、内面に一部パケ調整の痕跡を残す。

高杯ー38（図版11）残存高6．1cmをはかる高杯脚部の破片である。基部細く、

外反して下がる。杯部は鹿部中央のみの遺存である。脚部外面にはタタキの後ナ

デ調整、内面には指オサエの痕跡が認められる。

壷ー40（図版11）最大径22．8cmをはかる複合口縁壷の口縁部の破片である°外

面にわずかにナデ調整の痕跡が認められる。

壷－41（図版11）復元頚部径20．1cm、残存高9・1cmをはかる複合口縁壷の頚部

基部の上下部分の破片である。頚部外面に断面三角形の突帯をめぐらせている。

突帯の下にはパケ調整の後ナデ調整、突帯と頸部にはナデ調整が見られる。内面

は剥落しており、わずかにナデ調整の痕跡が認められる。

壷－47（図版12）復元口径12・8m、残存高6・1cmをはかる複合言縁壷の口縁部

の破片である。目線部は基部から直線的に外反した後、逆「く」の字に屈曲させ

て端部に至る。端部は内傾する面をなす。内外面ともナデ調整の痕跡が認められ

る。

甕ー42（図版11）復元頚部径21．2cm、残存高7・1cmをはかる甕の頚部以下体部

の破片である。目線部は頸基部から外反して立ち上がり、頚部上面に1条の沈線

をめぐらせる。体部外面にはパケ調整、口縁部にかけてはナデ調整が見られ、内

面には槙ナデ調整が行われている。

甕ー43（図版11）は復元口径49・4cm、残存高5．1cmをはかる大型甕の口縁部で

ある。口縁部は外反して広がり、内面に段を認める。内外面共に剥落が著しく詳

細は不明である。焼成甘く軟質、胎土はやや粗である。

甕－44（図版11）復元口径46．9cm、残存高3・5cmをはかる大型甕の口縁部の破

片である。目線部は肥大しており外反する。内外面共に剥落が著しく詳細は不明

である。

甕－45（図版11）復元口径53．0cm、残存高4・7cmをはかる大型甕の口縁部の破

片である。口縁部は外反して開く。外面は剥落しており、一部にナデ調整を認め
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る他は不明である。内面にはパケ調整の後、横方向のナデ調整を行う。なお口縁

部外縁部分に線刻による鋸歯文が見られる。

甕－48（図版12）残存高14・9cmをはかる甕口縁部および休部の破片である。口

縁部は基部太く外反して端部にいたるが、中位で欠損。外面はナデ、内面はパケ

調整を行う。休部は最大径を上位に求める縦長の球体をなすが鹿部は欠損。休部

外面にはパケ、内面にはナデ調整を行っている。焼成良好、胎土はやや粗である。

高杯－1（図版9）復元口径29．8cm、残存高3．1cmをはかる高杯の杯部口縁部の

破片である。杯部は屈曲した後外反して端部へといたる。口縁端部は丸い。外面

にはナデ調整、内面には縦方向のヘラナデ調整が見られる。

高杯－2（図版9）復元口径28．0cm、残存高1．9cmをはかる高杯の杯部口縁部の

破片である。杯部は屈曲した後外反して端部へといたる。口縁端部は丸い。外面

にはナデ調整、内面にはパケ調整の後ナデ調整が見られる。

鉢－46（図版12）口径7．0cm、器高4・4cmをはかる小型の鉢である。底は平らで、

休部は外反し端部は丸い。手ずくねによって作られており、内外面ともに指オサ

エ、ナデの痕跡が認められる。焼成良好、胎土はやや粗である。銅生産にかかわ

る小道具のひとっと見ることも可能である。

S C13　6

S C144

SC136竪穴住居出土

－弥生土器・土師器一

甕－24（図版10）復元口径16．4cm、残存高6．3cmをはかる甕口縁部、休部の破

片で、全体の1／6が残存する。口縁部は「く」の字に外反して開き、体部は頸

基部からなだらかに内攣して下がる。内外面共にナデ調整、焼成良好、胎土は密

で微小な砂粒を含む。外面淡黄褐色、内面は暗灰色を呈する。

甕－263（図版27）復元口径19．0cm、残存高9・1cmをはかる。口縁部は基部太

く「く」の字に屈曲して端部にいたる。端部は丸い。休部最大径は中位に求めら

れるが、上位で欠損。内外面にはパケ調整が明瞭に残る。焼成良好、胎土はやや

粗である。

SC144竪穴住居出土

－弥生土器・土師器一

高杯－25（図版10）残存高9・3cmをはかる高杯杯部、脚部の破片である。脚基

部細くなだらかに下がった後、大きく外反する。杯部は鹿部は平らで上外方にの

びる。杯部内外面ともにナデ調整、脚部外面パケ調整の後ナデ調整、胎土はやや

粗で、わずかに砂粒を含む。

甕－26（図版10）残存高7・4cmをはかる甕の休部及び口縁部の破片である。器

表面は剥落が著しいが、一部にパケ調整が認められる。焼成良好、胎土はやや粗

で砂粒を含む。外面は淡赤褐色、内面は淡黄褐色を呈する。

－須恵器一

器台－222（図版24）残存高7．5cmをはかる器台の台部である。外面には波状

文平行叩きがみられ、内面には回転ナデ調整と円弧叩きがみられる。
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S C176

S C244

S C246

SC176竪穴住居出土

－弥生土器・土師器一

高杯－243（図版26）復元口径33・6cm、残存高3・2cmをはかる高杯の杯部の破

片である。口縁部からわずかに鹿部に移行する部分までで欠損°内外面ともにナ

デ調整、焼成甘く軟質、胎土はやや粗である。

高杯－246（図版26）残存高6cmをはかる高杯の脚基部の上下の残存した破片

である。内外ともにタテ方向のヘラナデ調整が見られる。焼成良好、胎土はやや

粗である。248は脚基部の破片と見られる。

甕－245（図版26）口頸基部周辺の破片である。焼成良好、胎土は粗である。

なお甕244は口頸基部外面に凸帯を巡らせている。247は鹿部の破片である。

支脚－249（図版26）は残存高4・3cmをはかる支脚の鹿部の破片である。端部

で大きく内側に曲げている。内外面にナデ調整が見られる。

SC244竪穴住居出土

－弥生土器．土師器一

台付き鉢ー255（図版26）残存高6・8cmをはかる台付き鉢あるいは壷の台基部

および台部の破片である。鉢底体部外面にはパケナデ調整が行われ、台部にも一

部認められる。内面には横方向のパケ調整が見られる。焼成良好、胎土はやや粗

である。

SC246竪穴住居出土

－弥生土器・土師器－

甕－93（図版15）は復元口径20・4cm、残存高15・0cmをはかり、全体の1／4を

残す。口縁部はゆるやかに外反して開き、胴部はなだらかに下がる。器面は内外

面ともに剥落しているが、外面のみパケ調整の後ナデ調整が行われそいる。

甕－94（図版15）は復元口径20．0cm、残存高3・1cmをはかり、全体の1／6の

残存である。口縁部は外反して開き、頸部内外面に稜をもつ。内外面ともナデ調

整を行う。外面にはナデ調整、内面にはパケ調整の後ナデ消している。

甕－95（図版15）は復元胴部径16．9cm、残存高10・4cmをはかる甕胴縁部破片で

ある。やや丸みを持った胴部で、最大径は胴部中央に持っ。外面にナデが認めら

れ、内面にはパケメの後ナデ消している。

大型甕ー96（図版5）は復元口径37．4cm、残存高4・1cmをはかる甕の口縁部のみ

の遺存である。口縁部は肥大し直線的に外反している。口唇部は摘みあげている。

外面にナデ調整が認められるが、内面は器表面剥落のため詳細は不明である。

大型甕－97（図版15）は復元口径34・6cm、残存高4．5cmをはかる甕の口縁部の

みの遺存である。口縁部はゆるやかに外反し、口唇部は肥大している。内外面と

もに剥落のため詳細は不明である。

大型甕－108（図版15）は残存高6．4cmをはかる大型甕の口縁部の破片である。

口縁部は大きく外反して開く。内外面ともに器表面は剥落しており、調整手法な

どは不明である。
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甕－251（図版26）残存高8．1cmをはかる甕の休部および鹿部の破片である。

内面にはパケ調整、外面にはナデ調整が見られる。なお252、253もいずれ

も甕の鹿部の破片である。

鉢－250（図版26）残存高7・8cmをはかる台付きの鉢の破片である。台は鹿部

中央に貼付されているが基部から欠損。内面にはパケ調整、外面にはナデ調整が

見られる。

壷－254（図版26）残存高6．2cmをはかる小型の壷の休部および鹿部の破片で

ある。鹿部は平に近い。外面にはパケ調整が行われ、内面にはナデ調整が見られ

る。

器台－98（図版15）は復元底径16．6cm、残存高9・9cmをはかり、全体の1／8

残存する。台部を欠損している。内外面ともにパケ調整を行っている。

器台ー101（図版15）は残存高6．9cmをはかる台部、脚端部を欠損した破片で
／

ある。外面はナデ、内面には指オサ工の後、ナデ調整を行っている。

器台ll O2（図版15）復元口径14・4cm、現存1／4である。外面屈曲部に稜が

みられる。外面はナデ、内面には指オサ工の後、ナデ調整が施されている。

器台－103（図版15）は復元底径10．9cm、残存高5．0cmをはかる脚部の破片で

ある。脚体部は台部にむかって直線的にのびる。内外面ともに指オサエの後ナデ

消している。104も器台で手法も近似する。

器台－105（図版15）は底径8・6cm、残存高5．0cmをはかり、全体の1／3の遺

存である。内外面ともに指オサ工とナデ調整が行なわれている。

壷－99（図版15）複合日縁壷の破片で、最大径21．4cm、残存高3・1cmをはかる。

屈曲部内外面ともに明瞭な稜が認められる。内外面ともに器表面の剥落が著しく

詳細は不明である。

壷－113（図版15）口径16．4cm、残存高3．1cmをはかる複合口縁の壷の破片で

ある。口唇部はふくらみをもち、目線部は内傾し、端部は内傾する面をなす。内

外面ともに剥落が著しく詳細は明らかにできない。

高杯－100（図版15）残存高9．8cmをはかる高杯の脚基部を中心とする3／5

の破片である。杯部は丸みをもってのび、脚部は基部細く、直線的に外反する。

脚部は全体に細く、外面にはパケ調整の後ナデ調整が見られる。杯部内面には不

定方向のナデ調整が見られる。また脚部内面にはシポリの痕跡が見られる。

鹿部破片－106（図版15）復元底径5・Ocmをはかる丸底の壷ないし甕の鹿部の

破片である。器壁は厚く胴部にむかって丸みをもってたちあがっている。外面は

ナデ調整、内面には指オサエの後不定方向のナデ調整の痕跡が認められる。

鹿部破片－107（図版15）は復元底径5．8cmをはかる平底の鹿部である。器壁

は薄く、胴部にむかって直線的に伸びる。外面にはパケ調整が行なわれる。内面

は指オサエの後ナデ消している。

鹿部破片－111（図版15）は復元底径9・8cmをはかる凸レンズ状の平底で、鹿

部端にややくびれを認める。外面にはパケ調整の後ナデ調整が行なわれている。

内面は剥落により不明である。

鹿部破片－112（図版15）平底で復元底径8・6cmをはかる。休部はやや内攣気
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味にのびる。外面にパケ調整、内面に指オサ工の痕跡が見られる。

休部（胴部）破片－109（図版15）残存高9．8cmをはかる。休部最大径をはか

る部位からかなり下がった部分に断面台形の突帯を貼付する。外面は剥落のため

不明である。内面は横方向のパケ調整が見られる。

休部（胴部）破片－110（図版15）残存高6・7cmをはかる。体部最大径をはか

る部位よりわずかに下がった部分に断面台形の突帯が貼付されている。なお突帯

上には刻み目が見られる。外面にはパケ調整、内面は剥落のため不明である。

S C708 SC708竪穴住居出土

－弥生土器・土師器ー

甕－175（図版21）は復元口径23・8cm、残存高は12・6cmをはかり、全体の1／

4が残存する。口縁部は直線的に伸びて、頚部内面には明瞭な稜線が認められる。

外面は縦方向のパケによる調整が行われる。内面は剥落が著しく調整は不明であ

る。外面は褐色、一部黒色で、内面は浅褐色を呈し白色砂粒を多く含む。

甕－178（図版21）は復元口径29．0cm、残存高7．7cmをはかり、全体の1／8

が残存する。口縁部は直線的で頸部内面に明瞭な稜線を認める。外面はパケ調整

の後ナデ調整、内面はナデ調整を行っている。暗褐色で白色砂粒を多く含む。

大型甕一182（図版21）は復元口径44．8cm、残存高23・0cmをはかり、全体の5

／6が残存する。口縁部下端に三角凸帯がめぐる。凸帯はナデ調整の後刻み目が

施されている。外面はパケ調整後ナデ調整、内面にはパケ調整が行われている。

外面は淡黄褐色・内面は暗褐色で微小から3mmの石粒を若干含む。

甕－166（図版20）は復元口径21・1cm、残存高6．0cmをはかり、1／8残存す

る。口縁部は直線的で頸部内面の稜線は明瞭ではない。外面は剥落が著しく調整

などは不明である。内面はパケによる調整を行う。明橙色で2mm以下の砂粒を含

む。

甕ー167（図版20）は復元口径24・4cm、残存高11・3cmをはかり、全体の1／6

が残されている。頸部内面には、明瞭な稜線が認められる。器表面は、内外面と

もに剥落が著しく調整の観察はできない。浅黄橙色を呈し、白色石粒を多く含む。

広言壷－176（図版21）は復元口径22．0cm、残存高8．0cmをはかり、全体の1

／4が残存する。口縁部は「く」の字に折れて外反する。口縁部下端には三角凸

帯が貼付されている。器表面は内外面ともに剥落が著しく調整などは観察できな

い。浅黄橙色を呈する。

小型壷－164（図版20）は口径4．5cm、器高8・4cmをはかる。ほぼ球形を残す小

型平底壷の完形品である。手づくねによって成形されたと考えられる。外面頸部

はパケ調整の後にナデ調整で仕上げられている°浅黄橙色を呈し白色砂粒を多く

含む。

鉢－179（図版21）は復元口径27・2cmをはかり全体の1／7が残存する。体部

は内攣してたちあがり、鹿部は凸レンズ状の平底を呈する。外面はパケ調整の後

ナデ調整、内面はパケ調整をなす。明黄橙色で白色砂粒を多く含む°　なお180

は、復元口径21cm、残存高13．0cmをはかるやや小型の鉢で両側面に把手を貼付す
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る。外面パケ調整を内面ナデ調整を行う。

高杯ー168（図版20）復元口径31・6cm、残存高4．7cmをはかり、全体の1／6

が残存する。杯部口縁は外反し、あまり湾曲せずに長く伸びる。外面はパケ調整

の後ナデ調整、内面はナデ調整が施される。赤褐色を呈し、2mm以下の砂粒を含

む。

高杯ー169（図版20）復元口径28・Ocm、器高24・5cm、底径18．0cmをはかり、全

体の2／3が残存する。杯部口縁部は不明瞭な段を有し、外反してあまり湾曲せ

ずに長く伸びる。脚部は基部細く、なだらかに曲線を描きながら開き端部にいた

る。また脚休部に透かし孔を穿っている。杯部は外面パケ調整の後ナデ調整、内

面ナデ調整を行う。脚部は外面ガケ調整の後ナデ調整、内面はケズリ調整の後ナ

デ調整を施す。黄橙色～赤褐色を呈する。白色石粒を多く含む。

高杯－174（図版20）は復元底径16・6cm、残存高14・3cmをはかり、全体の1／

8が残存する。脚部は基部細く、なだらかに曲線を描きながら外反して端部に至

る。なお脚休部に透かし孔を穿っている。器表面剥落が著しく調整手法などはわ

かりにくい。外面の一部に縦方向のパケ目調整が見られる。浅橙色で白色で砂粒

を多く含む。

高杯－173（図版20）は残存高11．5cmをはかり、全体の1／4前後が残存する。

外面は縦方向のパケ調整、内面はナデ調整を行う。浅橙色を呈し、胎土には白色

砂粒を含む。

高杯ー172（図版21）は復元底径18・4cm、残存高17．9cmをはかり、全体の1／

4が残存する。脚部は基部比較的細く、休部はなだらかに開き端部へと至る。体

部に透かし窓を穿っている。外面はケズリの後ナデ調整を行う。内面はナデ調整

を行う。浅黄橙色を呈する。

高杯－181（図版21）は復元底径16・6cm、残存高18．3cmをはかる。全体の1／

2強が残存する。脚部は基部細く、なだらかに曲線を描きながら外反して端部に

至る。なお脚休部に透かし孔を穿っている。内外面はナデ調整、内面下方には横

方向のパケ調整が見られる。黄橙色を呈する。

高杯－261（図版27）口径24．9cm、残存高13．1cmをはかる高杯である。杯部は

なだらかに外反した目線部が中位で屈曲して外攣気味に外方にのび端部は丸く仕

上げられている。外面にはパケ調整の痕跡が杯部および脚部に見られる。脚基部

は細くなだらかに外反するが、その屈曲部に近い部分から下位を欠損。焼成甘く、

胎土はやや粗である。262も同じ形態の高杯の脚部の破片である。

器台－165（図版20）底径は13．6cm、残存高は8．0cmをはかる。脚部は基部太

く、不明瞭に屈曲して開き、他の高杯に比し短脚を呈する。器表面は剥落が著し

く、調整はわかりにくいが、外面に一部指ナデを確認できる。黄橙色で白色石粒

を多く含む。

器台－177（図版21）支脚の可能性もある。復元底径11．6cm、残存高8．2cmを

はかり、全体の2／3が残存する。休部はやや外反気味に開いている。外面はナ

デ調整、内面はパケ調整を行なう。外面は淡黄褐色、内面は赤味がかった暗黄褐

色で微小から0．3cmの石粒を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　（出合）
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S C865

S C887

S C9　31

SC865竪穴住居出土

一弥生土器・土師器一

高杯－84（図版14）残存高5．0cmをはかる高杯の杯部および脚部の破片である。

脚は短脚で基部細くなだらかに開き、さらに中位から大きく広がり端部へと至る。

端部は丸く仕上げている。脚部中位に円孔を穿っている。杯部は底が比較的丸く、

なだらかに内攣気味に上方にのびる。なお内外面ともにへラミガキ調整を行う。

焼成良好、胎土はやや粗で砂粒を含む。赤褐色を呈する。

高杯－54（図版12）口径14・3cm、残存高7．4cmをはかる高杯あるいは台付き鉢

の破片である。杯部は底が丸みをもち、なだらかに内攣気味に上外方にのびた後

さらに端部近くで外方に曲げられ、端部は丸く仕上げられている。内外面ともに

ナデ調整が見られる。なお鹿部外面中央に基部の比較的細い脚の剥離した痕跡が

残されており、当該遺物が脚を伴っていたことを証明している。焼成良好、胎土

は密で1mm前後の白色砂粒が含まれている。

鹿部破片－85（図版14）残存高5．4cm。内外面ともミガキを施す。赤褐色を呈

し、胎土に砂粒を含む。焼成は良好である。

壷－241（図版25）残存高6．5cmをはかる壷鹿部および休部の破片である。休

部は鹿部から外反しており、鹿部は平に近い。内外面ともにナデ調整が見られる。

椀－242（図版25）口径7・5cm、器高4．5cmをはかる小型の椀である。口縁部は

内攣して内上方にのび端部は丸い。外面にはナデ調整が見られる。焼成良好、胎

土はやや粗である。

SC887竪穴住居出土

一須恵器－

甕破片－274（図版28）外面には平行叩き、内面には円弧叩きを伴う甕の休部

の破片である。焼成良好堅緻、胎土はやや粗である。

SC931竪穴住居出土

－弥生土器・土師器一

高杯－188（図版22）は復元底口径6．6cmをはかる高杯脚部の破片である。器

壁は薄い。基部は失われているが、脚休部はなだらかに外反して端部に至る。脚

端部は丸く仕上げている。外面は横方向のナデ調整、内面はナデ調整が見られる。

全体に摩耗が著しく、とくに鹿部付近が顕著である。焼成甘く軟質、胎土はやや

粗で微小な砂粒を含む。外面は淡黄褐色、内面は暗黄褐色を呈する。

甑－189（図版22）は復元口径29．2cmをはかる甑の口縁部および休部の破片で

ある。休部及び口縁部はなだらかに外反した後、端部付近でさらに外反させて端

部に至る。口縁端部は丸く仕上げている。内外面ともに剥落が著しく手法の観察

は困難であるが、外面の一部にはパケ調整の後ナデ調整、内面はナデ調整の痕跡

が見られる。焼成甘く軟質。外面淡黄褐色、内面淡茶褐色を呈する。

甑l190（図版22）は復元口径27．2cmをはかる甑の口縁郡および休部の破片で

ある。休部及び口縁部はなだらかに外反した後、端部付近でわずかに外反させて
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端部に至る。口縁端部は丸く仕上げている。内外面ともに剥落が見られる。外面

のにはパケ調整の後ナデ調整、内面はナデ調整の痕跡が見られる。焼成甘く軟質。

外面淡黄褐色、内面茶褐色を呈する。

一須恵器一

蓋杯ー183（図版22）は口径13・4cm、器高4．0cmをはかる蓋杯の蓋である。天

井部は比較的高く丸みをもち、口縁部との境には稜を残さない。口縁部はなだら

かに下方に下がり、端部は内傾する段をなす。天井部の1／2に回転へラ削り調

整、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う。ロクロの回転方向は右である。全体の

1／3を欠損。焼成良好堅徹で、胎土はやや粗で1～5mmの白色砂粒を含む。青

灰色を呈する。時期は古墳時代後半の6世紀半ばから後半で、おそらくは地元の

製品と見てよいだろう。

蓋杯－184（図版22）は残存高2・4cmをはかる蓋杯の蓋の破片である。天井部

は平らに近く、外面2／3以上に回転へラ削り調整を行い、ほかはいずれも回転

ナデ調整を行う。天井との境にわずかに段を認め、それが稜となっている。口縁

部は外反して下がるが、中位以下を欠損する。焼成良好堅徹で胎土はやや粗で白

色砂粒を含む。時期は古墳時代後半の6世紀半ばから後半で、おそらくは地元の

製品と見てよいだろう。

蓋杯－186（図版22）復元口径11・1cm、残存高4．3cmをはかる杯身の破片であ

る。たちあがりは内傾して端部に至り、端部は丸く仕上げられている。受部はほ

ぼ水平に伸び丸い。鹿部は比較的深く丸い。鹿部外面2／3に回転へラ削り調整、

ほかはいずれも回転ナデ調整を施す。焼成良好堅徹で、胎土は粗である。おそら

くは183、184に伴う杯身と考えられる。

蓋杯－187（図版22）復元口径11・1cm、器高4．1cmをはかる杯身の破片である。

たちあがりは内傾して端部に至る。端部は丸く仕上げられている。受部はほぼ水

平に伸び丸い。鹿部は比較的深く丸いが、鹿部中央を欠損。鹿部外面の1／2以

上に回転へラ削り調整、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う。全体のほぼ1／5

の残存である。焼成良好堅緻で、胎土は粗である。おそらくは183、184に

伴う杯身の可能性が濃いが、やや新しい段階の杯身と見ることも不可能ではない。

蓋杯（身）－266（図版28）復元口径12・1cm、残存高4．2cmをはかる。たちあ

がりは比較的高く内傾して内上方にのび端部は丸く仕上げている。鹿部1／2前

後に回転へラ削り調整、ほかは回転ナデ調整を行う。焼成良好堅緻、胎土はやや

粗で、1・5mm前後の白色砂粒を含む。

蓋杯（身）－267（図版28）復元口径13・6cm、器高4．6cmをはかる。たちあが

りは比較的高く内傾して端部に至る。端部は丸い。266よりわずかに口径が大

きいが時期的には大きな差はないと見られる。鹿部外面2／3に回転へラ削り調

整、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う。焼成良好堅撤、胎土はやや粗で、1～

5mmの白色砂粒が見られる。

蓋杯（身）ー268（図版28）口径12．4cm、器高4・6cmをはかる。Iたちあがりは

比較的高く内傾して内上方にのび端部は丸く仕上げている。鹿部2／3前後に回

転へラ削り調整、内面中央部にはナデ調整、ほかは回転ナデ調整を行う。焼成良
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好堅撤、胎土はやや粗で、1．5mm前後の白色砂粒を含む。

蓋杯（身）－269（図版28）口径10．9cm、器高4・4cmをはかる。たちあがりは

比較的高く内傾して内上方にのび端部は丸く仕上げている°鹿部1／2前後に回

転へラ削り調整、ほかは回転ナデ調整を行う。焼成良好堅撤、胎土は粗で、白色

砂粒を含む。

甕破片としては、272、273、2／75、276、279が当該住居出土須恵

器である。いずれも外面には平行叩き、内面には円弧叩きを伴う甕の休部の破片

と見られる。

提瓶－191（図版22）最大径6．6cmをはかる提瓶の休部の破片である。外面に

は粗な回転カキ目調整が行われ、その上面には平行叩きの痕跡もわずかながら認

められる。内面には円弧叩きが見られる。全体の規模は明らかにできないが、ご

く普通の形態と見られる。焼成良好堅緻で、胎土は密である。

甕－192（図版22）最大径11．7cmをはかる甕体部の破片である。外面には細か

な平行叩きの痕跡が見られるが、その上面には回転カキ目調整を行っている。内

面には円弧および同心円叩きが明瞭に残されており、それらの上面には調整は行

われていない。器壁および叩きの状況から、甕体部中位から下方の鹿部に近い部

位の破片と考えられる。なお体部最大径は40cmを超える可能性が濃い。

甕－256（図版22）残存高8・1cmをはかる甕口縁部の破片である。内外面の調

整は不明であるが、257は両面ともにパケ調整が見られる。また258が休部

の破片である。

把手ー259（図版26）鍋または鉢に伴う把手のみの残存である。甑の可能性も

あるが、これのみでは判断できない。

壷－260（図版26）残存高6．2cmをはかる壷の破片である。休部中央に最大径

を求める形態であるが、それ以上は不明である。

S C935

13区採集

SC935竪穴住居出土

ー弥生土器・土師器－

甑－89（図版14）復元口径24．8cm、残存高9．8cmをはかる甑の体部及び口縁部

である。口縁部は直線的に外反し、端部は丸くナデて仕上げている。外面はパケ

調整、ほかはナデ調整を行っている。淡黄橙色を呈する。

甕－90（図版14）復元口径17．4cmをはかる甕の口縁部と考えられる。口縁部は

わずかに外反する。口縁端部は丸く仕上げている。器表面は剥落が著しく、詳細

は不明である。

13区採集

l須恵器l

蓋杯－193（図版23）復元口径10．0cm、残存高4・3cmをはかる蓋の破片である。

天井部は比較的高く平らに近い。天井部外面2／3に回転へラ削り調整、天井部

内面中央ナデ調整を行う。他の各部分は回転ナデ調整を行う。口縁部は天井部と

の境にわずかな稜を認め、わずかに外反して下がり、端部は丸く仕上げている。
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焼成良好、胎土はやや粗である。

蓋杯－194（図版23）復元口径14．0cm、残存高3．8cmをはかる蓋の破片である。

天井は比較的高く丸みを持っが中央部を欠損。口縁部と天井部との境には明瞭な

稜が認められるが、かなり退化している。口縁部はなだらかに外反して下がり、

端部は丸く仕上げられている。内外面ともに回転ナデ調整を行う。焼成良好、胎

土は密である。

高杯－196（図版23）残存高4．6cmをはかる高杯の脚部の破片である。縦方向

に台形の透かし窓を穿っているが、破片のためいくつの方向に窓が見られるのか

は不明である。全体に回転ナデ調整を行う。

甕－202（図版23）残存最大径14・Ocmをはかる甕の休部の破片である。外面に

は平行叩き、内面には円弧叩きが各々見られる。焼成良好、胎土は密である。

甕－203（図版23）残存最大径5．7cm前後をはかる甕休部の破片である。外面

には平行叩き、内面には円弧叩きが施されている。焼成良好、胎土は密である。

S C9　3　6 SC936竪穴住居出土

－土師器一

椀－197（図版23）口径11．2cm、器高4．4cmをはかる椀で、全体の4／5を欠

損。底は比較的深く、わずかに丸みを持っ。口縁部はなだらかに上外方にのび端

部は丸く仕上げている。外面はナデ調整、内面はパケ調整が行われる。焼成甘い。

胎土はやや粗で白色砂粒を含む。外面は淡茶褐色、内面は暗茶褐色を呈する。

鹿部破片－198（図版23）底径8・6cm、残存高41cmをはかる甕あるいは壷の鹿

部の破片である。外面剥落が著しく調整観察はできない。内面はナデ調整を行う。

焼成甘く軟質。胎土はやや粗で、0．1～1mmの白色砂粒を含む。外面は淡茶褐色、

内面は暗茶褐色を呈する。

甕－199（図版23）復元口径8．2cm、残存高9．0cmをはか尋甕で、全体の3／4

を欠損。口縁部は基部太く、外反して上外方にのび端部は丸い。休部は最大径を

中位に求める縦長の球体をなす。休部には内外面ともにパケ調整の後にナデ調整

を行う。胎土はやや粗で、0・1～3mmの白色砂粒を含む。全体に黒色で部分的に

茶褐色を呈する。

－須恵器一

蓋杯－195（図版23）復元口径14．7cm、器高4・8cmをはかる蓋である。天井は

比較的高く丸みを持っ。天井部外面1／2以上に回転へラ削り調整を行う。口縁

部と天井との境の稜はわずかに屈曲部に残されているに過ぎない。口縁部はなだ

らかに下がり、端部は丸く仕上げられている。外面全体に自然粕が見られる。焼

成良好堅徴である。

蓋杯（身）－270（図版28）復元口径12．0cm、器高4．7cmをはかる。たちあが

りは比較的高く内傾して内上方にのび端部は丸く仕上げている。鹿部1／2前後

に回転へラ削り調整、ほかは回転ナデ調整を行う。焼成良好堅徴、胎土は粗で黒

色砂粒を含む。

蓋杯（身）－271（図版28）復元口径15．2cm、器高7．1cmをはかる甕あるいは
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広口壷の口縁部の破片である。言頸基部は太く、口径部は基部から外反してのび

端部でわずかに段をなす。休部は外面に平行叩き、内面に円弧叩きを施す。焼成

甘く軟質で胎土は粗である。

甕－204（図版23）残存最大径5．5cmをはかる甕休部の破片である。外面には

平行叩きと回転カキ目調整が交互に行われている。内面には明瞭に円弧叩きが残

されている。焼成良好堅撤、胎土は密である。

S C939

S C994

溝

SD Ol　0

SC939竪穴住居出土

－須恵器－

蓋杯－185（図版22）復元口径12．4cm、器高5・1cmをはかる杯身の破片である。

たちあがりは内傾した後、直立して端部に至る。鹿部は比較的深く丸い。鹿部外

面1／2以上に回転へラ削り調整、内面鹿部中央にはナデ調整、ほかはいずれも

回転ナデ調整を行う。全体の1／5強の残存である。焼成良好堅徴で、胎土は粗

である。おそらくは183、ないしは184に伴う杯身と考えられる。

SC944竪穴住居出土

ー須恵器－

蓋杯－209（図版24）復元口径13・5cm、残存高3・1cmをはかる蓋の破片である。

て天井部と口縁部の境からわずかに天井部よりで、中央部を欠損。口縁部との境

の稜はまったく残されていない。口縁部はなだらかに下外方に下がり、端部は内

傾する面をなす。内外面ともに回転ナデ調整を認める。

蓋杯－210（図版24）復元口径12．1cm、残存高4・1cmをはかる杯身である。た

ちあがりは内傾した後直立し端部は丸い。受部は平行にのび端部は丸い。鹿部は

比較的深く丸い。鹿部中央を欠損するが、外面2／3に回転へラ削り調整を行う。

ほかはいずれも回転ナデ調整である。

甕－217（図版24）残存最大径6．0cmをはかる甕体部の破片である。外面には

平行叩き、内面には円弧叩きを行っている。焼成良好堅徹、胎土はやや粗である。

甕－220（図版24）残存最大径10・1cmをはかる甕休部の破片である。外面には

平行叩き、内面には円弧叩きを行っている。焼成良好堅徹、胎土はやや粗である。

溝出土物

SDOl O溝出土

－弥生土器・土師器－

甕－59（図版13）残存高7．2cmをはかる甕口縁部周辺の破片である。口縁部は

基部から「く」の字に外反し端部は丸い。外面にはパケ調整、内面にはナデ調整

を行う。

甕一60（図版13）残存高3・6cmをはかる甕口縁部周辺の破片である。口縁部は

基部から「く」の字に外反し端部は外傾する凹面をなす。外面にはパケ調整、内

面にはパケ調整の後、ナデ調整を行う。

甕－61（図版13）復元口径17・Ocm、残存高10．7cmをはかる甕口縁部及び休部の
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破片である。口縁部は基部太く、「く」の字状に外反して上外方にのび端部は外

傾する面をなす°休部外面にはパケ調整、口縁部はナデ調整を行う。内面はナデ

調整を行う。

甕ー62（図版13）復元口径17．4cm、残存高9．4cmをはかる甕口縁部及び体部の

破片である。口縁部は基部太く、「く」の字状に短く外反して上外方にのび端部

は丸い。休部外面にはパケ調整、口縁部はナデ調整を行う。内面はナデ調整を行

う。

甕－63（図版13）復元口径36．4cm、残存高5・Ocmをはかる大型甕の口縁部の破

片である。口縁部は基部太く外反して端部に至る。口縁端部は外傾する凹面をな

す。外面はパケ調整の後ナデ調整を行う。内面はヘラミガキ調整を行う。

甕－64（図版13）復元口径22・8cm、残存高5．4cmをはかる甕口縁部及び体部の

破片である。口縁部は基部太く、「く」の字状に短く外反して上外方にのび端部

は丸い。体部外面は剥落のため不明。内面はパケ調整を行う。

甕－65（図版13）残存高11．3cmをはかる甕口縁部及び体部の破片である。口縁

部は基部からわずかで欠損。休部は上位に最大径を求める球体をなす。剥落のた

め判別しにくいが、内外面ともにパケ調整を行っていることが確認できる。

甕－115（図版16）口径17・2cm、器高24．0cm、底径3．3cmをはかる甕で全体の約

1／3を欠損する。口縁部は「く」の字状に大きく外反する。体部は最大径を上

位に求め、縦長の器形をなす。休部外面の大半は剥落している。休部内面も剥落

しているが、パケ調整が一部にみられる。焼成良好、胎土はやや粗である。

甕－116（図版16）残存高6・8cmをはかる甕または壷の体部および鹿部の破片

である。底は平らで休部は直線的に外反する。中位より上が欠損。内外面共にナ

デ調整を行う。

甕ー125（図版16）残存高12．9cm、底径4．8cmをはかる甕体部から鹿部の破片

である。底は平底で休部は外反した後内攣気味に上方にのびる。外面にはヘラミ

ガキが行われ、内面は不定方向のヘラミガキ調整が見られる。焼成良好、、全体

に剥離しやすい状態である。内面には炭化物が付着する。

甕－126（図版16）残存高12．8cm、底径6・8cmをはかる甕体部から鹿部の破片

である。底は凸レンズ状の平底で体部は外反した後内攣気味に上方にのびる。外

面、内面にはパケ調整が見られる。全体に剥離しており観察は困難である。

甕－130（図版17）口径14．0cm、器高18．3cm、底径5．6cmをはかる甕で全体の約

3／4を欠損する。口縁部は基部太く「く」の字状に外反し、端部は丸い。体部

は最大径を上位に求める縦長の球体をなし、体部はなだらかで肩のはりを認吟な

い。底は平底で比較的安定している。休部外面には下位までパケ調整の後、ナデ

調整を行う。内面は目線部から、大半ナデ調整を行う。

甕－310（図版17）復元口径17．5cmで、1／4が現存する。口縁部は丸みを帯

びた「く」の字状口縁で胴部が大きく張る。外面は胴部にパケメ調整を行い、口

縁部および内面については横ナデ調整を行う。内面は器表面の剥落が著しい。

甕－132（図版17）復元口径26・4cm、残存高11．7cmをはかる甕の上半部の破片

である。口縁部は基部太く「く」の字状に外反し、端部は丸い。体部は最大径を
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中位に求める縦長の球体をなし、体部はなだらかで肩のはりを認めない0鹿部は

欠損。休部外面にパケ調整の痕跡が見られるが大半は剥落している。口縁部周辺

はナデ調整を行う。

甕－133（図版17）復元口径26．4cm、残存高11・8cmをはかる甕の上半部の破片

である。口縁部は基部太く「く」の字状に外反し、端部は丸い。体部は最大径を

上位に求める縦長の球体をなし、休部はなだらかで肩のはりを認めない。鹿部は

欠損。体部外面にハケ調整の痕跡が見られるが大半は剥落している。休部内面は

ヘラ削り調整の後パケ調整を行う。口縁部周辺はナデ調整を行う。

甕－134（図版17）復元口径21．4cm、残存高7．5cmをはかる甕の中半部の破片

である。口縁部は基部太く「く」の字状に外反し、端部は丸い。休部は最大径を

上位に求める縦長の球体をなし、休部はなだらかで肩のはりを認めない。鹿部は

欠損。休部外面の大半は剥落している。休部内面は剥落しているが、パケ調整が

見られる。口縁部周辺はパケ調整を行う。

甕－135（図版17）復元口径20．3cm、器高19・7cmをはかる甕である。口縁部は

基部太く「く」の字状に短く外反し端部は丸い。休部は最大径を上位に求める縦

長の球体をなし、休部はなだらかで肩のはりを認めない。鹿部は平らである。外

面休部の大半はパケ調整が見られる。口縁部および内面にはナデ調整を行うが、

一部にパケ調整が見られる。なお全体に器表面は剥落が著しい。

甕－137（図版17）復元口径14．6cm、残存高6・4cmをはかる甕の中半部の破片

である。口縁部は基部太く「く」の字状に短く外反し端部は丸い。休部は最大径

を上位に求める縦長の球体をなし、休部はなだらかで肩のはりを認めない。鹿部

は欠損。休部外面の大半は剥落している。体部内面は剥落しているが、一部にハ

ケ調整の後ナデ調整が見られる。口縁部周辺はナデ調整を行う。

甕－138（図版17）復元口径14・8cm、残存高5．1cmをはかる甕の中半部の破片

である。言縁部は基部太く「く」の字状にゆるやかに外反し端部は丸い。休部は

最大径を上位に求める縦長の球体をなし、休部はなだらかで肩のはりを認めない。

鹿部は欠損。休部外面の大半は剥落している。休部内面は剥落しているが、パケ

調整が見られる。口縁部周辺はナデ調整を行う。

甕－139（図版17）復元口径12・2cm、残存高6．4cmをはかる甕の中半部の破片

である。口縁部は基部太く「く」の字状にゆるやかに外反し短く、端部は丸い。

休部は最大径を上位に求める縦長の球体をなし、体部はなだらかで肩のはりを認

めない。鹿部は欠損。体部外面の大半は剥落しているが、一部にパケ調整の後ナ

デ調整が見られる。休部内面はパケ調整の後ナデ調整を行う。口縁部内外面はナ

デ調整を行う。

鹿部破片ー68（図版13）復元口径は7．2cmをはかり、1／4が現存する。鹿部

はやや上底となっている。外面は器表面の剥落が著しく、調整は不明である。内

面はナデ調整を行っている。

鹿部破片－118（図版16）残存高2・7cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は平らで休部は外反する。外面にはパケ調整、内面には指オサエ調整が

見られる。

一83－



鹿部破片－119（図版16）残存高5・4cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は丸く、休部は外反して上外方にのびる。外面にはパケ調整ののちナデ

調整、内面にはヘラナデ調整が見られる。

鹿部破片－120（図版16）残存高2．3cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底はわずかに丸く、体部は外反して上外方にのびる。内外面ともに剥落が

著しく調整の観察はできない。

鹿部破片－121（図版16）残存高2．5cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は平らで休部は外反する。内面にはナデ調整、鹿部はヘラ切りののちナ

デ調整が見られる。

鹿部破片－122（図版16）残存高5・1皿をはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は平らで体部は外反する。外面にはパケ調整の後ナデ調整を行う。内面

はナデ調整、鹿部は未調整である。

鹿部破片ー123（図版16）残存高4．5cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は平らで休部は外反する。外面にはパケ調整の後ナデ調整を行う。内面

はナデ調整、鹿部は未調整である。229も同じ形態の鹿部片である。

鹿部破片－127（図版16）残存高2．3cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片で

ある。底は平らで体部は外反する。内外面ともに剥落が著しく調整の観察はでき

ない。

鉢－136（図版17）復元口径16・4cm、器高15．2cm、鹿部径6．6～5．8cmをはかる

鉢である。やや丸みを持っ鹿部から口縁部は外反して上外方に内攣気味にのび端

部は丸く仕上げている。外面はヘラ削りの後ナデ調整を行い、内面はヘラ削り及

びナデ調整を行っている。また鹿部と体部との問には指オサ工の痕跡も残されて

いる。外面の一部には朱丹の塗布した痕跡が残されている。焼成良好堅微で胎土

はやや粗で白色砂粒を多く含む。

高杯－114（図版16）残存高10・Ocmをはかる高杯の脚部の破片である。脚部は

基部比較的太く外攣気味に下方に下がる。外面は縦方向のナデ調整、内面には指

オサエの痕跡が見られる。杯部は鹿部のみの残存でわずかに丸みを持っ。鹿部内

面にはナデ調整を行う。焼成良好、胎土はやや粗で0．1～1mmの白色砂粒を含む。

茶褐色を呈する。

壷－55（図版12）残存高13．6cmをはかる壷休部および鹿部の破片である。体部

上位に最大径を求めることができる。外面には上下方向にパケ調整、内面にはパ

ケ調整の後、ナデ調整を行う。鹿部外面には指オサエの痕跡が認められる。焼成

良好、胎土は粗で2～3mmの砂粒を含む。

壷l58（図版13）復元口径16・Ocm、残存高13．8cmをはかる二重口縁壷の口縁部

の破片である。基部は比較的太く、外攣気味に外反する口縁部端部で大きく逆

「く」の字に屈曲させており、端部は丸い。外面はパケ調整、ほかはナデ調整を

行う。休部との境には凸帯をめぐらせている。焼成良好、胎土はやや粗でわずか

に砂粒を含む。228も同じ形態の口縁である。

壷－117（図版27）壷というよりも小型の甕とするのがよいかもしれない。口

径11．0cm、器高13・8cmをはかる口頸基部は比較的太く外反して端部に至る。端部
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は丸い。休部最大径は中位に求められる縦長の器形である。鹿部は平で、内外面

にはパケ調整を行う。焼成良好、胎土はやや粗である。なお264は甕鹿部の破

片である。

壷－124（図版16）残存高13．3cmをはかる壷の休部および鹿部の破片である。

底は平らに近く体部は内攣気味に外反する。休部最大径は中位に求められる。外

面パケ調整の後ナデ調整を行う。内面鹿部についてはパケ調整の後、ナデ調整を
ノー一一．

イ丁っている。

壷－129（図版16）残存高16．0cmをはかる大型の壷である。口縁基部太く休部

は内攣気味に外方に下がる。休部最大径は中位に求められると考えるが、すでに

それまでに欠損している。休部外面にはパケ調整が行われており、内面にはヘラ

削り調整が認められる。

器台－69（図版13）復元底径15・1cm、残存高7・6cmをはかる器台の鹿部破片で

ある。脚部はゆるやかに外反し、接地面からはナデ調整、その上方にはヘラ削り

調整を行う。焼成良好、胎土は密である。外面明黄橙色、内面は黄橙色を呈する。

器台－128（図版16）復元底径9．6cm、残存高11．8cmをはかる器台の鹿部破片

である。脚部はゆるやかに外反し、くびれ部からは大きく外反して開く。外面に

は叩き調整を行った後、ナデ調整を行っている。内面はヘラ削り、ナデ調整を行っ

ている。赤褐色を呈する。

域－66（図版13）口径6．0cm、器高4・2cmをはかる小型の塊である。手づくねに

よって作られており、内外に指オサ工の痕跡が明瞭に残されている。焼成良好、

胎土はやや粗である。製鋼作業に関連する土器の可能性が濃いと考えられる。

塊－67（図版13）口径9．4cm、器高4・7cmをはかる小型の塊である。手づくねに

よって作られており、内外に指ナデ調整及び指オサエの痕跡が明瞭に残されてい

る。焼成良好、胎土はやや粗である。先の66と同様、大きさから見て通常の生

活用品と考えるより、製鋼作業に関連する土器の可能性が濃いと考えられる。

SD016 SDO16溝出土

－弥生土器・土師器－

壷－3（図版9）復元口径22．8cm、残存高6．2cmをはかる二重口縁壷の口縁部の

破片である。基部は比較的太く、外攣気味に外反する口縁部端部で大きく逆「く」

の字に屈曲させており、端部は丸い。外面はパケ調整の後、横方向のナデ調整を

行う。ほかはナデ調整を行う。休部はすべて欠損。焼成良好、胎土はやや粗でわ

ずかに砂粒を含む。

壷－8（図版9）残存高8・3cmをはかる壷の口縁部および休部の破片である。口

縁部は基部太く、外反して端部へ至る。端部は欠損するが、二重口縁となってい

る可能性が濃い。基部外面に凸帯をめぐらせている外面にはパケ調整、内面はパ

ケ調整及びナデ調整を行う。

鹿部破片－9（図版9）底径8・Ocm、残存高5・8cmの器壁が薄い平底である。底か

ら胴部に向かってゆるやかに立ち上がる。外面調整はパケメの後、横方向のナデ、

鹿部端に指ナデが認められる。内面には、パケメ、内鹿部にはナデが認められる。
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色調は淡黄褐色を呈する。

鹿部破片－10（図版9）残存高4．3cmをはかる甕あるいは壷の鹿部破片である。

底はわずかに丸みを持ち、休部は外反して上外方にのびる。外面はヘラ削り、内

面はパケ調整を行っている。

甕ー13（図版9）復元口径24．6cm、残存高8．9cmをはかる甕の口縁部の破片で

ある。基部から口縁部は「く」の字に外反し端部は丸い。休部は基部から内攣気

味に外下方に開く。剥落が著しいが、外面のナデ調整、ヘラ削り調整の痕跡は認

められる。焼成甘く軟質、胎土はやや粗で白色砂粒を含む。

器台－7（図版9）底径8・Ocm、残存高5．8cmの器壁が薄い平底である。鹿部から

胴部に向かってゆるやかに立ち上がる。外面調整はパケメの後、横方向のナデ、

鹿部端に指ナデが認められる。内面にはパケメ、内鹿部にはナデが認められる。

色調は淡黄褐色を呈する。

碗ー162（図版19）残存高6・7cmをはかる高台付きの椀の鹿部の破片である。

高台は「ハ」の字に開いており、鹿部はわずかに丸みをもつが、ほぼ平らである。

口縁部のたちあがりは欠損のため不明である。焼成良好、胎土はやや粗である。

SD O19

SD O2　3

SDO19溝出土

一弥生土器・土師器－

器台－4（図版9）口径7．1cm、器高9．1cmをはかる器台である。内外面ともに剥

落が著しく詳細は不明であるが、わずかに外面の指オサエ、内面にはナデ調整が

認められる。台部のみ褐色を呈し、火の使用の可能性がある。

甕－5（図版9）残存高11．4cmをはかる甕の休部を中心とする破片である。基部

は比較的太く外反する口縁部は中位で欠損。体部は基部からなだらかに内攣気味

に開いている。外面にはパケ調整、内面にはパケ調整及びナデ調整が見られる。

外面淡黄褐色、内面暗黄褐色を呈する。

SD023溝出土

一弥生土器・土師器一

高杯－140（図版18）残存高9．2cmをはかる高杯の脚部の破片である。基部は

細く外攣気味に開く。脚端部近くに円を穿っている。内外面ともにナデ調整を行

う。

高杯－141（図版18）残存高3．8cm、復元底径18・5cmをはかる高杯の脚部の破

片である。脚は大きく外反して端部に至り、端部は丸い。内外面ともに剥離のた

め不明。

甑－144（図版18）復元口径23．3cm、残存高9・5cmをはかる甑の口縁部及び体

部の破片である。休部から口縁端部へはなだらかに外反した後さらに端部近くで

わずかに外反させている。端部は丸い。体部外面にはパケ調整を行う。内面には

ナデ調整が見られる。

甕－142（図版18）復元口径26．9cm、残存高6．4cmをはかる甕の口縁部の破片

である。基部から口縁部は「く」の字に外反する。休部は基部から外下方に開く。
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剥落が著しいが、内外面に横、斜め方向のナデ調整の痕跡が認められる。

甕－143（図版18）復元口径26．9cm、残存高6・4cmをはかる甕の口縁部の破片

である。基部からから口縁部は「く」の字に外反する。休部は基部から外下方に

開く。剥落が著しいが、内外面に横方向のナデ調整の痕跡が認められる。

甕－145（図版18）復元口径22・0cm、残存高7．1cmをはかる甕の口縁部の破片

である。基部から口縁部はゆるやかに「く」の字に外反する。休部は基部から外

下方に外反して開く。外面にパケ調整、内面にはヘラ調整およびナデ調整が認め

られる。

甕－146（図版18）復元口径20．2cm、残存高9・9cmをはかる甕の口縁部の破片

である。基部から口縁部はなだらかに「く」の字に外反する。休部は基部から外

下方に内攣して開く。外面にヘラ調整、内面にはヘラ調整およびナデ調整が認め

られる。

甕－149（図版18）復元口径32・7cm、残存高25．7cmをはかる甕の口縁部および

休部の破片である。口縁部は基部太く、「く」の字に外反する。体部は基部から

外下方に内攣して開く。休部最大径は中位に求められる。内外面にパケ調整、内

面にはハケ調整およびナデ調整が認められる。また基部外面には凸帯がめぐる。

甕ー150（図版18）残存高11．6cmをはかる甕ないしは壷の休部から鹿部の破片

である。底は平らに近く、体部は内攣気味に上方に開き、最大径を中位に求める。

外面にはハケ調整、ナデ調整が行われ、ほかはナデ調整を行う。

口縁部破片－6（図版9）非常に小片のため口径その他法量は不明である。外面

にヘラナデが見られるが、大部分は剥落しており詳細は不明である。

口縁部破片ー11（図版9）小片のため法量は不明である。外面にはパケメ、ナ

デがみられる。内面は剥落のため、調整その他は不明である。

鹿部破片－147（図版18）残存高2・9cmをはかる鹿部の破片である。休部は平

底から外反する。剥落のため詳細は不明である。

鹿部破片－148（図版18）残存高2・1cmをはかる鹿部の破片である。休部は平

底から外反する。内外面にナデ調整を行う。

SD12　2 SD122溝出土

一弥生土器・土師器－

器台－20（図版10）残存高10・5cm、復元口径15．2cmをはかる器台の破片である0

口縁部は体部から大きく屈曲する。外面は縦方向のパケ調整、内面は横方向のパ

ケ調整およびナデ調整が認められる。浅黄橙色を呈し、胎土はやや粗で白色砂粒

を含む。

器台－22（図版10）復元口径14．6cm、残存高8．0cmをはかり、全体の1／5が

残存する。休部は直線的に伸びる。外面はナデ調整がみられ、内面はヘラ調整後、

ナデ調整が認められる。赤褐色を呈し、微少3mmの砂粒を含む。

壷－21（図版10）復元口径23・2cm、残存高7・9cmをはかる二重口縁の壷の口綾

部の破片である。外面にはハケ調整、内面はパケ調整の後ナデ調整を行う。淡い

黄褐色を呈する。
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高杯－23（図版10）残存高4・8cmをはかる高杯の破片である。脚部は細い基部

から外反する。杯部は底のみの残存で丸みを持っ。脚部、杯部ともにへラミガキ

を行っている。

SD217
218

SD940

SD942

その他の遺構

ST2　70

SD217・218溝出土

一弥生土器．土師器－

甕－231（図版25）復元口径13・Ocm、残存高4．8cmをはかる甕の口縁部の破片

である。内部にはパケ調整、外面にはナデ調整が見られる。なお232も甕の口

縁部の破片である。

甕－234（図版25）残存高4．1cmをはかる甕鹿部の破片である。同じく236・

237．239・240はいずれも鹿部の破片である。

器台－233（図版25）復元口径15．2cm、残存高4．9cmをはかる器台上部の破片

である。口縁部は大きく外反し端部は太く丸い。内面にはパケ調整、内面にはナ

デ調整を行う。なお235も器台上部の破片である。

SD940溝出土

－土師器－

把手付き甕－206（図版23）口径31・5cm、器高26．5cmをはかる把手付き甕であ

る。鹿部は丸く、休部は内攣気味に上方に開き、端部付近でさらに外方に屈曲さ

せる。口縁端部は丸い。休部中位外面に把手を貼付する。把手は手ずくねによっ

ている。外面にはパケ調整、内面にはナデ、削り調整を行う。

把手付き甕－207（図版23）残存最大径7．0cmをはかる把手のみの遺存である。

206と同じものと見られる。

SD942溝出土

－須恵器一

蓋－208（図版24）は、復元口径13．2cm、残存高2．9cmをはかる蓋杯の蓋であ

る。口縁部はなだらかに下がり、稜は認めない。目線端部は内傾する段をなす。

天井部の大半を欠損。焼成良好、胎土は密である。

甕－216、218、219（図版24）はいずれも甕休部の破片である。内面に

は円弧叩き、外面には平行叩きが認められる。焼成はいずれも良好。胎土は、2

18が粗であるほかはいずれも密である。

その他の遺構出土物

ST270甕棺墓

甕－265（図版27）口径16．5cm、器33．3cmをはかる甕というよりは直言壷とす

るほうがよいのかもしれない。口頸基部は比較的広く、口径部は直立してのび端

部は丸い。口頸基部外面に凸帯がめぐっている。体部最大径は上位に求められる

球体をなし鹿部は丸く安定を欠く。休部下位にも1条凸帯が巡らされている。外

面には斜め方向のパケ調整が行われ、内面にも同じくパケ調整が認められる。焼
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成良好、胎土はやや粗である。

SX0　71

SX121

SXO71焼成土坑出土

－弥生土器・土師器‐

鹿部破片－12（図版9）底径10・0cm、残存高6．3cmの凸レンズ状の平底である。

胴部は鹿部から緩やかに立ち上がる。外面調整はナデ、内面は剥落しているが、

わずかにへラナデが認められる。色調は外面淡黄褐色、内面黄褐色を呈する。

SX121竪穴遺構出土

－弥生土器・土師器－

壷－15、（図版10）復元口径15・2cm、残存高6．3cmをはかる複合口縁壷の口縁部

の破片である。口縁部は基部太く外反した後逆「く」の字に屈曲させて端部に至

る。端部は丸い。口縁部外面にはパケ調整の後ナデ調整、内面はナデ調整が行わ

れている。甘く軟質。胎土はやや粗で微小～0．5mmの白色砂粒を含む。淡橙色を

呈する。

把手－16（図版10）残存高5・8cmをはかる把手の破片である。手づくねによっ

て成形され、とくにヘラ削りによって調整されている。鉢ないしは甑の休部に貼

付されていたものと考えられる。焼成甘く、胎土はやや粗である。

把手－17（図版10）残存高10．4cmをはかる把手の破片である。手づくねによっ

て成形され、とくにヘラ削りによって調整されている。鉢ないしは甑の休部に貼

付されていたものと考えられる。焼成甘く、胎土はやや粗で、1～5mmの白色砂

粒を含む。

鹿部破片ー18（図版10）残存高3．4cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片であ

る。休部はなだらかに外反して上方に開く。表面は剥離が著しく調整は不明。外

面には一部ナデ調整が見られる。焼成甘く、軟質、胎土はやや粗である。淡茶褐

色を呈する。

・鹿部破片－19（図版10）残存高2・4cmをはかる甕あるいは壷の鹿部の破片であ

る。休部はなだらかに外反して上方に開く。表面は剥離が著しく調整は不明。外

面には一部ナデ調整が見られる。焼成甘く、軟質、胎土はやや粗である。白灰色。

皿ー73（図版13）復元口径4cm、器高1．9cmをはかる皿である。口縁部は短く

外反し端部は丸い。器表面は剥落のため不明。内面にはナデ調整が見られる。全

体の1／4が残存する。白灰色を呈する。焼成甘く、胎土はやや粗である。

－須恵器－

蓋杯－211（図版24）復元口径12．1cm、残存高2．6cmをはかる杯である。たち

あがりは短く内儀したのち端部で直立する。端部は丸く仕上げられている。受部

は短く上外方の伸びる。鹿部は大半を欠損。焼成良好、胎土は密である。Ⅱ型式

相当と見られる。

魂－215（図版24）魅の口頚部中央付近の破片である。上部に凸線、下部には

沈線に囲まれた波状文からなる文様帯を配置する。全体の状況からⅡ型式段階の

ものと見られる。焼成やや甘く、胎土は密である。
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甕－211（図版24）6cm×3．1cmをはかる甕の破片である。外面にはカキ臼状

の痕跡が見られ、内面には円弧叩きの痕跡が見られる。全体の状況は不明。焼成

良好、胎土はやや粗である。

SX O2　2

SX42　7

SX15　0

SXO22遺構出土

－弥生土器・土師器一

壷－53（図版12）復元口径161cm、残存高16．7cmをはかる広口の壷の上半部の

破片である。口縁部は基部太く、外反して端部に至る。口縁端部は丸く仕上げて

いる。体部は最大径を中位から下位に求める球体をなす。休部外面には斜め方向

のパケ調整が行われ、言縁部にはナデ調整、休部内面にはパケ調整の後ナデ調整、

また口縁部内面にはナデ調整が行われている。焼成甘い。胎土はやや粗である。

SX427竪穴遺構出土

－弥生土器・土師器一

塊－70（図版13）復元底径6．4cm、残存高2．0cmをはかる椀である。鹿部には高

台が貼付されており、目線部は鹿部からわずかに上方で欠損。口縁部外面はナデ、

鹿部内面は不定方向のナデ、ほかはいずれもナデ調整を行う。焼成良好、胎土は

密である。胎土中に白雲母を含む。淡褐色を呈する。

塊－71（図版13）復元底径8・6cm、残存高4．0cmをはかる椀である。鹿部には比

較的高い高台が「ハ」の字に貼付されており、口縁部は鹿部から内攣気味に上方

にのび、中位で欠損。口縁部外面はナデ、鹿部内面は不定方向のナデ、ほかはい
ヽ

ずれもナデ調整を行う。焼成良好、胎土はやや粗で白色砂粒を含む。淡褐色を呈

する。

塊－72（図版13）復元底径7・4cm、残存高4・Ocmをはかる椀である。鹿部には短

く断面三角形の高台が貼付されており、口縁部は鹿部からわずかに上方で欠損。

口縁部外面はナデ、鹿部内面は不定方向のナデ、ほかはいずれもナデ調整を行う。

焼成良好、胎土は密で白色砂粒を含む。また胎土中に白雲母を多く含む。淡褐色

を呈する。

－須恵器ー

蓋l214（図版25）口径15．1cm、器高3．2cmをはかる蓋である。天井部中央に

つまみを貼付する。天井部はなだらかに下がり端部で大きく内側に屈曲させてい

る。天井外面三分の二に回転へラ削り調整を行い、内面中央にはナデ調整を行う。

焼成良好、胎土はやや粗である。陶邑編年Ⅱ型式段階に相当するものと見られる

が、同じ時期のものは地元牛頸窯でも生産されている。

SX150遺構出土

－弥生土器・土師器l

壷－27（図版10）復元口径11．2cm、器高10．5cm。底径4・5cmをはかる小型の壷

（柑）である。底は平らで安定しており、体部はなだらかに内攣気味に上方へ広

がる。口縁部は基部太く外反して開き、端部は丸く仕上げている。口縁部外面に
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は斜め方向のパケ、休部外面には斜め方向のパケ、およびナデ調整が行われてい

る。内面はいずれもナデ調整である。全体の1／2が残存する。焼成良好、胎土

はやや粗で2mm以上の砂粒を含む。

SX401

SX420

SX4　2　3

SX553

SX651

SX401遺構出土

－弥生土器・土師器－

甕－278（図版28）外面には平行叩き、内面には円弧叩きを伴う甕の休部の破

片である。焼成やや甘く、胎土は密である。

SX420遺構出土

l弥生土器・土師器一

高杯－79（図版14）残存高5・3cmをはかる高杯脚部の破片である。脚休部は細

い基部から下がり、さらに大きく開くが、そこから先は欠損。杯部は基部で欠損。

脚休部外面には縦方向のパケおよびナデ調整を行う。焼成良好、胎土は密である。

赤褐色を呈する

SX423遺構出土

－弥生土器・土師器－

甕－75（図版14）復元口径18．2cm、残存高4．0cmをはかる甕の口縁部および休

部上部の破片である。口縁部は太い基部から「く」の字に外反して端部に至る。

休部は基部から外反して開く。外面にはパケ、ナデ調整を行い、内面にはナデ調

整を行う。焼成良好、胎土は密である。淡黄褐色を呈する。

甕－76（図版14）復元口径18．2cm、残存高6．5cmをはかる甕の目線部および体

部上部の破片である。口縁部は太い基部から「く」の字に外反して端部に至る。

甕75と比較してやや保存状態が良好である。休部は基部からゆるやかに外反し

て開く。外面にはパケ、ナデ調整を行い、内面にはナデ調整を行う。焼成良好、

胎土は密である。暗灰褐色を呈する。

鹿部破片－77（図版14）残存高4．7cm、復元底径11．0cmをはかる。やや大型の

甕ないしは壷の鹿部の破片である。器表面は剥落のため不明。内面にはナデ調整

を行う。焼成甘い。淡灰褐色を呈する。

SX553遺構出土

－須恵器－

甕体部片－205（図版23）残存最大径4．1cmをはかる休部の破片である°　外面

には平行叩きの後、回転カキ目調整が行われている。内面には円弧叩きが認めら

れる。焼成良好堅緻で胎土はやや粗である。

SX651遺構出土

－弥生土器・土師器－

器台－78（図版14）残存高6・9cm、復元口径10．4cmをはかる器台の上部の破片
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である。台部はやや内攣気味に開く。外面は剥落のため不明。台部内面はヘラ削

り、脚部にナデ調整を行う。焼成甘く、胎土やや粗である。暗黄褐色を呈する。

SX6　62

SX7　4　8

SX7　7　0

SX8　01

SX8　3　7

SX8　4　2

SX662遺構出土

－弥生土器・土師器－

壷－87（図版14）復元口径17．4cm、残存高6．1cmをはかる複合口縁壷の口縁部

の破片である。口縁部は大きく逆「く」の字の屈曲させられており、調整は内外

面ともにナデ、パケ調整を行う。焼成甘く、胎土はやや粗である。

SX748遺構出土

一弥生土器・土師器－

壷ー81（図版14）復元口径5・3cm、器高8．0cmをはかる無頸壷である。全体の3

／4が残存しており、比較的良好な状態である。平底で内攣する体部をもっ。内

外面ともにパケ調整を行う。また一部にはナデ調整も行っている。黄褐色を呈する。

SX770遺構出土

－弥生土器．土師器―

鹿部破片－80（図版14）残存高5・4cmをはかる鹿部の破片である。底は丸く安

定が悪い。内外面ともに横方向のパケ調整の後、縦方向にもパケ調整を行う。ま

たその後ナデ調整を加えている部分もある。

SX801遺構出土

－弥生土器・土師器－

甕－82（図版14）復元口径18．0cmをはかる甕の口縁部および体部の破片である。

口縁部は基部太く、外反して上方に開く。休部は内攣気味に開き上位で欠損する°

休部外面にはパケ調整、さらにナデ調整を加える。焼成甘く胎土はやや粗で、1

mm前後の砂粒を含む。淡黄白色を呈する。

SX837遺構出土

一弥生土器・土師器一

杯－86（図版14）口径12．8cm、器高4．3cm、底径8．5cmをはかる杯である。底は

平らで、言縁部はほぼ直線的に外反してのび、端部は丸く仕上げられている。内

外面ともに回転ナデ調整、鹿部付近は回転へラ削りないしはへラ切り調整が行わ

れている。焼成甘く、胎土はやや粗である。須恵器に同じ器形があり、あるいは

須恵器の焼成の甘いものの可能性もある。

SX842遺構出土

－弥生土器・土師器一

甕－88（図版14）復元口径68・Ocm、残存高11．2cmをはかる甕の口縁部の破片で

ある。目線部は基部太く、外反して端部に至る。端部は外傾する面をなす。頚部

外面には比較的幅のある突帯がめぐらされている。口縁端部に刻み目を認める。
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外面はパケ調整の後、ナデ調整を行う。焼成甘く、胎土はやや粗で微小な砂粒を

含む。

甕－92（図版14）復元口径17．4cm、残存高8．5cmをはかる甕の口縁部および休

部の破片である。口縁部は基部太く、外反して端部に至る。端部は外傾する面を

なす。休部は基部から内攣気味に下がり中位で欠損。休部外面、および口縁部外

面にはパケ調整、外面はパケ調整の後、ナデ調整を行う。焼成甘く、胎土はやや

粗で微小な砂粒を含む。

鹿部破片－91（図版14）残存高2・0cm、復元底形7．6cmをはかる甕あるいは壷の

破片である。器表面剥落のため詳細は不明°

SX867

SX874

SX883

16区表面採集

SX867遺構出土

－弥生土器・土師器－

器台－83（図版14）復元口径16・2cm、残存高14．5cmをはかる器台の下部を欠損

する破片である。屈曲部を上位に認める。台部はくびれ部から大きく外反して開

き、端部は外傾する面をなす。脚部はくびれ部からなだらかに外反して開く。脚

部外面にはパケ調整をわずかに認めるが、内外ともに剥落が著しく詳細は不明と

せざるを得ない。焼成甘く、胎土はやや粗である。

SX874遺構出土

－須恵器－

甕休部片－201（図版23）残存最大径6．5cmをはかる体部の破片である。外面

には平行叩きの後、回転カキ目調整が交互に行われている。内面には円弧叩きの

後ナデ調整が認められる。焼成良好堅緻で胎土は密である。

SX883遺構出土

－須恵器一

甕l200（図版23）残存最大径6・Ocmをはかる甕休部の破片である。外面には

平行叩きと回転カキ目調整が交互に行われている。内面には明瞭に円弧叩きが残

されているる。焼成良好堅撤、胎土は密である。

蓋杯－212（図版24）復元口径12・7cm、残存高2．8cmをはかる蓋である。天井

部のほとんどを欠損。口縁部はなだらかに下がり、端部は丸く仕上げている。内

外面ともに回転ナデ調整を行う。焼成良好、胎土はやや粗である。

蓋杯－213（図版24）復元口径12・2cm、残存高3．0cmをはかる杯身である。た

ちあがりは著しく短く内傾した後直立する。端部は丸い。受部は短く断面三角形

を呈する。鹿部は浅く丸みを持っ。鹿部外面2／3に回転へラ削り調整を行う。

焼成良好堅撤、胎土はやや粗である。時期的には7世紀半ば前後に分類されるも

のであり、地元の製品の可能性が濃いと見られる。

16区表面採集

一弥生土器・土師器ー
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甕一14（図版9）復元口径36・0cm、現存1／9の甕口縁部である。口縁部はや

や外反して開く。口唇部は丸みを持っ。器表面は内外面とも剥落が著しく調整は

不明である。色調は内外面とも浅黄橙色を呈する。

東側斜面表面採集　東側斜面表面採集

－須恵器－

甕－223（図版24）5．3cmx4．5cmをはかる甕体部の破片である。内面には円弧

叩き、外面には平行叩きが認められる。焼成良好、胎土は密である。

表面採集

排土中

石庖丁

表面採集

－弥生土器・土師器一

支脚－29（図版10）口径7・5cm、器高11．4cm、復元底径14．5cmをはかり、1／3

強が現存する。外面はナデ、内面はパケメがみられる。黄橙色で白色石粒を多く

含む。

排土中

一弥生土器・土師器一

高杯－28（図版10）残存高8・0cmをはかる高杯の脚部の破片である。基部は細

く外反して開く。器表面は剥落が著しく調整手法の観察はできないが、一部にパ

ケ調整が見られる。焼成良好、胎土はやや粗で、0．8～1mmの砂粒を含む。

3・石　　器

・石庖丁（301～308、343）　調査区内で9点検出された。

301は、7区SCO O1竪穴住居で出土した。残存長10．8cm、幅4．0cmをはかり、

背部両端がやや丸みを帯びた外攣刃半月形を呈する。図右端が欠損しているので、

本来の長さはさらに1cmほど長いものであろう。断面は丸みを帯びており、刃部

寄りが最も厚くて0・75cmをはかる。刃部はやや幅の広い両刃で、図左側がより直

線的なのは使い減りしたものであろうか。2孔とも両面穿孔であるが、軸が傾き

上下がズレている。全体に斜めの研磨痕が、わずかに残る。石材は、緑灰色の凝

灰質シルト岩である。

302は、9区の表採資料である。長さ10・8cm、幅4．3cmの外攣刃半月形を基調と

するが、背部両端もやや外攣している。断面は比較的直線的で、最大厚0．65cmの

背部側から緩やかに薄くなっている。刃部は両刃であるが、丸みを帯び、稜がはっ

きりしない。2孔とも両面穿孔である。所々に細かい研磨痕が残り、背部寄りは

背部と垂直方向、中央部は並行方向、刃郡寄りは刃部と垂直方向がそれぞれ主で

ある。背部端及び刃部の図右側が、使用により欠損・摩耗している。石材は、暗

赤灰褐色の凝灰質シルト岩である。

303は、15区SC136竪穴住居より出土した。刃部両端が使用により欠損し
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石庖丁

ているものの、ほぼ完形に近く、全長9・2cm、幅4．3cmをはかる。背部が刃部と対

称的に丸みを帯びて杏仁形（紡錘形）に近いが、両端が尖らない楕円形タイプの

ものである。断面は直線的で、厚さ0．6cmの背部から刃部にかけて緩やかに薄く

なっている。刃部は両刃で比較的鋭く研ぎ出され、両端が使用により欠損してい

る。2孔とも両面穿孔であるが、図下側の面では、浅く広い窪みを穿ってからの

ち本格的に穿孔を行っている。所々に不整方向の研磨痕や、使用による擦痕がみ

られる。石材は、黒色針状物質と径0・2～1mmの赤褐色粒をやや多く含む明灰褐

色のもので、変成岩の一種であろうか。

304は、9区SCO74竪穴住居より遺物Nは73としてとりあげたものである。

背部端部がやや丸みを帯びた外攣刃半月形を呈し、図右側の穿孔部より左を欠損

している。残存長は5．9cm、幅4．6cmで、穿孔部の位置から推定すると、全長は13

cmを超す可能性もある。断面はやや丸みを帯び、最大で厚さ0．7cmをはかる。端

部は、敲打に使用されたかのように細かく欠損している。刃部は片刃に近く、図

下側の面が7～8mm研ぎ出されているのに対して、上側は2mmほどしかない。研

磨痕は僅かに残り、背部に並行方向のものが主体である。石材は、明黄褐色の細

粒砂岩である。

305は、16区SX679遺構覆土内から出土している。図右側の穿孔部より折

れて左側を欠損しており、残存長4．1cm、残存幅3．6cmをはかる。平面形は外湾刃

半月形で、断面は丸みを帯び最大厚0・7cmをはかる。刃部は両刃であるが、稜は

甘くはっきりしない。2か所に僅かな刃こぼれがみられる。図下側の面には、背

部に垂直方向へ粗めの研磨痕が多く残り、上側の面には、垂直方向の研磨後さら

に並行方向への擦痕がついている。石材は、暗赤灰褐色の細粒凝灰岩で、いわゆ

る立岩製石包丁（笠置山産輝線凝灰岩）にあたるものである。

306は、7区SD273溝から遺物Nn14としてとりあげたものである。図左側

を大きく欠損し、穿孔部は残存していない。平面形は、やや刃部が角ぼった外攣

刃半月形で、残存長5．3cm、幅4．4cmをはかる。断面は丸みを帯び、最も厚い背部

より　0・9cmをはかる。背部は全体に細かく破損しており、破損後も長期に渡って

使用されたかのような状態を呈している。刃部は両刃であるが、研ぎ出しが甘く

て稜がはっきりせず、また刃部と並行方向に石材による縞層が浮き出ている。休

部には、斜め方向の研磨痕が僅かに残っている。石材は、黄褐色がかった細粒紫

色凝灰岩で、305と同様、小豆色の笠置山産と恩われるものである。

307は、21区SX741遺構より遺物Nalとしてとりあげたものである。図左

側穿孔部より大きく破損し、右側端部も欠損しているため、残存長は6．1cmほど

である。残存する背部は直線的で外湾刃半月形を呈するが、長さに比べ幅が5・5

cmと広く、頑強な感じを与える。断面はやや丸みを帯びてるもののおおむね直線

的で、最大幅は0．8cmと厚く、平面形と同様に強度を重視する傾向がみられる。

刃部は両刃で、比較的鋭くつけられている。穿孔は、2孔とも両面からである。

研磨痕がまばらに残るが、背部に対して垂直方向のものがほとんどである。石材

は黒色針状物質・赤褐色粒をやや多く含み、303と全く同種のものである。

308は、SD217・218溝より出土した小片で、残存長3・2cmをはかる°　穿
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石庖丁未成品

砥石

孔部から大きく欠損して刃部は不明であるが、背部が直線的なことから、外湾刃

半月形のものと推測される。穿孔は両面からで、休部には不整方向の研磨痕が多

く残されている。石材は、表面が燻されたような暗黒褐色を呈する灰色凝灰岩で

ある。さらに庖丁の両端を切除した破片343もSC136竪穴住居から出土し

ている。

石庖丁未成品（309・310・312）は9区SC135住居址内の土坑から、3点が重

なるようにして検出された。いずれも、石材は暗赤灰褐色の細粒砂岩質凝灰岩で、

笠置山産出のものと思われる。

312は、遺物Nnlとしてとりあげたものである。平面形は不整な楕円形を呈し、

全長10・5cm、幅7．2cmをはかる。厚さは中央部で1．4cmをはかり、端部にいくほど

薄くなっている。休部は全体の1／3ほどが自然面で、残りは一応の剥離面とみ

られるが、必ずしも人工的な剥離ばかりではないようである。端部には一部に重

複する剥離痕もみられるが、いまだ背部と刃部がはっきりと区別されるには至っ

ていない。三日月形に加工する荒割りの、初期段階に着手したばかりのものであ

ろうか。

310は、遺物Nn2としたもので、全長13・4cm、幅8．0cmの不整な楕円形を呈する。

厚さは、図左寄りの最大部で1．9cmをはかり、やはり端部に行くほど薄くなって

いる。休部のほとんどは自然面で、図下側の面の左上に大きな剥離面を持っに過

ぎない。端部には、さらに剥離痕がみられる。

309は、遺物No3としたもので、全長12・9cm、幅8．2cmをはかり、309・312と同

様に楕円形を呈している。図下側の面はほとんどが平らな自然面で、端部に多少

の剥離痕がみられる。上側の面は一部を大きく剥離させて中央が稜状に厚くなっ

ており、最大厚1．7cmをはかる。端部は、ほとんど加工されていない。

この他SX627遺構出土未成品342、SC135竪穴住居出土未成品344

がある。

砥石（313～322）　313～315・320の手持ち砥と、置砥・その他に大別される。

313は、2区SDOl O溝から遺物No．50としてとりあげたものである。全長8・2cm、

幅3．0cm、厚さ1．8cmをはかる直方体状であるが、図中段の下側の面が使い減りし

て窪んでいるため、やや弓なりを呈している。断面は、方形の2長辺に山形の溝

が刻まれた様になっている。図右側が破損しているが、その後も利用されたらし

く、欠損面に擦痕がついている。他の4面は共に平滑で、特に図の上・下段の面

には長軸方向の細かい研ぎ痕が無数に残っている。山形の溝は深さ4～6mmで、

二段に落ち込みながら深くなるほど幅が狭くなっており、面は平滑で擦痕が残っ

ている。砥石における砥面の形状と加工物の形状は相互に転移し合う関係にある

ことから、この溝に使用される加工物は極めて薄く鋭利な刃部を持っものと推定

される。通常、磨製石器をここまで薄くして利用することはないので、鎌などの

鉄器の刃部に使用した可能性が高いだろう。石材は暗黒褐色の泥岩で、仕上げに

用いられる細砥であろうか。

314は、9区SD217溝より出土した。全長9・5cm、幅3・2cm、厚さ3・1cmをは

かる不整な多面体で、断面はほぼ台形を呈する。図右側は欠損しており、左側の
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先端には一部に自然面が残存している。図下側の最も広い平滑な面が主たる砥面

で、長軸方向への擦痕が無数に残っており、数か所に硬質なエッジなどによる傷

がついている。図上側の両側面にもかなりの擦痕がみられ、手持ち砥として臨機

応変に利用された様子が伺える。石材は泥岩で、細砥にあたるものであろうか。

315は、21区SC709竪穴住居跡から出土した。全長10．2cm、幅5．5cm、厚さ

3．0cmの不整形な多面体である。図左側が、欠損している。図中段の面が主たる

砥面になり、ほぼ平滑で全面に不整方向の擦痕が残っている。側面および裏面も

研磨に利用されたらしく、僅かな擦痕がみられた。石材は青灰褐色を呈する泥岩

で、細砥と恩われる。

316は、21区SX741遺構より遺物No4としてとりあげたものである。割板

石を利用した置砥で、全長18．3cm、幅11．2cm、厚さ1．7～2．2cmをはかる。図右側

の面は主に対角線方向への擦痕が残り、中央部が使い減りして凹んでいる。左側

の面は周縁部に多くの自然面を残し、長軸方向の擦痕が多い。側面は、図中央の

1面を除いて自然面のままである。石材は細粒砂岩で、仕上げ用の細砥と思われ

る。

317は、8区SC246竪穴住居跡から出土している。全長3．7cm、幅0．6cm、

厚さ0・6cmをはかる直方体状で、一面は使い減りしてやや弓なりに反っている。

断面は方形に近い6面体であるが、研磨面は3面のみで、本来さらに大きい砥石

のコーナー部が分離した剥片と思われる。図の上下も欠損した状態である。石材

は、泥岩である。

318は、8区SD122溝から遺物N0．3としてとりあげたものである。全長

10・7cm、幅4．8cm、厚さ4．8cmをはかる直方体状で、図の左・下・裏の3面は欠損

している。さらに大型の置砥から分離したものであろう。残る3面のうち、図の

右側の面は自然面で加工されておらず、平滑な研磨面は2面に過ぎない。この研

磨面にはほとんど擦痕がみられないことから、欠損後使用されることなく投棄さ

れたと思われる。石材は明黄褐色の中粒砂岩で、中砥にあたるものであろうか。

319は、SCO60－2竪穴住居跡の貼床下の土坑内から検出された。ほぼ直

方体状で、全長7．4cm、幅5．9cm、厚さ4・6cmをはかる。表面に細かい亀裂が走るが、

投棄後に生じたものである。図中央が破損面となっているが、欠損後もそのまま

利用されて、新たに図左下に丸く窪んだ研磨面を形成している。棒状の加工物を

研磨した痕であろうか。他の5面はほぼ平滑で、程度の差こそあれ不整方向の擦

痕が残り、全面が使用の対象となっている。石材は灰褐色の泥岩で、細砥と考え

られる。

320は、13区SX883遺構より遺物No8としてとりあげたものである。全長

9．6cm、幅3・6cm、厚さ2．9cmをはかる不整な多面体であるが、断面はおよそ方形を

呈している。全体に広い平滑面がみられず、擦痕も疎らなことから、砥石として

の実用にははとんど供されることがなかったものと思われる。手持ち砥の、素材

になるものであろうか。石材は、暗灰褐色の泥岩である。

321は、16区SX687遺構より出土した。全長5．8cm、幅3．0cm、厚さ0．9cmを

はかる。図の上．下・右側および裏面を欠損しており、より大きい砥石のコーナー
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磨製石斧

石錘

凹石

部が分離したものである。研磨面は3面認められ、大きく残存する2面には共に

縦横の擦痕が残っている。灰褐色を呈する。

他に、9区SC074竪穴住居跡から遺物No69としてとり上げた置砥が出土し

ている。全体に自然面の多く、不整な石枕形を呈し、全長11．0cm、幅12．8cm、厚

さ3．2cmをはかる。研磨面として利用されているのは、上下両面とも中央から一

方向にかけてで、摩滅して中窪みになっている。石材は淡黄褐色の中粒砂岩で、

荒砥または中砥として使用するものであろう。

．磨製石斧（322）SC246－1竪穴住居跡の床下から出土したものである。

図右側と、刃部の裏側および図の上側が欠損しており、片刃か両刃か判然としな

い。残存部は縦5．7cm、槙3．5cm、厚さ1・6cmをはかる。刃部のある面は極めて平滑

に仕上げられており、横方向の研磨痕が僅かにみられる。また、刃部に近い部分

から刃部にかけては連続する縦方向の研唐原がみられ、そのためか、境の稜はや

や甘くはっきりしない。このことは断面からもうかがえ、前主面から刃部にかけ

ては、緩やかに丸みを帯びた曲線を描いている。左側面は、平らであるが比較的

粗く仕上げてあり、不整方向の研磨痕がみられるものの、敲打の凹凸を残してい

る。側面の断面は中膨れを呈している。石材が黄灰褐色の細粒砂岩であることか

ら、特に強度が必要とされる太型蛤刃石斧とは考えられないが、扁平片刃石斧に

しては厚く、石斧と断定しきれない要素もある。

・石錘（300・338・339）小形の有溝石錘が3点出土している。

338は、13区SC935住居跡より遺物No2としてとり上げたものである。両

端に小さな平坦部を持っ紡錘形で、断面は円形をなし、全長6．9cm、直径1．9cm

（中央部）～0．9cm（端部）、重さ31．6gをはかる。休部長軸方向の全体に面取り状

の研磨が施され、5mm前後の間隔で稜を残している。長・短軸ともに幅約2mmの

Ⅴ字溝が一周し、中央で十字に交わっている。石材は、アクチノ閃石岩との教示

をうけた。滑石よりやや硬い感じのものである。

339は、8区SCO60－2竪穴住居跡の床面上から出

土した。全長5・6cm、直径1．4cm（中央部）～1・Ocm（端部）、

重さ15．0gの両端に平坦部を持っ紡錘形で、断面は円形を

なしている。体部長軸方向には、ヘラ状工具でのケズリ成

形による面取り状の稜が残っている。溝は、短軸中央に浅

く幅広く一周する1条と、長軸にやや深くⅤ字状に彫り込

まれた1条が十字に交わるもので、前者が先に刻まれてい

る。中央付近には、径3mmほどの鉄製品の一部が錆化して

付着しているが、漁具の一部であろうか。石材は、338と

同様にアクチノ閃石岩との教示をうけたが、軟質でいわゆ

る滑石様のものである。

ほかに同種の遺物としてSD273溝より石錘300が出土

しており、長さ6．6cm、重量25．2gをはかる。

・凹石（340・341）　調査区内から2点出土している。

340は、19区SC931竪穴住居跡より遺物Na8として
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石嫉

剥片

とり上げたものである。全体は楕円形に近い方形で、長さ12．0cm、幅6．2cm、厚

さ5・2cmをはかる。上面および両側面に敲打による窪みが残り、上面で4．0×5・Ocm、

深さ0・3cmほどの凹みになっている。石材は、中粒砂岩である。

341は、22区から表採されたものである。全体に雑な仕上げで、不整な直方体

状を呈しており、長さ7．8cm、幅9・7cm、厚さ4・7cmをはかる。上下両面に使用によ

る敲打痕が残り、上面で径4．0cm、深さ0・4cmほどの窪みになっている。石材は黄

褐色の礫質砂岩で、極めて粗い表面をなしている。

・打製石嫉（330・331）　出土した2点とも、石材は黒堆石である。

330は、8区SX054遺構セクション・ベルト内から検出された。凹基の無

茎鉾で片方の基部端が欠損している。長さ1・6cm、残存幅1．7cm、重量0・5gをはか

り、推定最大幅を約2．0cmとすれば、長さと幅の比は1：1．2ほどになる。刃部

の形成はやや雑で、敲打による剥離範囲が大きく、やや鋸歯状になっている。

331は、8区のSC246竪穴住居跡の床下から出土している。片方の基部端

と切先を欠くが平基の無茎鏃で、残存長1・9cm、残存幅1．7cm、重量1．15gをはかる。

外から身中央にかけて丁寧に敲打調整を行い、直線的な刃部を形成している。本

来の長さと幅の比は、ほぼ1：1を示すものと思われる。

・剥片・その他（323～329・332～337）　ここには、第2次剥離による調整加工

が明確にみられないものを挙げた。黒耀石が10点、サヌカイトが3点出土してい

る。

323～327・329．332・334・335・337は黒輝石のフレイクである。326は13区採

集、327は21区SC708竪穴住居跡東西ベルト東側上層より、329はSCO6

0竪穴住居跡から検出された。22区SX796土坑出土の337は、他に比べ石材

が低質である。323～325・332・334・335には一部に原石の自然面が残っており、

323はSXO73遺構、324はSC865－1竪穴住居跡床面直上、325は7区S

CO Ol住居跡、332は8区SC246竪穴住居跡、334は15区SC144－1竪

穴住居跡、335は15区SC136竪穴住居跡セクションベルト3層から検出され

ている。332．334／．335は一部に第2次剥離がみられ、調整加工の行われた可能

性があるものだが、何に加工しようとしたのかは定かではない。

328・333・336はサヌカイト製である。328は22区SX793遺構から出土した

もので、径0・3cmほどの石質の異なる混入物が含まれている。333は、12区SD

942溝から遺物Nalとしてとりあげたもので、4．3×3．5cmをはかる。図左側の

面は、中央に大きく自然面を残したまま下方に雑な調整剥離を施し、主要剥離面

にあたる右側の面も、下方にやや細かい調整剥離を施している。両刃のスクレイ

パーを作ろうとしたものと思われるが、末成品の段階となっている。336は、

16区SX663遺構から出土したフレイクである。　　　　　　（余語琢磨）

4・鉄　　器

鉄器および鉄棒がこれに該当する。今回の調査では、明らかに鉄器という製品
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となっているものの出土は少なく、また材料段階である鉄棒についても、59件

121点となる。この数量が多いのか少ないのか、また製鉄樺であるのか鍛冶樺で

あるのかも今後の問題となるだろう。以下、各遺物について簡単に記述しておく。

－鉄器ー（図版99、100、及び図59参照）

・鉄鏃347－全長3・Ocm、最大幅2・Ocm、厚さ0・5cmを各々はかる。茎を欠いた形

状で、錆は比較的少ない。SCO60竪穴住居出土。

・鉄鉱348－全長3・3cm、最大幅2．3cm、厚さ0．7cmを各々はかる。茎部分には木

質の痕跡が明瞭に残されている。矢の先端部は失われているが、先の嫉347に

比較して、やや長く鋭い印象を受ける。9区SCO74竪穴住居出土。

・鉄鎌349－残存長4・5cm、幅2．9cm、厚さ0．6cmをはかる鍛造製品である。基部

の屈曲部分はかろうじて残されているが、先端部分は失われている。SC708

竪穴住居出土。

・鉄鎌351－全長14．2cm、幅4．1cm、厚さ0・3cmをはかる鍛造製品である。基部

先端部は大きく屈曲させており、さらに上（背）部も基部先端から5．4cmにわたっ

て内側に曲げられている。錆は比較的少なく良好な保存状態のものである。SC
へ　　　　　／′＼
／＼

／　＼

昏

図59　鉄器実測図
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246竪穴住居出土。

・鉄やりがんな352－残存長4・5cm、幅0・6cmをはかる断面正方形の鉄器である。

先端部わずかに屈曲し、さらに尖っていることから、やりがんなの可能性の濃い

製品と見られる。SC246竪穴住居出土。

・鉄やりがんな353－残存長3．6cm、幅1．3cmをはかる断面長方形の鉄器である。

両先端部が失われているため何であるかは明らかにできないが、嫉ないしはやり

がんなが、その候補としてあげられる。SC001竪穴住居出土。

・鉄やりがんな354－残存長7・2cm、幅0・6cmをはかる断面長方形の鉄器である。

先端部がわずかに屈曲し、さらに尖っていることから、やりがんなの可能性の濃

い製品と見られる。SCO74竪穴住居出土。

・鉄やりがんな355－残存長4・2cm、幅0．8cmをはかる断面隅丸方形の鉄器であ

る。両先端部が失われているため何であるかは明らかにできないが、嫉ないしは

やりがんなが、その候補としてあげられる。SC246竪穴住居出土。

．鉄やりがんな356－残存長7．6cm、幅1．0cmをはかる中央部が中空の断面隅丸

方形の鉄器である。一方の先端部が失われいるため何であるかば明らかにできな

いが、嫉ないしはやりがんなが、その候補としてあげられる。SC246竪穴住

居出土。

・鉄鋤先350－残存長4…2cm、幅9・9cmをはかる鋤先である。両先端部を内側に

折り曲げており、刃と見られる部分は欠損しており、かなりの使用があったこと

を考えさせる。SC246竪穴住居出土。

・鉄斧357－全長24．3cm、幅4・3cm、厚さ1．5cmの斧状の鉄器である。断面は長

方形で鍛造品とみられる。SC246竪穴住居出土。

5．その他の鉄関係遺物

・鉄棒－すでに紹介したように今回の調査では、大小あわせて59件121点の塊が

採集されている。それらの重量は、SC074竪穴住居出土のものが324．0g、

306gなどと大きいものが目立っほかは、50g～15g前後のものが多く見られる

ようである。出土遺構としてはSX427、SD942、SCO74、SC86

5などが比較的多いようである。なお今回は時間的な制約から細かな分析は実施

していない。内容を調査したに過ぎない。

・ふいご羽口286

今回の調査ではふいご羽口らしい遺物はいくつか見られたが、明らかにふいご

であると断定できたのはこの1例のみである。残存長5．6cm、幅3．1cmをはかる。

2片に壊れており、本来の同一のものであったと見られる。先端部には高温にさ

らされた痕跡が明瞭に見られる。SD940出土。
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図60　ふいご羽口286遺物写真
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表3　鉄津の重量

1 S C 0　7 4 6．6 g

2 S C 0　7 4 324．0 g

3 S C 0　7 4 296．8 g

4 ’S C O　7 4 306．8 g

5 ’ ．S C 0 7 4 47．2 g

6 S C 2　4　6 86．8 g

7 S C 2　4　6 132．2 g

8 S C 2　4 6 13．4 g

9 S C 2 4 6　 床下 15．2 g

10 S．C ／2 4 6 － 3　西側土坑 143．4 g

11 S C 8 6 5 － 1 27．2 g

12 S C 8 6 5 － 1 9．8 g

13 S C 8 6 5 － 1 9．8 g

14 S C 9 3 1 － 1 185．6 g

15 S X 1 2 1 ． D 層 14 ．6 g

16 S X 1 ．2 1　 D 層 43 ．4 g

17 S X 1 2 1　 6 層 118 ．6 g

18 S X 1 2 1　 D 層 117．6 g

19 S X 1 2 1　 D 層 154 ・4 g

20 S X 4　0 1 66 ．6 g

21 S X 4　2　7 122 ・4 g

22 S X 4 2 7　 最下層 1．2 ．g

23 S X 4 2 7　 4 層 385 ．8 g

24 S X 4 2 7　 B 層 187 ．0 g

25 S X 4　2　7 119 ・O g

26 S X 4 6 0 26 ・2 g

27 S X 8 4 2 88 ・6 g

28 S D 9 4 2 38 ・6 g

29 S D 9 4 2 64 ・8 g

30 S D 9 4 2． 152 ・2 g

31 S D 9 4 2 146 ．8 g

32 S D 、9 4 2 11．8 g

33 S D 9 4 2 6．2 g

34 S D 9 4　2 0．8 g

尚、鉄棒は統一の遺物番号は付していないのでいずれも鉄棒のみの番号である。
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・陶磁器

当該調査範囲の中央部に

かつて所在したといわれる

両に関連したものと見られ

るものである。大半のもの

は図化しなかったが、いず

れも花器ないしは供物を載 図61SD942溝出土陶磁器

せる台となる皿などである。

図に示した皿280が口径10cm、器高2・55cmをはかる小型の陶器製の皿である。

鹿部には高台を巡らせており、上半部分に柚薬を行っている。12区SD942溝

出土。

・瓦

先の陶磁器と同じく、当該調査地域に所在したという両に関連するものである。

大半の瓦は平瓦で、丸瓦はほとんど見られなかった。わずかに桟瓦の軒先部分が

認められ、そこに梅鉢文様が施されており、当該地域に所在していたという両の

性格が、天神信仰に関わるものであったことがうかがえる。なお桟瓦281は、丸

部分の直径8．4cm、残存幅は14．4cmをはかる。

さらに桟瓦282は、丸部分のみの残存である。このほか軒先に用いられたと見ら

れる菊の花弁文様の丸瓦283がある。なおこの直径は9．5cmを測り、他の遺構では

図6214区出土遺物拓影
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土塀や、棟の部分に用いられる。

・銭貨

貨幣に関する出土は、いずれも近世以降に関わるものである。いずれも14区か

らのもので、寛永通宝284は、径2．25cm、重量は2．2gである。ほかの寛永通宝

285は径2．4cm、重量は2・4gをはかる。

・玉類

今回の調査で出土した玉はいずれも小型のビーズ玉あるいはガラス玉というの

がよいかもしれないものである。

遺構別に見た場合は、SCO60竪穴住居、SCO74竪穴住居、SC O17

竪穴住居、SC246竪穴住居、SC708竪穴住居のいずれも住居跡内部から

のものである。このほか場所不明としたものが多く見られるが、これらは、排出
＼

土砂の内部から採集されたものであり、可能性としては、SCO60竪穴住居お

よびSC246竪穴住居から出土したという可能性が濃いと見られる。

なお遺構が明らかなものについても、出土地点が例えばSC060竪穴住居で

は土坑内部と床面下層というように一定していない場合が大半である。大きさは、

5mm前後のものと3．5mm～4mm前後のものの2種類のものがある。色調は青色、

紺色、水色、淡黄褐色がある。このうち紺色及び水色が多くみられる。なお淡黄

褐色については、SC246竪穴住居から1点のみ採集されている。

時期的には、いずれの住居からも須恵器が出土しておらないことを考えあわせ

ると弥生時代から古墳時代前半に、その時期を求めることができるだろう。また

製作手法については、明確には判断し得ないが、おそらくは管玉状のものを切っ

ていった可能性が濃いものも見られる。さらに重量については、0．05g～0・5g

までのものが認められるが、これらのうちで0．05gのものが最も多く見られるも
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図63　ビーズ玉遺物実測図
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のである。なお図化したすべての玉についての計測値は表4のごとくである。

図64　ビーズ玉写真

・鋳型

鋳型には2点があり、ともに石英－長石斑岩石材（註1）を利用している。

345はSC246住居跡から床面に密着して出土し、346はSD23溝状遺

構からの採集品で、ともに破損している。

345は現存法量最大値で縦7・4cm、槙6．5cm、厚さ4・5cm、重量約3409を計る。

正面観ほぼ正方形、側面観長方形状を呈し、正方形面の両面にそれぞれ鏡と矛が

彫り込まれている。鏡の鋳型面は溶解銅を流し込む湯口と鏡背面文様の1／4ほ

どが観察される。湯口は現存部で幅9mm、鋳型上端からの長さ2・7cm、深さ1．5mm

を計る。紐の位置との関係からみて、湯口の幅は現存部よりも幾分大きくなる程

度と推測される。彫り込まれた鏡背面部分は外側から平縁、斜行櫛歯文帯、圏線、

内行花文帯と乳状突起が認められ、その内側に鉦と鉦穴を鋳出すための中子を渡

し掛けるための窪みと思われる部分が観察される。平線幅は8mm、斜行櫛歯文帯

幅7mmほどで、内行花文は6弧に復元される。鏡背文様の彫り込みの深さは平縁

部分で2mm、斜櫛歯文帯や内行花文帯で1mmほどで、乳状突起部分は2mm、中央

の鉦部分はよく観察できないが、7mm程となる。残存部分から鋳型鏡径は7．2cm

はどの方形平面を持っていたと考えられる。湯口および鏡背文様彫り込み面は黒

く変化しており、実際に使用されたことがうかがわれる。また、文様の構成から

この鋳型から製作される鏡の鏡式は垂圏文日光鏡系彷製鏡と考えられ、高倉洋彰

氏による小型彷製鏡の分類（註2）ではⅡa類に相当する。

反対面に彫り込まれた矛は、湯口部分と矛の袋部半分が残り、やはり実際の使

用によって黒く変化している部分が見られる。湯口の上端部は現存部分で、幅3

cm、深さ最大部1．2cmを計り、上端部から矛袋部端までの長さ2．6cmほどである。

鋳型面はかなり欠損しているため、現況での計測値はこの鋳型から鋳出された矛

の形状を正確に反映しないと考えられるが、袋部分の最大測定値は幅6cm、厚さ
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345（SC246出土）

346（SD023出土）

0　　　　　　　　　5
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図65　銅鏡鋳型片実測図（アミ部は黒変部分）
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4．5cmほどになると考えられる。本来、この袋部の外側に実線部が彫り込まれて

いたものと推察されるが、実線部の形状その他については鋳型石材の欠損によっ

てはっきりしない。しかし、少なくとも袋部の形状から、この鋳型から鋳出され

た矛の型式は広形鋼矛（註3）と推察される。鏡、矛ともに湯口の方向は同一で

あり、鋳型の残存状況から見て、矛鋳型としての使用破損後、鏡鋳型に転用され、

さらに砥石として利用されたものと考えられる。

346は変形四角形状を呈し、現存最大測定値は幅5・4cm、縦4．9cm、厚さ3．2cm

を計る。かなり欠けているが、平坦面2面に鋳型らしき細工の痕跡が認められる。

一面は鏡面と恩われ、湯口と鏡面の一部が残る。湯口部分は黒変しており、現存

部分で幅1・3cm、鋳込み面から鏡面までの長さ1．5cm、彫りの深さ1mmを計る°　鏡

面は鏡縁を明確にする造作がなくはっきりしないが、水平面に据えると現存部で

1mmほどの緩やかな窪みが見られ、そこを中心として黒変していることから、鏡

面と判断した。湯口部分との関係や窪みと黒変の範囲からして、面径7．0～7．5cm

前後の鏡鋳型と推測される。鋳出された鏡の大きさは1とほぼ同様であるが、現

存部分で観察する限り鏡面周辺の余白部分が狭く、復元される鋳型石材の大きさ

は1に比べてふた周りほど小さい9cm四方の正方形状となる。鏡面のため、この

鋳型から製作された鏡の鏡式は不詳である。

鏡鋳型面の裏面には、長さ2．7cmほどの矢印状彫り込みが見られ、これも鋳型

かと推測される。しかし、鋳型石材の周辺が欠けていること、全体に黒変してい

ないことなどもあって、断定はできない。あるいは作業の際の目印的な役割を果

たすことも考えられる。また、もし鋳型とすれば、形状からみて鉱に類するもの

と考えられる。

註1　唐木田芳文民の同定による。附論参照。

註2　高倉洋彰「弥生時代小型彷製鏡について」『考古学雑誌』58巻3号1972

同　「弥生時代小型彷製鏡について（承前）」『考古学雑誌』70巻

3号1985

註3　岩永省三「弥生時代青銅器型式分類編年再考」『九州考古学』551980
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表4　ビーズ玉計測値一覧

記録 番号 目付 A B C g （重量）

1 3　0 1 S C O 6 0 － 2　 土坑 内 0 ．4 5 0．2 0・2 0・05 紺

1 3　0 2 S C O 6 0．－ 2　 土坑 内 0 ・4 0．3 0．15 0．0 5 紺

1 3　0 3 S C ．0 6 0 － 2　 土坑 内 0・4 0・25 0．15 0．0 5 紺

1 3 ．0 4 S C O 6 0　 貼床下 4 ／ 9 ．0 ．4 5 0．3 0 ．2 0．1 水色

1 3　0　5 S C 0 6 0　 土坑内 0．4 0．2 5 0・15 0．0 5 水色

1 3　0 6 S C 0 6 0　 土坑内 0・4 0．3 0．15 0．0 5 水色

1 3　0　7 S C 0 6 0 ．土坑内 0．5 0．3 0．2 0．05 水色

1 3 ．0 8 S C 0 6 0 － 2　 貼床下 4 ／ 10 0．6 0・4 0 ・25 0．05 水色

1 3　0　9 S C 0 7 4　 p － 1 1 3 ／ 19 0．3 0．3 0・1 0・05 紺

1 3 1 0 S C 0 7 4 l l 0 ．5 0．3 0・1 5 0・1 紺

1 3 1 1 S C 0 7 4 － 1 0．35 0．3 5 0・1 0．05 水色

1 3 1 2 S C 1 7 6　 覆土 ．3 ／ 1 1 0 ．5 0・4 0・2 0・1 紺

1 3 1 3 S C 2 4 6　 床下 0 ．4 0 ．2 0．1 0．05 紺

1 3 1 4 S C 2 4 6　 床下 0 ．5 0．45 0．15 0・1 5 紺

1 3 1 5 S C 2 4 6 － 1－ 3 ／ 19 0．4 0．2 0．15 0．0 5 紺

1 3 1 6 S C 2 4 6　 床下 0．5 0．4 0．2 0．15 水色

1 3 1 7 S C 2 4 6 0・5 0 ．35 0．2 0．1 淡黄褐

1 3 1 8 S X 4 6 9 0 ．3 5 0・2 01 0．0 5 ≡蔓ま
円

1 3 1 9 S C 7 0 8　　 東西ベル ト 3 ／ 15 0・4 0．2 0．2 0．0 5 水色

1 3　2　0・ S C 7 0 8　　 東西ベル ト 3 ／ 18 0．5 0・3 0．2 0．05 水色

1 3　2 1 廃土中 0．35 0．2 ． 0．15 0・05 紺

1 3　2　2 廃土中 0．35 0．3 0．1 0．05 紺

1 3　2 3 廃土 中 0．45 0・3 5 0．1 0・1 紺

1 3　2　4 廃土 中 0．5 0．25 0．2 5 0．0 5 ≡蔓ま
F∃

1 3　2　5 廃土 中 0 ．35 0．2 0・2 0．0 5 ．水色

1 3　2 6 廃土 中 0．4 0 ．25 0‐15 0．0 5 水色

1 3　2　7 廃土 中 0．4 0．25 0．15 0．0 5 水色

1 3　2 8 廃土中 0．5 0・2 0．1 0．05 水色

1 3 2 9 廃土中 0・5 0・4 0 ・15 ． 0．1 水色

1 3 3 0 廃土中 0．5 0・2 0．15 0・05 水色

1 3 3 1 廃土中 0 ．4 0・25 0．1 0．05 紺
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第4章　考

住居跡

S C2　46

1．遺　　　構

（1）弥生時代～庄内式平行期の遺構について

弥生時代～庄内平行期の遺構には住居跡と溝状遺構があった。

住居跡は南から北に向けて緩やかに突き出した丘陵の西側から北側の斜面にわ

たって分布しており、計28軒確認された。これらの住居跡は基本的に2～4軒が

重なりあった状態で検出しており、同一地点における住居の立て替えがかなりの

頻度で行われたことが知れる。しかし、丘陵斜面を選んで構築しているため、住

居の遺存状態は悪く、ほとんどの住居跡において斜面下方側が残っていない。住

居はほぼ方形か幾分長方形の平面観を持っものと考えられるが、規模は一辺3m

～6m程度まであり、ばらっきが認められる。これには住居が重なり合ったり、

斜面によって一部しか観察できないことなどによって、計測を阻害する要因がい

ろいろと存在することも一因している。これらの住居跡はSC001や246で

観察されたように、基本的には中央に2本の主柱を配する構造であったと考えら

れ、中にはベッド状遺構を作り付けるものもある。また、屋内に炉や貯蔵穴を持

つものもあるが、床面が完全に把握できた住居はないため、住居跡全体での割合

は明確にできない。

住居の主軸方向は地形によって規制されていたものと考えられ、全体に等高線

に沿って構築されている傾向が強い。28軒の住居の存続期間は後述する出土土器

の検討によって、弥生後期中頃～庄内式平行期までにわたるが、個々の住居の時

間的な位置付けや本遺構での組み合わせの推移については明確にできなかった。

住居跡の重なり合いを勘案すれば、最大で11軒程度が同時に存続していたことも

考えられるが、実際にはもっと少数であった可能性が高い。集落規模としてはそ

れほど大きな集落であったとは言い難い規模である。

鋳型が出土した住居はSC246であり、北側斜面に位置し、3軒が重なった

状態で確認されている。鋳型は3軒の中で最も後出する住居の床面に密着して出

土している。住居の北半分は残っていないが、一辺3・9m四方のこの時期に一般

的な住居である。現存部分の住居西側に70×90cmほどの焼土坑があり、．さらに床

面から焼土や炭化物とともに銅成分が検出されるなど、青銅器製作に関係すると

考えられる情報が得られている。しかし、これらの検出状況と具体的な青銅器製

作工程との係わりについては確認できなかった。また、本遺跡内の弥生時代住居

群において、他の住居に比べて、本住居に対する構造や施設の上での特別な配慮

があった形跡も見受けられない。この点においては、代表的な弥生時代青銅器生

産遺跡である春日市須玖永田遺跡の工房跡が掘立柱建物群からなることとは異なっ

ている。住居跡からは弥生後期中頃～終末にかけての土器片がかなり出土してい

るが、鋳型に伴って床面から、出土した土器がないため、その中での年代的な限定
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はできない。ただ、重複して検出された3軒の中で、最も先行する住居跡の床面

に接して、袋状口縁壷の口縁部（図版17－113）が出土しており、これがこの住

居跡の年代を示すものと考えれば、鋳型出土住居跡はこれよりも後出する弥生後

期後半以降に位置付けられることとなる。

弥生時代の溝状遺構は主に北側斜面に分布する住居跡の上下に、等高線に添う

ようにして掘削されている。一見住居跡を区画するようにも見えるが、断続的に

しか検出されておらず、全体の配置などについては不詳である。溝の幅は確認面

で1m以内の部分が多く、溝の両側に柵列などの施設を設けた痕跡は認められな

い。出土遺物には土器をはじめ、鋳型石材、鉄器破片などがある。溝から出土し

た土器の編年的な位置付けは弥生後期中頃～庄内式平行期までにわたっており、

これを踏まえた上でそれぞれの溝の年代を特定するにはいたっていない。

集落

（2）古墳時代後半以降の遺構について

すでに見たように弥生時代の後半から末期に形成された当該集落遺跡は、古墳

時代の前半に入り、やや時期をおいてから再び住居がつくられるようになってい

る。本稿の対象とする時期は、この再び形成された段階の遺構群である。さらに

個々の遺構については、すでに記述してきたはずであるので、ここでは当該時期

遺構の飯倉D遺跡全体の総括を行っておきたいと思う。

まず集落すなわち住居跡では、東側斜面に集中する傾向をもっ。とくに1件の

住居に対して重複する数が多く見られるという傾向は、弥生時代以来の特徴でも

あったが、その傾向はより顕著に現れている場合もある。例えばSC935、9

36、937、938、939の各住居は、一括して把握される範囲内に集中し

て確認されている。またSC931についても931－1、931－2という複

数の住居が重複していた。時期的には古墳時代末に近く、これら一連の住居のな

かでは最も新しい。なおSC953～939の時期的な関係は、SC937が最

も古く、次に938、939と続き、935と936は重複関係がないので両者

が平行して建てられていたことも考えられる。SC935については内部から木

炭が大量に採集され、当該建物が焼失した可能性が濃いことを物語っていた。そ

の焼失の時期は、すでに報告者は記述するように、生活が行われなくなった段階

と見ることが可能であろう。

竪穴遺構焼成土坑　　このほかにはSC936とSC944の重複関係がある。SC936の方が新

しいことが切り合い関係からもわかる。この時期は、一連の東側住居の存続期間

の中間に位置するもので、7C初頭頃が考えられる。

このほかの遺構としては、SX121、SX427竪穴遺構、さらにはSX0

71、274、423、460、842、843、864の各焼成土坑が注目さ

れよう。いずれも800度以上の高温によって内部、および周囲が赤く焼けており、

内部から木炭の痕跡も多く検出されている。明らかに当該遺構内部で焼成作業が

行われたことは確かであるが、その作業が何であったのかは不明とせざるを得ない。

また時期的には、SX427から出土している須恵器から、奈良時代後半と見

られる。同様にSX121からも須恵器が出土しているが、時期の推定は困難で
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鉄棒

弥生土器

青銅器製作所

あるが、少なくとも古墳時代までは遡らないと見られる。

しかしすでに見たように鉄棒をはじめとして多数の鉄関係の遺物が見られるこ

とから、当該遺構が鉄生産に関わる遺構であったと考えたいと恩うがいかかであ

ろうか。また竪穴遺構については、報告者が九州地域の類例をあげているが、い

ずれにしても用途は明らかではない。わずかに調査中、SX427竪穴遺構の壁

面に焼土の痕跡が認められており、当該遺構内部での焼成作業も可能性として残

されている。また鉄棒の出土もSX427及びSX121では多く認められてお

り、鉄に関係する遺構の可能性が濃いということを指摘しておきたい。

以上のように、まず集落が構成された段階に青銅器に関する生産作業が行われ

ていたことが、当該集落遺跡の先ず特徴とすれば、第二段階の集落の形成時期に

は鉄関係の生産が重要な当該遺跡の産業あるいは生業としていたことが想定され

る。なお鉄関係の遺構、遺物は量的にはまだまだ少ないといわざるを得ず、近接

地域での当該関連遺跡の確認が待たれる。

2・遺　　　物

（1）弥生、庄内式平行期の土器について

本遺跡から出土した弥生土器には、甕、壷、鉢、高杯、器台、支柱などがある。

これらの土器は住居跡や溝状遺構の覆土や丘陵斜面に堆積した包含層などから検

出されており、およそ4万点にも上る。しかし、土器の共伴関係などについて検

討できる遺構毎の良好な資料の抽出は困難であった。しかし、なかにはSC70

8住居内の南東隅で検出された土器溜りからの出土資料など、高杯を中心とした

一括性の高い資料もある。SC708土器溜りの場合、出土遺構が住居内に掘り

込まれた土坑であることや高杯が多いこ・となど、祭祀に係わる可能性があるもの

と推察される。これらの土器群は高杯などの形態的な特徴から弥生時代後期終末

に位置付けられる。

その他の住居跡や溝状遺構などから出土した土器は壷や甕、鉢の鹿部や口縁部

の形状、高杯の形態変化などの検討から、概ね弥生時代後期中頃から後期終末を

経て、一部いわゆる庄内式併行期のものが認められる（註1）。したがって、本

遺跡はこの間に存続していたものと理解されるが、先述したように遺構毎の遺物

の組み合わせを明確にできる資料が少なく、各時期毎の遺構の変遷をたどること

は難しい。この中で、弥生後期中頃の土器は溝状遺構から出土することが多く、

住居跡からは比較的後出する時期のものが多い。これは住居において最も新しい

段階の遺物が残り易いことに係わるものであろう。

なお、これらの土器の組み合わせは他の一般的な遺跡における組み合わせと変

わることはない。したがって、土器の形態や組み合わせの上から、鋳型の出土に

よって明らかとなった青銅器製作遺跡としての性格を特徴付けることは難しい。

これが青銅器製作遺跡に普遍的なものかどうかについては、青銅器製作遺跡の調

査事例が少ないこともあり、今後の資料の増加に期待したい。
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註1北部九州の弥生後期～古墳時代前期土器の編年観については、次の論考

を参照した。

柳田康雄「三・四世紀の土器と鏡」『森貞次郎博士古稀記念古文化論集』

1982年

田崎博之「古墳時代初頭前後の筑前地方」『史潤』120号1983年

常松幹雄「伊都国の土器、奴国の土器」『古代探叢Ⅲ』1990年

須恵器

甕

蓋杯

器台

（2）須恵器について

今回の調査では多数の遺物が出土している。これらのうち遺構別に見た場合は、

SC144、931、SC874、944竪穴住居およびSD942溝、SX1

21、427竪穴遺構SX120、883遺構、13区採集からのものが図化可

能なものである。特に量的に多いのは、SC931－1、2、936、944竪

穴住居である。

器種としては、甕の体部の破片が最も多く、ついで蓋杯がある。蓋杯では、ご

く一般的な形状で、蓋の口縁部はなだらかにさがり、中に鈍い稜が巡っており、

口縁端部は内斜する凹面をなす。天井部外面の3分の2以上に回転へラ削り調整

が行われている。内面には丁寧なナデ調整が行われている。これらは蓋194、

195、184にみられるもので陶邑編編ではⅡ形式2－3段階に相当するもの

と考えられ、今回の須恵器の中でも最も時期的に遡る。次に蓋194、183が

ある。先の蓋に比較してやや造作が雑となっているが、時期的にはすぐ後に続く

と考えられる。これらに伴う杯は、前者に対応するものが見られず、後者では杯

185、186があげられよう。これらは、陶邑編年Ⅱ型式3段階に相当する。

また蓋208、209は、杯210、211などに対応するもので、時期的には

さらに1段階新しい。

さらに蓋212は、杯213とセット関係を持っていたとしても不思議ではな

いものである。このほか器種的には、提瓶191、216があり、いずれも細か

な破片であり、時期の特定は困難であるが、ほぼ蓋杯と同じ時期、段階に相当す

ると考えてよいだろう。高杯196は、脚の一部であり、全体の状態によって判

断が異なるが、比較的古い段階の特徴を持っ。伴出している蓋などと同じ時期と

見てよいだろう。このほか器台の台部の破片が見られる。器台222である。S

C144竪穴住居からのものであるが、その出土状態から床面直上ではなさそう

であり、あるいは混入品の可能性もある。当該器種は、日常生活であまり用いな

いものであり、古墳の副葬品によくみられるものである。近接して当該遺構が存

在した可能性もあるが、今回の調査からでは明らかにしえない。またSX121

竪穴遺構からの長頸壷あるいは砲の破片215についても、222と似たもので

あり、他の須恵器とは大きく時期を異にしている。図化できなかったもののなか

に当該蓋とセット関係をなす杯もみられたことから、当該時期にもこの遺跡には

居住者があったということになろう。

最も量的に多い甕では、時期の判断が困難であるが、192、201、200、

204、220のいずれもは近似する手法が用いられており、時期的には近いも
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牛頸窯

石庖丁

中～後期

立岩遺跡

未成品

のであろう。また221、223、218などは、あまり通常では見られない文

様の叩きを用いている。いずれも焼成は、良好であり、胎土はやや粗で白色砂粒

を含む。

これら全体の須恵器については、先に和泉陶邑窯と比較して時期的相関関係を

示したが、これらの胎土や手法、形状の特徴などから推定して、地元産の可能性

が濃いとみられる。とくに後にも分析結果が示されるように、自然科学分析でも、

地元九州地区、春日付近とされている。当該地域は九州最大の牛頚須恵器窯跡群

ケ所在するところであり、そこからの提給品であると考えるのがもっとも妥当で

ある。

（3）石器について

飯倉D遺跡から出土した石器は、石包丁9点、石斧1点、砥石10点、石錘3点、

凹石2点、石嫉2点、剥片・その他が13点、あわせて40点に及んだ。その他、石

庖丁未成品5点、加工痕を持っ大型の石材が数点出土している。うち大多数は、

弥生時代の遺物としてとらえられるもので、これは確認された遺構、特に住居跡

の大部分が弥生時代後期と考えられることからも首肯できる。しかしその一方で、

編年に適する土器が出土していない遺構もあり、また検出状況からも共伴遺物に

よる細かい時期比定の難しい石器が多い。そこで、当該遺跡出土石器に関して、

石器そのものによる編年観や、気がついた二・三の問題点について言及しておき

たい。

石庖丁の形状はバラエティーに富んでいるが、背部両端がやや下がり気味で、

計量的には長さ10cm前後・厚さ0．6cm以上の小振りで器肉の厚いものが多く、9

点ともどちらか一方、又は両方の特徴を有している。これは下僚信行氏の編年弥

生Ⅱ～Ⅲ型1）にあたり、弥生中～後期の様相ととらえられる。石材も多種類に及

ぶが、明らかに笠置山産の輝線凝灰岩とわかるものがSD273溝・SX679

土坑覆土内出土の2点、さらに可能性のあるものが1点表採されており、飯塚市

立岩遺跡との関連が注目される。立岩製石包丁の交易は、中期初頭に北部九州の

各平野との問で開始されて中期一杯まで継続し、その範囲は半径45kmに及んだ

とされている。ところが、今回の調査でSC135住居跡内のピットから、笠置

山産輝線凝灰岩の石庖丁未成品が一括で検出された。この3点は、いずれも製品

に比べ大型で自然面も多く残り、笠置山麓で採集した手頃な石塊をそのまま持ち

込んだものと思われる。とすれば、製品のみならず素材の移動も行われたわけで、

上記の出土製品の中には、当該遺跡で加工・製作されたものが含まれている可能

性も出てきた。ここで問題となるSC135住居跡の時期比定は別項弥生土器の

考察にゆずるが、ほぼ中期の内となれば、製品の他に素材の交易もありえたこと

を示唆する。また素材・製品ともに後期ということになれば、生産力の落ちた立

岩製石包丁に頼らず、直線距離にして約35km離れた笠置山から直接・間接に耐

久力のある優良な素材を入手し、自己消費的に石包丁生産を行っていた様子を伺

うことができる。当該遺跡からは、石器製作を積極的に裏付ける遺構や穿孔具な

どは検出されなかったが、立岩出土石包丁との形態・技法の詳細な比較を含め、
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砥石

鉄器の調整

金属器生産

その他の遺物

鋳型

慎重な検討を行う必要があろう。

砥石は、手持ち砥が4点、置砥が2点、中間的なものおよび残欠が4点となっ

ている。石器の総数に対して出土量が多いように思われるが、これはSD10溝

出土の有溝砥石から推測されるように、鉄器の刃先調整用に使われたと考えれば

理解し易い。事実、調査区内からは鉄鎌をはじめとした数点の鉄製品の出土をみ

ており、弥生後期以降の鉄器の増大に対応するものであろう°また、当該遺跡か

らは青銅製品の鋳型を伴う住居跡や製鉄炉状の焼成土坑も検出されており、これ

らの金属器生産と関連するものも含まれている可能性が高い。

SC60、SC935から検出された2点の石錘は、下僚氏の提唱する「九州

型石錘」2）にあたるものである。いずれも滑石様の素材に十字の溝をっけた長さ

6cm前後の紡錘形で、氏の小形A2．型に分類できる。小形A2．型は玄界灘沿岸を

中心に広く分布し、弥生時代中期後半にあらわれ古墳時代前期に衰微するとされ

ており、検出されたSC60・935住居跡時期に一致している°量の僅少性か

ら・漁網錘とするよりも釣漁の沈子用と考えられ、近隣の河海における漁携に利

用されたものであろう。

（余語琢磨）

1）下僚信行「東アジアにおける外湾刃石庖丁の展開」『鏡山猛先生古稀記念古

文化論致』、1980

2）下僚信行「弥生・古墳時代の九州型石錘について」『九州文化史研究所紀要』

第29号、1984

（4）その他の遺物

本遺跡で得られた土器以外の遺物には、青銅器鋳型をはじめとして、石器、鉄

器、ガラス小玉などがあった。

このうち、鋳型の2点はともに破損して検出された°1点は鏡背面と矛、もう

1点は鏡面の鋳型である°鏡背面と矛が掘り込まれた鋳型は、矛としての使用後、

鏡背面鋳型として用いられたものと考えられる。この鋳型から製作された矛の型

式は広形鋼矛、鏡は高倉氏分類による小型彷製鏡Ⅱa類に相当する。この小型彷

製鏡Ⅱa類について、高倉氏はalからa5類までに細分されているが、本鋳型

から製作された製品は櫛歯文帯と内行花文帯の間にめぐらされた圏線と、内行花

文帯の内側に配置されるS字状文や蕨手状文、乳状突起の関係などの点で、これ

ら細分された鏡式のどれとも微妙な違いが認められる。本鋳型によって製作され

た製品の探索とともに、これらの点については今後の課題である。

なお、この鋳型から製作された製品の法量については、矛の場合欠損部分が多

く、細かい寸法については明確にできない。鏡については面径7．2cmほどに復元

される。この鏡背鋳型で製作された鏡の法量について、本報告書の刊行以前の紹

介記事（註1）では復元面径6・3cm、復元内行花文数7弧としていたが、ここでそ

れぞれ7・2cm、6弧に訂正しておきたい。

もう1点の鏡面鋳型は管見に及ぶ限りこれまでに出土例がなく、はじめての出

土例と考えられる。鏡面は鏡背面と異なり、何ら図柄をもたないため、鋳口と黒
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使用年代

鉄器

ガラス小玉

変部分、さらに極めて緩やかな窪みによって、鏡面と判断された。しかし、現存

部分で見る限り、鏡縁部がはっきりしない。このため、本鋳型から鋳出された製

品の鏡式や法量は明確にできないが、鋳口部分と黒変部分の範囲からの推測を述

べれば、面径7．0～7・5cm前後の製品を製作していたものと考えられる。

これらの2例の鋳型はそれぞれ出土した遺構を異にする。しかしながら、それ

ぞれ鏡面と鏡背面の鋳型であり、同一遺跡からの出土したことや面径の推定値な

どを踏まえれば、あるいは同一製品を製作した雄型と雌型である可能性も考えら

れる。ただ、もし同一製品の鋳型であるならば、復元される鋳型の全体形にかな

りの違いがある雄型と雌型を組み合わせて、鏡の製作にあたっていたこととなる。

鋳型の構造上、理論的には不可能ではないと考えられるが、これを積極的に肯定

する論拠もない。これらについては、他に比較する資料もないため、その可能性

を指摘するに留めておきたい。

なお、これらの鋳型の使用年代については、先の土器の検討によって導かれた

弥生時代後期後半以降庄内式伴行期までの問に位置付けられる。高倉氏の鏡式分

類と編年において、Ⅱa類は主に弥生後期中頃から後半にかけて製作されたとさ

れており、本遺跡例はこれよりもやや幅を持たせた年代観の中に含まれることと

なる。

次に、石器には石庖丁ならびに石庖丁未製品、石嫉および剥片石材があった。

石庖丁は住居内から埋置された状態で検出されたSC135の例もあり、弥生

後期中頃以降になっても使用されていたことが明らかである。弥生後期後半段階

にはかなりの割合で鉄器が普及していたものと想定されるが、このような石庖丁

の出土は弥生時代における利器の鉄器化が器種によってかなり異なっていたこと

を示すとも考えられる。あるいは、本遺跡における石鉱や剥片石材の存在もこれ

に通じるのかもしれない。

その鉄器であるが、本遺跡では弥生時代の鉄器として、斧、鎌、鋤先などが検

出されている。鉄器は素材の腐食や弥生時代の遺構の性格などによって・住居後

や溝などからは比較的出土しづらい。本遺跡出土例もかなり腐食しており、現状

から製品の原形をかろうじて確認できるのみである。

ガラス小玉は弥生時代住居内覆土および張り床土の中から出土した。いずれも

管状ガラスを切断して製作されたものと考えられ、径5mm・幅2mm・孔径2mm余

りを計る。これらのガラス玉は調査中の掘り下げ段階で確認できたものもあるが・

ほとんどは覆土や張り床土を取り置いて水洗いした結果、確認された。これによ

り弥生後期の住居後からはガラス小玉の採取される可能性がかなり高いことが知

られ、今後の注意が喚起される。

（註）

1・中村　浩・池田柴史・田尻義了「弥生後期の生産遺跡ー福岡市飯倉D遺跡」

『季刊考古学』第48号1994年
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付論1　飯倉D遺跡出土の鋳型について

鋳型

小型彷製鏡

矛

B面

湯口

広形鋼矛

湯道の痕跡

銅矛

東京国立博物館　井　上　洋　一

鋳型の現法量は、7．4×6．5×4．5cmである。鋳型面は表裏両面につくられ、A面

にはいわゆる「小型彷製鏡」が、B面には「矛」が彫り込まれている。両者は同

時に使用されたものではなく、おそらくは、B面の矛が鋳造された後、この鋳型

が壊れ、その一部（末端部）を鏡の鋳型として再利用したものと考えられる。全

体は淡茶褐色を呈すが、湯口の周辺部および節帯部付近には黒変した箇所が認め

られる。

ここではB面に彫り込まれた矛について若干のコメントを加えることとする。

B面に残されているのは、矛の湯口から節帯部までであり、以下は欠損してい

る。湯口は立面観は半月形に、側面観は緩やかに外反するラッパ形に彫り込まれ

ている。丁度この中央部にあたる位置に、現存長0・52cm、幅0．11cmの縦方向の沈

線が確認できる。そしてこの湯口に続き、銅矛の袋端部（節帯部）が強く外反し

たラッパ形に、より深く彫り込まれている。ただし、鋳型の合わせ目面の表面が

剥離し、かっ磨耗していることからすれば、これらの彫り込み面はもう少し上に

あったと考えられる。こうした点を考慮し、製品を復元してみると、袋端部はお

よそ長径8cm、短径6cm前後で、甲張り転用実線が鰭状化した「広形鋼矛」を想

定することができる。また、全体の長さはおよそ85cm前後に復元することが可能

である。

一般に、広形鋼矛をみると、袋端部の厚みは均一ではなく、対角線の位置、4

箇所が癖状に突出しているものが多い。これらは明らかに湯道の痕跡であり、こ

の瘡状の部分に切断痕がみられるものもある。また、このことは福岡県朝倉郡夜

須町ならびに福岡県春日市須玖坂本などから出土した銅矛の中子の形態からも裏

付けられる。これらの中子は断面が楕円形に近い円錐状を成すが、この頭部は梶

棒頑のように一回り大きくつくられ、そこには縦方向に四条の溝がつくられてい

る。その立面観は丁度、四葉形を成している。この頭部が鋳型の湯口の部分に組

み合わされ、この溝が湯道となって銅矛が鋳造されたと考えられる。したがって、

先に指摘した湯口の中央部にみられた沈線は、この湯道を刻んだものと考えるこ

とが可能である。

本鋳型でもう一つ注目されるのは、鋳型の一側面中央部に一条の溝が彫り込ま

れている点である。その部分の損傷は著しいが、明らかに溝が走っていることが

確認できる。鋳型の側面にこうした溝をもっ例は、福岡県筑紫野市仮塚南遺跡出

土の飼犬鋳型・福岡市東区多田羅遺跡出土の銅釧鋳型・京都府向日市鶏冠井遺跡

出土の銅鐸鋳型などをあげることができる。また、二つの石材をっなぎ合わせ完

形の銅矛鋳型とする福岡県春日市須玖出土の鋳型（熊野神社所蔵）には、その二

つの接合面に溝が彫り込まれている。特に、本例は湯口や節帯都のつくりがこの
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須玖出土鋳型ときわめて似通っており、ここに本鋳型の原形をみるようでもある。

この溝の性格については、二つに鋳型をっなぎ完成品とする須玖出土鋳型など

から考えると、複数の鋳型をっなぎ合わせ縄紐等で緊縛する際の紐掛け溝の一種

ではないかと思われる。また、こうした鋳型の接続面は当然の結果として製品に

反映される。広形鋼矛には、その接合部が明確に鋳出されているものが存在する

ことも知られている°

石型で如何にすれば大型品を鋳造することが可能であるかを追求した人々の知

恵をみるようでもある。

出土土器からもこの鋳型の時期は、弥生時代後期後半に位置づけられる。この

時期、近畿地方ではすでに1mを超す大型銅鐸の製作を土型を用いることで可能

にしている。こうした土型を用いる技術は、おそらく九州にも存在していたに違

いない°　にもかかわらず、九州ではかたくなに石型で鋳造が行われていたようで

ある。青銅器鋳造にみる九州の伝統とでも言うべきであろうか。いずれにせよ、

本鋳型は断片資料であるが、銅矛の鋳造技法を解明する上できわめて重要である

とともに広形鋼矛ならびに小型彷製鏡の年代を計り知ることができる貴重な資料

である。そして、なによりもこの地でこうした青銅器の鋳造が行われていたこと

を積極的に窺わせる発見の事実こそが、北部九州の弥生時代後期の社会状況を考

える上に、きわめて重要な資料を提示したことになろう。

図66　春日市須玖出土銅矛鋳型
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付論2　飯倉D遺跡出土の遺物岩石

西南学院大学名誉教授　唐木田　芳　文

飯倉D遺跡出土の遺物岩石のうち、偏光顕微鏡によって検鏡・鑑定したのは次

の4点である。

1）940401（銅鏡・矛鋳型）：石英長石斑岩

2）940221：角閃石（オパサイト）単斜輝石かんらん石玄武岩

3）940321：車斜輝石かんらん石角閃石（オパサイト）玄武岩

4）940225：黒雲母含有普通角閃石安山岩

Ⅰ・石材の岩石学的性質

1）940401（銅鏡・矛鋳型）：石英長石斑岩

肉眼による観察

緻密、灰白色で、微細な板状絹雲母が岩石全体に散在する。斑晶はきわめ

て少ないが、ときに、長さ1～1．5mmの卓状斜長石とそれと同程度の大きさ

で丸みを帯びた石英の斑晶が認められる。

この種の、斑晶の少ない細粒の石英長石斑岩は珪長岩とも呼ばれる。

偏光顕微鏡による観察（図67、1・2・3・4）

主成分鉱物は石英・カリ長石・ソーダ質斜長石・絹雲母（微細な白雲母）

からなる。

石英・長石は、0．01～0・1mm大の不規則な粒状結晶をなして組み合ってい

る。ときどき両者は放射状に集合して、径0．2～1mmの球顆構造（図67、3・

4）をつくり、この岩石の特徴となっている。斜長石は、斑晶と石基の微粒

結晶との中間的な大きさ（長さ0・4mm前後）の微斑晶に成長していることが

ある（図67、1・2）。カリ長石もときに、長さ0．1～0．4mmの矩形断面を示

す大きい結晶に成長し、あるものには微斜長石構造やカールスパッド双晶が

見られる（図67、3）。絹雲母は径0・02～0．15mmの板状結晶をなし、石基に

散在するほか、斑晶斜長石中にも多数包有されている（図67、1・2）。

2）940221：角閃石（オパサイト）単斜輝石かんらん石玄武岩

肉眼による観察

ねずみ色の緻密な石基中に、一般に長さ1mm以下の黒色斑晶（主にかんら

ん石）が散在する。

偏光顕微鏡による観察（図68、1・2）

斑晶は多い順に、かんらん石・黒色鉄鉱・オパサイト・単斜輝石からなり、

石基には斜長石・単斜輝石・黒色鉄鉱のほか金雲母・燐灰石・アノーソクレー

スが含まれる。拍子木状の斜長石が平行配列してつくるピロタキシティック
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組織（図68、2）を示し、斜長石の粒間を単斜輝石が埋めている。

かんらん石はときに長さ約2mmに達する。一般に丸みを帯びた矩形断面を

示し、ときに両端がピラミッド形に尖った自形結晶のこともある。割れ目や

周縁にそって、褐色のイディングス石に変質することがある。単斜輝石は斑

晶としてはまれで、主に石基を構成する。石基のものは、長さ0．05～0．15mm

の粒状～短柱状で、淡縁褐色を呈し、チタン普通輝石質である。黒色鉄鉱の

斑晶・微斑晶は径0・1～1mmで、不規則～四角、矩形断面を示し、石基のも

のは径0・02mm前後の粒状をなす。

斜長石は長さ0・1～0．2mmの拍子木状をなし、細品を取り巻くように、ゆる

く波うって平行に配列する。ほとんどの結晶は双晶と累帯構造を示す。斜長

石の粒間にはアノーソクレースがまれに見られる。金雲母は斜長石と単斜輝

石との粒間を埋めてわずかに現れる。不規則板状結晶で、淡黄色～赤褐色に

強い多色性を示す。オパサイトは微粒の黒色鉄鉱と単斜輝石の集合体（図68、

1）で、角閃石からの分解生成物である。丸みを帯びた柱状～菱形をなし、

長さは最大で約4mmに達する。

3）940321：単斜輝石かんらん石角閃石（オパサイト）玄武岩

肉眼による観察

褐灰色の撤密石基中に、長さが最大で4mmに達する黒色柱状の角閃石（オ

パサイト）斑晶を多数含む。

偏光顕微鏡による観察

顕微鏡下の性質は940221の角閃石（オパサイト）単斜輝石かんらん石玄武

岩と類似している。主な相違点は、①オパサイトがより多いこと、②金雲母

を含まないことである。

4）940225：黒雲母含有普通角閃石安山岩

肉眼による観察

石基は灰白色、緻密で、長さが最大で4mmに達する黒色、針状の角閃石が、

板状の節理面に平行に散在する。

偏光顕微鏡による観察（図68、3・4）

斑晶は普通角閃石と斜長石、石基は斜長石・黒色鉄鉱．普通角閃石・黒雲

母．ガラス・燐灰石からなる。普通角閃石・斜長石結晶は平行な配列傾向を

示す。

普通角閃石は斑晶をなし、長柱状で、Z＝褐緑色、Y＝緑褐色、Ⅹ＝淡緑

黄色の多色性を示す。ときどき双晶や累帯構造が見られる。黒雲母は、径最

大約0．2mmの薄い板状結晶をなし、普通角閃石斑晶の周囲に付随して現れる。

石基中に単独で出現することはまれである。緑褐色～淡緑黄色の多色性を示

す。微粒の黒雲母の黒色鉄鉱の集合体が普通角閃石結晶の周囲をコロナ状に

取り囲むことが多い。これは角閃石のオパサイト化作用の初期状態に相当す

る。黒色鉄鉱は不規則～矩形断面を示し、0．02～0・1mm大が普通であるが、

ときに0・5mm大に達するものもある。

斜長石は、長さ2～3mmの斑晶をなすこともあるが、多くは石基を構成し、

－120ー



長さ0．1～1mmの厚い卓状結晶をなす。斑晶状の大きい結晶以外は、一般に

顕著な累帯構造は示さず、結晶の周縁部が多少ソーダ質になるだけである。

双晶も少ない。

Ⅱ．石材の出所

1）940401の石英長石斑岩

北部九州においては春日市をはじめ早良．福岡平野とそれに続く佐賀平野

の各地から、銅鐸、銅剣などをはじめ弥生時代の青銅器鋳型が多数出土して

いる。その鋳型石材の大部分は細粒の石英長石斑岩である（唐木田、1993）。

弥生時代後期中頃の飯倉D遺跡から出土した銅鏡・矛鋳型が、春日市などか

ら出土した鋳型石材とやはり同類の石英長石斑岩でつくられていることは、

当時の青銅器製作が職業的に大規模に行われていたことを示唆しており、興

味深い。現在のところ、その石材の出所・産地については不明である。

2）・3）940221・940321の玄武岩

山陰から北西部九州にかけての沿岸地域には、新生代のアルカリ玄武岩を

主とする各種の火山岩類が分布し、古くから環日本海アルカリ岩石区と呼ば

れている。その中で北九州－福岡地域には、東から六連島、黒埼（城山・妙

見山）、津屋崎、相ノ島、玄界島、能古島、毘沙門山、今山、芥屋大門、可

也山、姫島などにアルカリ玄武岩類が、小規模ではあるが広く分布している。

（Oji，1961；松本ほか，1962）

松本ほか（1962）は、この地域のアルカリ岩系の玄武岩類の岩型として、

かんらん石玄武岩・単斜輝石かんらん石玄武岩・かんらん石角閃石玄武岩・

単斜輝石かんらん石角閃石玄武岩の4つを識別し、その分布と性質を記載し

ている。それによると、飯倉D遺跡の940221・940321と同類のオパサイトを

含む単斜輝石かんらん石角閃石玄武岩は能古島と相ノ島に分布する。したがっ

て地理的にみて、飯倉D遺跡の玄武岩は能古島から運ばれてきた可能性が最

も高い。

4）940225の黒雲母含有普通角閃石安山岩

北部九州における安山岩類の分布を見ると、脊振山地からその北東側の三

郡山地・福智山地には見られず、福岡・大分県境の英彦山の北西山麓を通っ

て、ほぼ南西に延びる線より南東側の大分・熊本県に広く分布している（唐

木田ほか、1992など）。早良・福岡平野から地理的に最も近い安山岩分布域

は、筑後）1伸流の杷木町・浮羽町あたりである°　しかし、この安山岩分布域

には、新第三紀中新世から現在に至る長期間に噴出した多種類の安山岩類が

各所に分布しており、飯倉D遺跡から出土した940225の黒雲母含有普通角閃

石安山岩に相当する岩石がもたらされた産出場所を特定することは、現在の

ところ困難である。
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図67

写真1（平行ニコル）写真2・3・4（十字ニコル）：940401（銅鏡・矛鋳型）の石英長石斑岩

P：斜長石、k：カリ長石、m：絹雲母、S：球顆、スケールバー：0．2mm

写真1における単色部は、複雑に組み合った石英と長石からなる。絹雲母（濃い灰色の

部分）は、石基と斜長石微斑晶中に多数散在して見られる。

写真2の斜長石微斑晶はアルバイト双晶を示す。

写真3ではカールスパッド双晶を示すカリ長石と石英．長石が放射状に組み合った球顆
構造が見られる。

写真4はやや大形の球顆を含む。
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図68

写真1（平行ニコル）・写真2（十字ニコル）：940221の角閃石（オパサイト）単斜輝石かんらん石玄武岩
0：かんらん石、Ⅹ：単斜輝石、p：拍子木状斜長石、O p：オパサイト
スケールバー：0．2mm

写真1では、かんらん石とオパサイトの斑晶ならびに石基の単斜輝石がよく見られる。
写真2には、拍子木状斜長石がかんらん石斑晶の周りに平行に配列したピロタキシティツ
ク組織がよく示されている。

写真3（平行ニコル）・写真4（十字ニコル）：940225の黒雲母含有普通角閃石安山岩
h：普通角閃石、p：斜長石、O p：オパサイト
スケールバー：0．2mm

写真3では、普通角閃石を取り囲むオパサイト・バンドがよく見られる。普通角閃石と
斜長石はほぼ平行に配列している。
写真4の普通角閃石斑晶には双晶が認められる。
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付論3　飯倉D遺跡の花粉化石

1・試料と分析方法
試料は、SCO74，SC136，SC144，SC246，SC782，SC865，SC935の7試料で

ある（付論4飯倉D遺跡のプラント・オパールの図71を参照）。これら7試料に

っいて、SCO74（住居跡床面直上）は黄褐色のローム質土で、径5mm前後のレキ

が多量に含まれている。また、7～8mmの根跡があり、明黄褐色ロームや黒褐色

土壌がその跡を埋めている。SC136（住居跡床面直上）は暗黄褐色ローム質土で、

砂レキが多量に含まれ、細い根が認められる。SC144（床面直上）は暗黄褐色の

ローム質土で、レキが多量に含まれ、炭片が認められる。SC246（床面直上）は

明黄褐色のローム質土で、レキが多量に含まれ、炭片が認められる。SC782（覆

土）は赤褐色のローム質土で、砂レキが含まれ、細い根が認められる。SC865

（1棟　床面直上）は明黄褐色のローム質土で、砂レキが含まれ、炭片が認めら

れる。SC935（第2層）は黒黄色のローム質土で、砂レキが多量に認められる。

これら7試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った。なお、

SC144，SC246，SC935の3試料については併せてプラント・オパール分析も行

われている。

試料（湿垂約15g）を遠沈管にとり、10％水酸化カリウム溶液を加えて20分間

湯煎する。水洗後、0・5mm目の筒にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて

粗粒砂分を除去する。次に46％フッ化水素酸溶液を加え30分間放置する。水洗後、

比重分離／（比重2．1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を

回収する。この浮遊物について水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処

理（無水酢酸9：1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎）を行う。水洗後、残

漆にグリセリンを加え保存用とする。検鏡はこの残漆より適宜プレパラートを作

成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

2・分析結果
検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉24、草本花粉16、形態分類で示し

たシダ植物胞子2の計42である。これら花粉・胞子の一覧を表5に示したが、表

中のハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ

科・バラ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるがそれぞれに分

けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括していれてある。なお、樹木花粉

の検出数が少なく、分布図として示すことはできなかった。

検鏡の結果、樹木花粉に比べ草本花粉の占める割合が高く、特にイネ科やヨモ

ギ属花粉が多く得られている。少ない樹木花粉のなかでは、コナラ属アカガシ亜

属が最も多く得られ、次いでコナラ属コナラ亜属が多く観察されている。その他、

マツ属複維管束亜属（アカマツやクロマツなどのニヨウマツ類）やスギ属、シイ

ノキ属－マテバシイ属、ニレ属－ケヤキ属、ウルシ属などが検出されている。
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表5　飯倉D遺跡産出花粉化石一覧表
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草本類では先にも記したようにイネ科が多く得られており（SC865を除く6試

料より）、SCO74，SC144，SC935の3試料では全花粉胞子総数の3～4割を占め

ている。同試料においてヨモギ属も多く得られており、特にSC935では最も多く

産出している。またナデシコ科やアブラナ科も、イネ科やヨモギ属同様SC865を

除く6試料より得られている。その他、アカザ科－ヒユ科やセリ科、タンポポ亜

科などが多くの試料から産出している5また、壊れているがソバ属花粉（図70参

照）が1点だけSC246より検出されている。

3・遺跡周辺の古植生
検出花粉数が少なく、特に樹木花粉は少なく、古植生について考察することは

難しいが、その傾向について少し記すこととした。

遺跡周辺は、多く検出されているイネ科やヨモギ属、およびアカザ科－ヒユ科、

ナデシコ科、アブラナ科、セリ科、タンポポ亜科などの雑草類が多く生育してい

たと推測される。プラント・オパール分析でもネザサ節やウシクサ族（ススキや

チガヤなど）などが生育する開けた陽地的な環境が予想されており、遺跡周辺は

これらが分布する草地が広がっていたとみられる。

一方、樹木類は草地の周辺に分布していたと予想され、アカガシ亜属やシイノ

キ属－マテバシイ属を主体とした照葉樹林が成立していたと予想される。また、

ニヨウマツ類やコナラ亜属も比較的検出されており、炭化材樹種同定においては

シイノキ属やクスノキなどが認められる。このことは、シイノキ属やクスノキ、

あるいは今回は認められなかったがアカガシ亜属といった照葉樹林要素が燃料材

として使われ、その跡地にニヨウマツ類やコナラ亜属が二次林として侵入した結

果と推測される。

4・栽培植物について

多く検出されているイネ科花粉の中にイネ属とみられる花粉化石が認められ、

また、プラント・オパール分析においてイネのプラント・オパールが多くの試料

より検出されている。こうしたことから、飯倉D遺跡においては少なくとも弥生

時代後期頃にはイネが存在しており、付近において稲作が営まれていたとみられ

る。

また、1点だけであるがソバ属花粉が得られており、ソバについても遺跡周辺

において栽培されていた可能性が考えられる。

5・まとめ

銅鏡の鋳造を行っていたと推測される住居跡などが検出された飯倉D遺跡周辺

の古植生は以下のようであったと推測される°

遺跡周辺七はイネやソバが栽培され、その周辺や住居の周りにはネザサ類やウ

シクサ族（ススキやチガヤなど）などのイネ科やヨモギ属、アブラナ科、タンポ

ポ亜科などの雑草類が生育し、草地的な景観が広がっていた。

こうした草地の周辺に、アカガシ亜属やシイノキ属－マテバシイ属を主体とし
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た照葉樹林が成立していた。しかしながら、銅鏡の鋳造などの燃料材としてこれ

らの木材が使われ、照葉樹林の一部は破壊され、その跡地にニヨウマツ類やコナ

ラ亜属が二次林として侵入した。

－128－



20〝㎡

図69　飯倉D遺跡の花粉化石

1：クルミ属　PLC．SS1509　SC246

2：コナラ属コナラ亜属　PLC．SS1505　SC782

3：コナラ属アカガシ属　PLC．SS1507　SC782

4：シイノキ属ーマテバシイ属　PLC．SS1506　SC782

5：ウルシ属　PLC．SS1512　SC136

6：ウコギ科　PLC・SS1513　SC782
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図70　飯倉D遺跡の花粉化石
7：ソバ属　PLC．SS1508　SC246
8：イネ科　PLC．SS1511SC144
9：タンポポ亜科　PLC．SS1510　SC144
10：アブラナ科　PLC．SS1514　SCO74
11：ヨモギ属　PLC．SS1515　SCO74
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付諭4　飯倉D遺跡のプラント・オパール

福岡市城南区七隅3丁目に所在する飯倉D遺跡において、弥生時代後期の溝や

住居跡などが検出されている。また、この住居跡からは鏡の鋳型や焼土も検出さ

れており、銅鏡の鋳造を行っていた工房跡であることが推定されている。

以下に示すプラント・オパールは、根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内

に沈積・形成されたもの（機動細胞珪酸体や単細胞珪酸体など）が、植物が枯れ

るなどして土壌中に混入して土粒子となったものを言い、機動細胞珪酸体につい

ては藤原（1978など）によってイネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が

進んでいる。こうしたことから、飯倉D遺跡における鋳造の際の燃料材、住居の

屋根茸材、あるいはイネなどの食料源について検討をする目的でプラント．オパー

ル分析を試みた°なお、ムギ類などは機動細胞珪酸体が形成されないことが知ら

れており、単細胞珪酸体など機動細胞珪酸体以外についても観察した。また、併

せて花粉分析や炭化材樹種同定、炭化種実同定が実施されており、弥生時代後期

頃の遺跡周辺の古植生や燃料材の検討などが行われている。

1・試料と分析方法

プラント・オパール分析に供した試料は、SC144，SC246，SC708，SC935，

SX121・ST270，SX427の7試料である（図71）。試料の簡単な記載を記すと、S

C144は床面直上より採取された暗黄褐色のローム質土で、炭片がみられ、レキ

が多量に認められる。SC246も床面直上より採取された明黄褐色のローム質土で、

炭片がみられ、レキが多量に認められる°SC708は赤褐色のローム質土で、細い

根がはいり、レキも含まれる。SC935（第2層）は黒黄色のローム質土で、砂レ

キが多量に認められる。SX121はベルト第8層より採取された暗黄褐色のローム

質土で、砂レキが多く、細い根も認められる°ST270は甕棺外の地山より採取さ

れた赤褐色のローム質の砂レキである。SX427はベルト第5層より採取された明

黄褐色のローム質土である。これら7試料について以下のような手順にしたがっ

てプラント・オパール分析を行った。なお、SC144，SC246，SC935の3試料に

ついては併せて花粉分析も行われている。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約1g

（秤量）をトールビーカーにとり、約0．02gのガラスビーズ（直径約40〟㎡）を

加える。これに30％の過酸化水素水を約20～30cc加え、脱有機物処理を行う。処

理後・水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法により1〝

㎡以下の粒子を除去する。この残液よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを

作成し、検鏡した。同定および計数はガラスビーズが300個に達するまで行った。
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図71飯倉D遺跡全体図（飯倉D遺跡資料よの

2．分析結果
同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率

から試料1g当りの各プラント・オパール個数を求め（表6）、またそれらの分

布を図72に示した。以下に示す各分類群のプラント・オパール個数は試料1g当

りの検出個数である。

分析の結果、機動細胞珪酸体ではST270（甕棺外地山）およびSX427（ベルト

第5層）の2試料を除く5試料よりイネのプラント・オパールが検出された。個

数としては1，000～4，500であるが、SC935（第2層）では約14，000と突出して検

出されている。また、単細胞珪酸体ではSX121（ベルト第8層）よりイネ属が少

し認められているだけである。イネが検出されなかったSX427（ベルト第5層）

はテフラ層（二次堆積？）ともみられるような土相で、プラント・オパールはほ

とんど検出されていない。また、ST270（甕棺外地山）も砂レキで、ネザサ節型

やクマザサ属型などがわずかにみられるだけである。これら2試料を除く5試料

において最も多く検出されたのはウシクサ族で、約6，000～60，000個である○　ネ

ザサ節型も10，000個前後得られており、クマザサ属型は3，000個前後で・その他

ヨシ属やキビ族などが産出している。単細胞珪酸体ではタケ・ササ型が最も多く、

ネザサ節型と同様の出現傾向が認められる。次いでキビ型が多く得られている。
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表6　試料1g当りのプラント・オパール個数

試 料 番 号

機　 動　 細　 胞　 珪　 酸　 体

イ ネ ネ ザ サ 節 型 マ ダ ケ 属 型 ク マ ザ サ 属 型 他 の タ ケ 亜 科 ヨシ 属 シ バ 属 キ ビ族 ウ シ クサ 族 不 明

（輝 ／ g ） （個 ／ g．） （個 ／ g ） （個 ／ g ） （個 ／ g ） （個 ／ g ） （個 ／ g） （個 ／ g） （個 ／ g） （個 ／ g ）

S　C 1 4　4 1，000 1 4，6 00 0 3，100 1，000 1，0 00 2，100 1，00 0 2 0，900 1 3，600

S　C　2　4　6 2，100 5，2 00 0 3，100 0 1，00 0 0 0 6，300 9，400

S ．C　7　0　8 4 ，500 6，80 0 0 4 ，50 0 1，100 0 1，100 1，10 0 9，000 1 0，200

S　C　9　3　5 13，900 1 6，1 00 1 1．0 0 1，10 0 1，100 1，10 0 1，100 0 1 2，900 1 8，200

S X 1 2 1 2，20．0 24 ，1 00 1 1 0 0 8，80 0 2，2 00 0 0 0 5 9，200 9，900

S　T　2　7　0 0 3，9 00 0 1，00 0 0 0 0 0 0 1，000

S　X 4　2　7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1，200

試 料 番 号

ヽ

単　 細　 胞　 珪　 酸　 体

イ ネ 属 タ ケ ・サ サ 型 キ ビ 型 ．ヒ ゲ シ バ 型 ウ シ ノ ケ グ サ 型 不 明

（個 ／ g） （個 ／ g ） （個 ／ g） （個 ／ g） （個 ／ g ） （個 ／ g）

S　C 1 4　4 0 14，6 00 7，3 00 ／0 3 ，100 2 ，100

S．C　2　4　6 0 6，3 00 2，100 0 0 0

S　C　7　0　8 0 9，0 00 3，40 0 0 0 0

S　C　9　3　5 0 12，9 00 0 1，100 1 ，100 0

S　X 1 2 1 1，100 2 7，4 00 1 2，10 0 2，200 1 ．100 0

S　T　2　7　0 0 2，．9 00 0 0 0 0

S　X 4　2　7 0 0 0 0 0 0

単細胞珪酸体

ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
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シ
バ
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図72　飯倉D遺跡のプラント・オパール分布図
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3・住居跡とプラント・オパール

以上のような結果から、飯倉D遺跡における住居跡とイネ科植物の係わりにつ

いて若干の考察を試みた。

最も多く検出されたウシクサ族にはススキやチガヤといった分類群が含まれ・

これらは現在は少なくなったが萱茸屋根の屋根茸材として使われている。これら

にイネやヨシなどを含めたものが竪穴住居の屋根茸材として使われ、そうしたこ

とで床面や周辺土層よりそれらのプラント・オパールが検出されたことが考えら

れよう。

また、遺跡資料によると、SC246－3住居跡では銅鏡の鋳型が検出され・床面

上に炭灰や焼土の散布が認められている。このように本遺跡は鏡の鋳造をしてい

た可能性があり、イネやタケ・ササ類、ウシクサ族（ススキやチガヤなど）など

がその燃料材として使われていたことが推測される。床面や周辺土層よりそれら

のプラント．オパールが検出されたことは、焼かれた後の灰が散らばったことに

ょることが考えられよう。なお、SC246では炭化材の樹種同定が行われており・

シキミと同定されている。SC246－3住居跡では炭灰が検出されており・この灰

試料についてプラント・オパール分析を行うことにより、イネ科植物に限られる

が、草本性の燃料材についても直接的な資料が得られることが期待される0

4・遺跡周辺のイネ科植物
sT270（甕棺外地山）およびSX427（ベルト第5層）の2試料を除く他の5試

料よりイネのプラント・オパールが検出されている。このことから・弥生時代後

期頃の飯倉D遺跡ではイネが存在しており、遺跡周辺において稲作が行われてい

たことが推測される。

また、先にも記したがウシクサ族が最も多く、ネザサ節型も多く検出されてい

る。これらネザサ節やウシクサ族は開けた陽地的なところに生育する分類群であ

り、遺跡周辺では稲作地と共に、ネザサ類やススキなどが生育する開けた陽地的

な草地が広がっていたことが考えられる○そして屋根茸材やあるいは燃料材とし

て上記イネ科植物をこの草地より調達したのであろう○

引用文献

藤原宏志（1978）プラント・オパール分析法の基礎的研究（2）ーイネ（Oryza）

属植物における機動細胞珪酸体の形状…考古学と自然科学，11・p・9－20・

－134－



1～9：30〟㎡10、，11：10〟㎡

図73　飯倉D遺跡のプラント・オパール
1～9：機動細胞珪酸体
10、11：単細胞

1～3：イネ（1－a、2、3：断面、1－b：側面）1：SX121、2：SC246、3：SC935
4：ネザサ節型（4－a：断面、4－b：側面）ST270
5：マダケ属型（断面）SC935
6：クマザサ属型（断面）SC144

7、8：ウシクサ族（7－a、8：断面、7－b：側面）7：SX121、8：SC935
9：ヨシ属（断面）SC246
10：タケ・ササ型　SC144
11：キビ型　SC144
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付論5　飯倉D遺跡出土炭化材の樹種同定

1・方法と記載
試料は、実体顕微鏡下で横断面について観察し、同定できる試料と同定できな

い試料とに分類する。これら同定できない試料と同定される典型試料は、片刃カ

ミソリなどを用いて試料の横断面（木口と同義）、接線断面（板目と同義）、放射

断面（柾目と同義）の3断面について作成し、直径1cmの真銀製試料台に固定・

金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製JSMT－100型）で観察する。

表7にその結果を示す。以下に、標本の記載と同定の根拠を示す。

表7　出土炭化材の樹種

遺構名　　　　　　　　　樹　種

16　　　SX71　　　　　　シイノキ属、エノキ属、散孔材

17　　　SC74　1棟最下層　クスノキ

18　　　SX232　　　　　　　　シキミ

19　　　SC246　床下　　　　　〝

20　　　SX336　　　　　　　シイノキ属

21　　SX339　　　　　　ユズリハ慮

22　　　SC865　1棟　　　　シイノキ属

23　　　SC873　　　　　　クスノキ科

24　　　SC931　　　　　　シイノキ属

25　　　　SC935　　　　　　　　　　　〝

シイノキ属　Castanopsisブナ科、図741a～lc・

年輪のはじめにやや大型の管孔が2～4個程度集合し、そこから薄壁で角張った

小型の管孔が放射方向に火炎状に配列する環孔材である（横断面）。放射組織は・

柔細胞で単列同性で、2～16細胞高で、集合組織も見られる（接線断面）。道管の

せん孔は単一である（放射断面）。

以上の形質から、ブナ科シイノキ属の材と同定される。シイノキ属の樹種には、

ッブラジイ（C．cuspidata）と変種のスダジイ（C． cuspidata var．sieboldii）

とがある。樹木は、スダジイは本州（福島・新潟県以南）・四国・九州などの沿

岸地の丘陵あるいは山野、ツブラジイは本州（関東地方以南）・四国・九州など

の内陸部に、いずれも暖帯に分布する樹高25m、幹径70cmに達する常緑広葉樹

である。

エノキ属　Celtis　ニレ科　図742a～2c・

年輪のはじめに大型の管孔が1～2列並び、そこから径を減じた小管孔が早材部

では多数集合して斜め方向に配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は

－136－



単一で、小管孔の内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。放射組織は、異

性1～11細胞幅、3～38細胞高で、鞘細胞をもっ（接線断面）。

以上の形質から、ニレ科のエノキ属の材と同定される。エノキ属には、本州以

南の暖帯から亜熱帯に分布するエノキ（C・Sinensis）や、温帯に分布するエゾ

エノキ（C．jessoensis）などがある。エノキは樹高20m、幹径1mに達する落葉

広葉樹である。

シキミ　Illicium anisatum L・シキミ科　図743a～3C．

＼「

小型の管孔が単独あるいは2～3個程度接線方向に複合して散在する散孔材であ

る（横断面）。道管のせん孔は、82本の横棒からなる階段状せん孔である（放射

断面）。放射組織は、異性1～3細胞幅、2～14細胞高で、端部および端列部は方形

細胞である（接線断面）。

以上の形質から、シキミ科のシキミの材と同定される。シキミは、暖帯から亜

熱帯にかけて分布する樹高3m程度の常緑広葉樹で、葉や樹皮は香として用い、

枝は仏前や墓前に供える。また、アニサチンを含み有毒で、特に果実は猛毒であ

る。

クスノキ　Cinnamomum camphora Preslクスノキ科　図754a～4C．

中型の管孔が単独ないしは2～4個放射方向に複合して散在する散孔材で、木部

柔細胞は周囲状である（横断面）。道管のせん孔は、単一せん孔である（放射断

面）。放射組織は、異性1～3細胞幅、1～21細胞高で、油細胞が見られる（接線断

面）。

以上の形質から、クスノキ科ニッケイ属のクスノキの材と同定される。クスノ

キは、暖帯から亜熱帯にかけて分布する樹高25m、幹径80cmに達する常緑広葉

樹である。

クスノキ科　Lauraceae　図755a～5C．

中型の管孔が単独ないしは2～4個放射方向に複合して散在する散孔材で、木部

柔細胞は周囲状である（横断面）。道管のせん孔は、複数本の横棒からなる階段

状あるいは単一せん孔である（放射断面）。放射組織は、異性で1～2細胞幅、1～

19細胞高で、油細胞が見られる（接線断面）。

以上の形質から、クスノキ科の材と同定される。クスノキ科は、前述のニッケ

イ属のクスノキをはじめ、タブノキ属、クロモジ属あるいはシログモ属などがあ

る。

ユズリハ属　Daphniphyllum　ユズリハ科　図756a～6c・

丸い小型の管孔がほぼ均一、かっ密に分布する散孔材である（横断面）。道管

のせん孔は、横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は、異性で1～3

細胞幅、6～53細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ユズリハ科のユズリハ属の材と同定される°ユズリハ属の樹
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木には、ユズリハ（D．maCrOPOdum）とヒメユズリハ（D・teijsmannii）の2

種があり、いずれも本州中部以南の暖帯に分布する常緑広葉樹である。

散孔材　図767a～7C．

中型の菅孔が単独あるいは2個複合する散孔材である（横断面）。道管のせん孔

は多数の横棒からなる階段状で、横に並ぶ（放射断面）。放射組織は、異性1～5

細胞幅、3～50細胞高からなる。
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la・シイノキ属（横断面）SC931bar：lmmlb．同（接線断面）bar：0．1mm lc．同（放射断面）　bar：0．1mm

2a．エノキ属（横断面）SX71bar：1mm　　2b．同（接線断面）bar：0．1mm　　　　　　2C．同（放射断面）　bar：0・1mm

3a・シキミ（横断面）SC246　bar：0．5mm　　3b．同（接線断面）bar：0・5mm　　　　　　3C・同（放射断面）　bar：0．1mm

図74　飯倉D遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真
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4a．クスノキ（横断面）SC74　bar：0・5mm　4b．同（接線断面）bar：0．1mm　　　　　　　4C・同（放射断面）　bar：0・5mm

5a．クスノキ科（横断面）SC873bar：0・5mm　5b・同（接線断面）bar：0．5mm　　　　　　　5C・同（放射断面）bar：0．1mm

6a．ユズリハ属（横断面）SX339　bar：1mm　6b・同（接線断面）bar：0．1mm　　　　　　　6C．同（放射断面）　bar：0．1mm

図75　飯倉D遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真
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7a．散孔材（横断面）SX71bar：0．5mm　　7b．同（接線断面）bar：0．5mm　　　　　　　7C・同（放射断面）　bar：0・5mm

図76　飯倉D遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真
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付諭6　飯倉D遺跡の炭化種実

飯倉D遺跡から出土した4試料の種実の検討を行った°以下に同定結果と種実

の特徴記載を示す。なお、試料はいずれも炭化した状態であった。

試　料　　　　　　　　　　　　　分類群　　　部位

SC74　　　1棟址p－11（1）層　　コナラ属（Quercus）　子葉　破片　7

SC246　　　床下　　　　　　　　　　　　　　不　明　　　　　　　　　　　　l

SC74　　　　貼床内　　　　　　　　　　コナラ属近似種　　　　子菓　破片　5

（cf．Quercus）

SC24、6－3　南西角　焼土内　　　　　コナラ属（Quercus）　子葉　破片　2

結果は、SC74とSC246－3の2試料がコナラ属、SC74試料がコナ

ラ属近似種、SC246は不明である。SC74とSC246－3試料は、楕円

球の子葉がまん中で2つに割れる構造をもち、最上部に主根痕の穴が認められる

ことからコナラ属に同定される。一方、SC74（貼床内）の種実は、割れた構

造が明瞭でないこと、主根が確認できないためコナラ属と同定できない°　したがっ

て、コナラ属近似種としたが、他の可能性としてはエゴノキ属（Styrax）など

がある。

図77　飯倉D遺跡より出土した炭化種実

1．2　コナラ属（ouercus）、SC741棟址p－11（1）層

（スケールは1mm）
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付論7　飯倉D遺跡の土壌の蛍光Ⅹ線分析

奈良教育大学　三　辻　利　一

1）はじめに

遺跡の土壌を分析した例はあまり報告されていない。遺跡内の各地点で採取し

た土壌を分析することによって、化学特性を示す各因子が遺跡内でどの程度にば

らつくものなのかがわかる。さらに、もし、遺跡内に金属を治金した工房が残っ

ておれば、どの金属を取り扱っていた工房跡なのかの確認ができる。その場合に、

工房跡焼土と比較対照にされるのが遺跡の土壌である。このような考え方にもと

づいて、飯倉D遺跡の土壌と遺跡内に残る工房跡の焼土の蛍光Ⅹ線分析が行われ

た。本項ではその結果について報告する。

2）実験法

遺跡で採取された土壌は湿っているので、電気乾燥器で150℃で数時間乾燥し

た。乾燥土壌試料と焼土試料はタングステンカーバイド製乳鉢の中で100メッシュ

以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製リングを枠にして13トンの圧力を

加えプレスし、内径20mm、厚さ5mmのコイン状錠剤試料を作成し、蛍光Ⅹ線分析

を行った。

蛍光Ⅹ線分析には波長分散型の蛍光Ⅹ線分析装置（理学電機製3270型機）を使

用した。この装置に同時に48個の試料が装填できる自動試料交換機が連結されて

いる。通常、このなかの1点は必ず、岩石標準試料JG－1である。JG－1は

定量分析のための標準試料であるとともに、自動分析が定常状態で進行したこと

をチェックするモニターとしての役割も併せもつ。そのため、分析値はJG－1

の各元素の蛍光Ⅹ線強度を使って標準化した値で表示された。

3）分析結果

土壌と工房内焼土の分析値は表8にまとめられている。

これらの生データを分布図にプロットして、分析結果を説明する°

図78にはRb－Sr分布図を示すo　この分布図は各地の須恵器の地域差を有効に

表示する分布図として知られる。図78には一例として遺跡の3、5、9、11区画

から採取した土壌をプロットしてあるが、よくまとまって分布していることがわ

かる。他の区画の土壌試料もほとんどがここに描いた土壌領域に分布した。その

結果、飯倉D遺跡の土壌はほとんどがこの土壌領域に分布することがわかった。

Rb、Sr因子は飯倉D遺跡の広さの中ではこの程皮によくまとまることを示して
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いる。したがって、この領域が飯倉D遺跡のRb、Sr特性といえよう。

図79にはK－Ca分布図を示す。この分布図でも、飯倉D遺跡の土壌試料はよ

くまとまって分布し、明確な化学特性を示した。Ca量が極めて少ないという特

異性を持っことが判明した。

図80にはFe、Naの分析結果を示してある。Feは両値が2付近を中心にして、

かなり広くばらっいていることがわかる。土器や粘土試料でも一般に、Fe因子

は明確に地域差を示さない場合が多い。他の地域の土壌や粘土、土器を分析して

も、図80の飯倉D遺跡の土壌が分布した領域に分布する場合が多い。これはFe

は雲母、角閃石、輝石、かんらん石などの複数の有色鉱物中に共通して含有され

るためである。例えば、雲母類が少なくて角閃石が多い場合でも、逆に、雲母類

が多くて角閃石が少なくても、全鉄含有量には大差がないのである。しかし、同

じ地域内で焼成した中世陶器（甕、壷）と山茶碗で、また、同一窯内で焼成した

須恵器甕と須恵器杯でFe量が異なる例があり、Fe因子は同一地域内での小さな

地域差を表示する可能性もあり、注意を要する。

Na因子では土壌試料が狭い領域に密集して分布し、図が描けなかったので、

短い棒線で分布領域を示しておいた。飯倉D遺跡の土壌はNa量が極めて少ない

という特異性をもつことがわかる。

他方、工房内焼土の化学特性をみてみよう。K、Rb量は土壌と同程度である

が、Ca、Sr、Na量は全く異なっており、さらに、Fe因子でも異なることがわか

る。しかも、2点の焼土A、Bは全く同じ化学特性をもっ。この結果は工房で高

温で焼成されたため化学特性が変質したのではなく、工房内の焼土が遺跡内の土

壌とは異なる土であると考えた方が自然であろう。つまり、この焼土（工具か？）

は他の場所から飯倉D遺跡の工房へ持ち込まれて使用されたものと考えられる。

次に、焼土に残存する金属種が何であるかを調べてみた。筆者のところには現

在、エネルギー分散型の蛍光Ⅹ線分析装置がないので、全スペクトルを示すこと

はできないが、Cuのスペクトルを図81に比較してある。図81－aは焼土のCuス

ペクトルであり、図81－bは比較対照としての土壌のCuスペクトルである。明

らかに、焼土のCuのピークは土壌に比べて高い。ピーク面積をきちんと計算し

た結果、焼土のCuの蛍光Ⅹ線強度は土壌に比べて、2．5倍も強いことがわかった。

したがって、この焼土には銅（Cu）が残存しているといえる。つまり、この工

房では銅を取り扱っていたと推定される。

－144－



表8　土壌の分析値

K C a F e R b S r N a K C a F e R b S r N a
焼　 土　　 A 0 ．55 6 0 ．4．14 3 ．09 0 ．55 9 0 ．85 7 0・44 4 5 区 画　 E Ⅲ 0．50 8 0 ．02 7 2 ．16 0・65 6 0・30 2 0 ・057

〝　　 ．B 0 ．55 1 0 ．41 0 2 －90 0 ．52 6 0・86 6 0．46 9 E Ⅳ 0 ．48 9 0 ．04 6 2 ．26 0．58 7 0・3 16 0 ．0 73

3 区 画　 B I 0 ・54 6 0 ．03 2 1 ．40 0 ．51 1 0．31 6 0．05 3 E V 0 ．53 2 0 ．03 4 1 ・90 0．59 2 0．32 0 0 ．0 58

B Ⅱ 0 ．58 4 0．02 2 1．25 0．51 9 0．36 7 0．05 3 9 区 画　 A I 0 ．53 8 0 ．03 0 2 ・02 0．59 1 0．33 1 0 ．0 58

B Ⅲ 0 ．57 6 0．02 6 1．56 0・53 4 0．344 0・06 0 A Ⅱ 0 ・46 9 0 ・02 7 2 ・31 0．54 5 0．25 1 0 ．04 6

B Ⅳ 0 ．62 7 0．02 6 1・18 0．53 1 0．38 5 0 ．06 0 A Ⅲ 0 ．47 8 0 ・03 0 1 ．88 0．48 9 0 ．28 1 0 ・0 5 1

C I 0 ．51 5 0・02 9 1．93 0・56 9 0．31 2 0 ．05 5 A Ⅳ 0 ．45 8 0 ．02 5 2 ．49 0．57 7 0 ・24 6 0 ・04 0

C Ⅱ 0 ・52 0 0．03 0 2・06 0．58 1 0 ．313 0 ．04 5 A V 0 ．52 0 0 ・03 5 1 ・75 0．54 4 0 ．32 2 0 ．05 4

C Ⅲ 0 ・56 0 ／0．03 3 2・08 0・60 1 0 ．3 39 0 ・05 7 B I 0 ・52 5 0 ．02 7 1 ．80 0．52 9 0 ・29 6 0 ・05 8

C IⅤ 0 ．51 8 0・03 3 2．08 0・60 0 0 ．32 1 0 ．05 7 B Ⅱ 0 ・49 9 0 ．02 8 2 ・04 0．55 5 0 ・29 1 0 ．05 1

C V 0 ・50 7 0・04 2 ． 2．0 7 0．53 3 0 ．30 1 0 ．06 1 B Ⅲ 0 ．5 14 0 ．02 6 2 ・25 0．55 9 0 ・29 1 0 ・04 8

D I 0．54 3－ 0．030 2．10 0 ．6 0 9 0 ・33 8 0 ．05 6 B Ⅳ 0 ．49 2 0 ．03 0 1 ．90 0．53 4 0 ．29 0 0 ．05 6

D Ⅱ 0．52 0 0．0 29 2．13 0 ．6 1 5 0 ・3 10 0 ．05 4 B V 0 ．51 3 0 ．02 7 1 ．94 0．57 0 0 ．30 6 0 ．05 5

D Ⅲ 0・51 2 0．0 36 2 ．20 0 ．556 0 ．3 14 0 ．05 8 C I 0 ・56 4 0 ・03 1 1・57 0．55 5 0 ．35 9 0 ．06 9

D Ⅳ 0・54 9 0 ・0 39 1．88 0 ．59 7 0 ．35 6 0 ．06 1 C Ⅱ 0 ．73 5 0 ・02 3 1．30 0・59 1 0 ．42 7 0 ．07 2

D V 0・59 5 0 ．03 7 1．95 0 ．60 5 0 ．32 6 0 ．07 6 C Ⅲ 0 ．54 4 0 ．03 0 1・44 0．49 4 0 ．34 4 0 ．06 6

E I 0・4 9 9 0 ．03 0 2 ．26 0 ・60 4 0 ．28 7 0 ．05 2 C Ⅳ 0 ．52 6 0 ．09 3 2．06 0・52 5 0 ．36 4 0 ・08 6

E Ⅱ 0．4 9 6 0 ・03 2 2 ・07 0 ．56 6 0 ．28 7 0 ．05 4 C V 0 ．61 1 0・01 9 1．16 0．49 5 0 ・35 6 0 ．05 6

E Ⅲ 0．556 0 ．03 1 2 ・00 ． 0 ．55 6 0 ．32 9 0 ・05 6 D I 0 ．50 7 0．02 6 1．56 0．48 1 0 ．29 7 0 ．05 8

E Ⅳ 0 ・46 1 0 ．03 4 1．80 0 ・5 19 0 ・29 5 0 ．05 8 D Ⅱ 0 ．56 8 0・04 4 1．64 0 ・57 0 0 ．37 8 0 ・09 5

E V 0 ．50 7 0 ．03 3 1・60 0 ・52 4 0 ・32 2 0 ・06 7 D Ⅲ 0 ．54 1 0・02 7 1．38 0 ．48 0 0 ・29 8 0 ．06 3

5 区画　 C I 0 ・6 12 0 ．02 1 1．94 0 ．58 0 0 ．34 7 0 ．05 4 D Ⅳ 0．48 3 0．03 1 1．53 0 ．49 3 0 ．29 3 0 ．05 8

C Ⅱ 0 ．55 3 0 ．0 17 2 ．0 1 0 ．57 1 0 ．31 3 0 ．04 7 D V 0．58 8 0．0 1 7 1．28 0 ．43 4 0 ．31 1 0 ．05 3

C Ⅲ 0 ．56 7 0 ．02 2 2 ・03 0 ．60 6 0 ．33 4 0 ・04 8 E I ．0．55 1 0．03 7 1．73 0 ．57 0 0 ・34 7 0 ．06 5

C Ⅳ 0 ．56 7 0 ．02 6 2 ・09 0 ．61 8 0 ・32 6 0 ．05 3 E Ⅱ 0．52 5 0．0 1 7 1．60 0 ．49 4 0 ．28 7 0 ．04 8

C V 0 ・56 3 0 ．03 4 1 ．96 0 ．66 7 0 ．35 8 0 ．07 0 E Ⅲ 0．53 9 0・02 6 1・43 0 ・50 9 0 ・32 0 0 ．06 2

D I 0 ・59 1 0 ．02 6 1 ・79 0 ．58 9 0 ・35 0 0．06 0 E IⅤ 0．52 8 0・03 2 1・70 0 ．50 8 0 ．31 9 0 ．05 9

D Ⅱ 0 ．56 3 0 ．03 3 1 ．96 0 ・60 3 0 ・35 4 0．063 E V 0．54 5 0 ．02 8 1．67 0 ・54 7 0 ．33 0 0 ．06 1

D Ⅲ 0 ．5 17 0 ．03 2 2 ．32 0 ．66 1 0 ・30 5 0・058 1 1区 画　 A I 0．56 0 0 ・03 2 1．83 0 ．55 4 0 ．33 1 0 ．06 3

D Ⅳ 0 ．60 1 0 ．02 6 1 ．92 0 ．65 0 0 ．32 8 0．062 A Ⅱ 0．58 3 0 ．03 2 1．60 0 ・55 8 0 ・33 2 0 ．06 2

D V 0 ．53 9 0 ・03 9 1 ・90 0 ．57 3 0．30 8 0．073 A Ⅲ 0・56 0 0 ・03 0 1．77 0 ．61 9 0 ．32 7 0 ．06 1

E I 0 ．54 4 0 ．03 1 1 ．75 0 ．53 5 0・29 5 0・06 1 A Ⅳ 0．4 94 0 ・05 2 2 ．19 0 ．57 5 0 ．33 8 0 ．07 6

E Ⅱ 0 ．52 1 0 ・03 4 1 ．91 0 ．52 9 0．31 2 0．068 A V 0．48 2 0 ・04 2 1・63 0 ．56 3 0 ．32 2 0 ．07 6

Sr
図78　土壌のRb－Sr分布図
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図79　土壌のKlCa分布図

図80　土壌のFe因子とNa因子
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付諭8　飯倉D遺跡に堆積する粘土の化学特性

奈良教育大学　三　辻　利　一

1）はじめに

粘土はどこにでもあるものである。遺跡内から粘土が出土することも多い。土

壌から土器は作れないが、粘土からは土器を作ることができる。したがって、遺

跡に出土する粘土の化学特性を土器の化学特性と比較することによって、この粘

土を素材として遺跡内で製作した土器であるかどうかがわかる。さらに、この粘

土と土壌の化学特性を比較することによって、この粘土と土壌が同じ母岩から由

来したものかどうかについての手掛かりを得ることができる。このような考え方

で、飯倉D遺跡から出土した粘土の蛍光Ⅹ線分析を行った結果について報告する。

2）実験法

試料処理法、分析法、データ表示法は土壌の場合と同じである。

3）分析結果

分析値は表9にまとめている。全分析値は岩石標準試料JG－1による標準化

値で表示してある。

図82にはRb－Sr分布図を示す。比較のために土壌領域も示してある。粘土は

土壌に比べてばらつきが大きいことがわかる。とくに、土壌領域に対して、Rb

量もSr量も少なくなる方向へずれている粘土試料が多いことが注目される。土

壌に比べて粘土はさらに風化が進行した材質と考えられるので、Rb量もSr量も

減少する方向へ変動したと考えられる。

図83にはK－Caの分布図を示す。粘土試料もCa量が極めて少ないという特徴

をもっていることがわカチる。さらに、土壌領域に対してK量が減少する方向に分

布する試料が多い。このことも粘土は土壌よりもさらに風化が進行した材質であ

ることを示していると考えられる。

図84にはFe因子とNa因子について、粘土と土壌を比較してある。Fe因子は土

壌の場合と同様に、かなり広がって分布する。しかも、土壌との違いは余りない。

これはFe因子を含む黒雲母や角閃石が比較的風化し難い鉱物であることに原田

があるものと考えられる。

これに対して、Na量は土壌に比べて、粘土ではさらに減少していることがわ

かる。

このように、Ca、Na量が少ないという土壌の化学特性が粘土にも共通して表
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れるという点は注目される。そして、風化の遅いFe因子では土壌と粘土では同

じであるという点が第2の注目される点である。これらのことは土壌と粘土の母

岩は共通の岩石であるということを示唆している。

土壌は飯倉D遺跡一帯の土台となる岩石が風化して生成したものであろう。そ

うすると粘土がこの土壌と共通した化学特性をもっということは、粘土もこの岩

石から由来したものと考えるのが常識であろう。つまり、この粘土は遠くから流

されて飯倉D遺跡付近に堆積した漂積粘土（二次粘土）ではなく、飯倉D遺跡一

帯の土台を作る岩石がそのまま風化して生成した残留粘土（一次粘土）であると

推定される。弥生土器の化学特性が、この粘土の化学特性と同じであれば、弥生

土器は遺跡内で製作された土器であり、同じでなければ、遺跡外で製作され飯倉

D遺跡へ持ち込まれた弥生土器であると推定することができる。

また、土壌と同様、粘土中にもCuが汚染していしないことが確認された。

表9　粘土の分析値

k C a F e R b S r N a

プ レ ハ ブ前 0・43 1 0 ．0 10 1．9 7 0 ．5 1 9 0 ・3 0 4 0 ・0 16

′′ 0．368 0 ．0 0 3 1・6 0 0 ．4 9 5 0 ．2 1 5 0 ．0 13

′′ 0．29 6 0 ．0 0 5 2 ．3 5 0 ．3 5 0 0 ・1 9 4 0 ．0 13

′／ 0・30 1 0 ．0 1 1 1．1 5 0 ．4 18 0 ・2 2 5 0 ．0 2 7

南 プ レハ ブ寄 り 0．38 0 0 ．0 0 6 1．9 1 5 0 ・4 4 1 0 ．2 6 2 0 ．0 1 5

南　　 側 0．27 5 0 ・0 0 9 1．6 1 1 0 ．4 10 0 ・1 4 8 0・0 1 5

南 側 斜 面 0・51 8 0 ・0．63 1．6 6 4 0 ．6 5 5 ． 0 ．41 1 0．12 6

′′ 0．36 0 0．00 6 2 ．9 0 1 0 ．4 4 1 0 ．1 7 9 0．0 1 3

′／ 0 ．53 7 0．0 78 1．3 7 4 0 ．59 1 0 ・4 5 4 0．1 5 6

南 側 斜面 0 ・36 7 0・0 2 1 3 ．1 3 7 ．0 ．39 2 0 ．2 0 8 ．0・01 5

′／ 0 ・44 5 0・00 8 1．2 9 7 0 ．53 2 0 ．2 6 9 0．0 1 9

西 側 斜 面 0 ．23 4 0．0 0 5 1．4 8 8 0 ・33 1 0 ．14 6 0 ．0 1 5

′／ 0 ．61 0 0．0 0 9 1．7 3 1 0．46 0 0 ．4 12 0 ．0 3 2

北 東 斜 面 0 ・28 0 0．0 0 6 2．4 8 6 0ⅰ4 2 1 0 ．12 2 0．．01 1

′／ 0 ．35 5 0 ．0 6 2・5 0 6 0・4 34 0 ．19 2 0 ．0 1 8 ．

S C 0 0 1 カ ク ラ ン内 0 ．29 0 0 ・0 0 4 2．4 3 6 0・4 3l2 0．1 13 0 ．0 1 2

〝 0 ．28 3 0 ．0 0 3 2．2 8 7 0 ．4 1 1 0．10 5 0 ．0 1 1

S X 8 9 8 0 ・5 2 8 0 ．0 1 8 、2・．00 8 0 ・5 9 6 0．28 1 0 ．0 3 8

S X 3 9 7内 0 ・70 8 0 ・0 0 5． 1．70 5 0 ．5 8 1 0．33 1 0 ．0 3 3

S C 1 3 6 0 ．4 4 8 0 ・0 0 6 3．0 2 3 0 ．4 9 9 0．26 4 0 ．0 1 9

／′ 0 ．42 6 0 ．0 0 5 1・0 6 7 0 ．5 0 2 0．2 6 2 0 ．0 2 2

S C 1 4 4 ト レ ンチ内 0 ．39 9 ／0 ．00 6 1 ．7 0 2 0 ．5 7 9 0．2 3 0 0 ．0 17

〝 0 ．37 2 0 ．0 0 8 1 ・7 5 1 0 ．5 6 1 0．2 0 1 0 ．0 17 ・

S C 7 0 8 0 ・4 13 0 ．0 1 9 2 ．2 9 8 0 ．5 3 0 0．2 3 3 0 ・0 3 5

0 ・3 9 4 0 ．0 1 0 ． 2 ．48 5 0 ・5 3 8 0・2 0 4 0 ・0 2 6

S C 8 6 5 －4 0 ．6 3 2 0 ．0 0 7 0 ．7 9 0 0 ．5 7 2 0・4 2 7 0 ・0 3 9

南 東 部 土 坑 内 0 ．33 0 0 ．0 1 0 1 ．9 6 1 0 ．4 0 4 0 ．2 3 7 0 ・0 10

′′ 0 ・45 1 0 ．0 0 5 3 ・2 7 9 0 ・4 7 8 0 ・2 2 7 0 ．0 2 0

S C 9 3 1壁 溝 内 0 ・39 3 0 ．0 1 2 2 ・4 19 0 ．4 6 9 0 ．2 1 2 0 ．0 1 5

ク レ ー タ ー横 0 ・46 2 0 ．0 1 5 2 ．0 7 4 0 ・5 1 0 0 ．2 8 6 0 ．02 6

〝 0 ．55 6 0 ．0 0 4 1 ．2 4 7 0 ．5 2 8 0 ．3 3 4 0．03 0

S C 1 7 6 0 ・3 2 8 0 ．0 9 7 1 ・9 2 8 0 ．5 0 8 0 ．3 3 6 0．1 2 9

S C 7 10 0 ・4 8 9 0 ・1 2 5 1．3 79 0 ．5 5 9 0 ．7 2 3 0．2 0 4

／′ 0 ．60 2 0 ．0 0 5 0 ．7 7 1 0 ．5 4 6 0 ．3 9 0 0 ・0 3 8
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図83　粘土のK－Ca分布図
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付論9　飯倉D遺跡出土弥生土器、土師器、

須恵器の蛍光Ⅹ線分析

奈良教育大学　三　辻　利　一

1）はじめに

土器の胎土分析の最大の目的は産地問題の解明にあるが、胎土分析の結果はそ

の他の点でも、考古学に有意な情報を提供することができる。

産地問題の研究ではまず、生産地側の製品の化学特性の整理が必要である。そ

のために、全国各地の窯跡出土須恵器が分析された。その結果、K、Ca、Rb、

Srの4因子がとくに有効に地域差を表示することが判明した。この地域差は人

為的なものに原因があるのではなく、粘土の母岩となった岩石を構成する鉱物に

関連があるので、地質的なものに原因がある訳である。したがって、これらの因

子は窯跡が残っていない土師器や弥生土器が同じ素材粘土から作られたものかど

うかを見きわめる上に役立っはずである。

土器の産地問題の研究では生産地側の土器の分析から作業がはじめられたが、

素材粘土が同じかどうかを見分ける上には、住居址などの遺跡側の土器から分析

をはじめても構わない。とくに、複合遺跡では同一遺跡から弥生土器、土師器、

須恵器などが出土する。これらの土器胎土が同質であるかどうかをK、Ca、Rb、

Srの4因子を使って見分けることができる。さらに、遺跡内で出土する粘土を

分析し、この粘土を素材として製作した土器、つまり、遺跡内製作土器か、それ

とも、遺跡外で作られ、持ち込まれた土器かを探ることもできる。

本報告では、飯倉D遺跡から出土した弥生土器、土師器、須恵器の蛍光Ⅹ線分

析した結果を遺跡内出土粘土の化学特性と対比した結果について報告する。

2）実験法

土器試料の処理法は従来どおりであり、分析法も土壌、粘土の場合と同様であ

る。

3）分析結果

土器の分析値は表10にまとめられている。これらの分析値を使って分布図を作

成し、土器胎土の化学特性を比較した。

図85には須恵器のRb－Sr分布図を示す。大部分の須恵器を包含するようにし

て須恵器領域を描き、土壌領域と比較した。明らかに、須恵器胎土は土壌とは異

なる化学特性をもっことがわかる。
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図86にはK－Ca分布図を示す。この図でも大部分の須恵器を包含するように

して須恵器領域を描いてある。N0．4の須恵器はRb－Sr分布図でも、K－Ca分布

図でも他の須恵器から離れて分布し、胎土が異なる可能性を示唆している。また、

KーCa分布図でも須恵器胎土は土壌と異なる化学特性をもっことがわかる。さ

て、この大部分の須恵器の産地であるが、Rb－Sr分布図での分布位置よりみて、

春日市周辺の須恵器胎土と類似する。したがって、遺跡内に出土する粘土の化学

特性とも類似しないので、飯倉D遺跡内で作られたものではないが、遺跡からそ

んなに遠くない福岡市南部から春日市にかけての地域で製作されたものと推定さ

れる。なお、N0．4はCa、Sr、Na因子で他の須恵器胎土と異なっており、Rb－

Sr分布図での分布位置より、牛頸群内で作られた製品である可能性をもっ。

図87、88には、それぞれ土師器のRb－Sr分布図、K－Ca分布図を示す。これ

らの図でも比較のため、須恵器領域と土壌領域を示してある。両図の比較から、

何種類かの胎土があることがわかる。Nは15、17、19、20、21、22は1群を形成す

るが、No13、14、16、18は散在して分布し、胎土が異なることを示す。1群を形

成する土師器はRb－Sr分布図でも、K－Ca分布図でも須恵器領域に分布し、須

恵器と同じ胎土である可能性を示唆している。Nn13、14、16、18もRb－Sr分布

図での分布位置からみて、春日市を中心とした地域で作られた可能性がある。

図89、90には弥生土器のRb－Sr分布図とK－Ca分布図を示す。大部分の弥生

土器も須恵器領域に分布し、類似した胎土をもっことがわかる。

このように、K、Ca、Rb、Sr特性で須恵器、土師器、弥生土器は類似してい

ることがわかったので、最後に、図91にFe因子とNa因子についても対比してみ

た。まず、Fe因子では須恵器、土師器、弥生土器は全く区別ができない位、類

似していることがわかる。次に、Na因子でも、須恵器、土師器、弥生土器の間

にはほとんど差異がないことがわかる。

以上の結果、全因子で大部分の須恵器、土師器、弥生土器の胎土は類似してい

ることが示された訳である。しかも、何れの土器胎土も遺跡内の粘土には対応し

ない。このことから、これらの土器は遺跡から余り遠くないところで作られ、飯

倉D遺跡へ持ち込まれたものとみられる。
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表10　飯倉D遺跡出土土器の分析値

K C a F e R b S r N a

S X 7　4 2 N n l 須 恵 器 0．・4 9 7 0．2 0 9 2．9 4 0．6 0 1 0．4 9 0 0．26 2

S C 9　3 6 2 〝 0．63 1 1．2 5 5 2．8 4 0．6 74 0．5 4 8 0．39 0

S X 6 1 4 3 〝 0．41 5 0・2 3 9 ．2．51 0・5 0 4 0．6 8 0 ． 0．29 3

S X 8　8 3 4 〝 0・58 3 0．3 5 6 2．2 2 0．7 2 4 0．8 4 0 0．5 27

S X 8　8 3 5 〝 0 ．43 4 0．2 1 5 2．6 9 0．5 0 5 0．6 1 2 0．2 39

表 採　 A 6 ． 〝 0 ．63 8 0．1 0 8 1 ．7 9 0．6 7 5 0 ．4 8 4 0．2 03

表 採　 B 7 〝 0 ・59 2 0．1 2 0 1．7 3 0．6 3 7 0 ・4 9 3 0．1 93

S C 9　3 1 8 〝 0 ・47 2 0．1 6 6 2 ．6 1 0．6 0 2 0 ．4 9 7 0．1 9 2

S C 9　4 4 9 〝 0 ．58 8 0・2 2 0 3 ・1 2 0．6 6 4 0 ．4 8 2 0・34 1

10 〝 0 6 4 9 0．1 1 2 1 ．1 2 0 ．8 5 1 0 ．4 7 8 0．3 5 5

1 1 ′／ 0 ．45 3 0．1 6 5 3 ・2 8 0 ．5 4 4 0 ．4 2 8 0．2 14 ．

1 2 〟 0 ．58 0 0・1 3 2 2 ．1 7 0 ．6 2 8 0 ．5 4 9 0．1 74

S C 2 4 6 － 1 下 13 土 師 器 0 ．66 1 0．0 5 8 1 ・3 0 0 ．7 8 8 ・ 0 ．42 5 0．1 5 5

S C 2 4 6 ベ ル ト西 14 〝 0 ．56 8 ．0 ．28 1 1 ．8 9 0 ．5 9 1 0 ．8 4 3 0 ．．36 2

S C 2　4 6 － 3 － 2 1 5 ′′ 0 ．54 2 0 ．2 2 2 2 ．7 5 0 ．5 9 4 0 ．6 0 4 0 ．3 1 3

S C 2　4 6 － 3 一 2 1 6 〝 0 ．50 7 0 ．4 0 3 3 ・3 0 0 ．5 0 0 0 ．9 0 7 0 ．3 5 8

S C ／2 4 ．6 － 1　 床 下 17 〝 ・ 0 ．55 4 0 3 1 33 1 ・3 5 0 ．9 6 4 0 ．5 7 4 0 ．1 9 8

S C 2 4 6 l 3 － 2 1 8 〝 0 ．66 0 0 ．1 5 4 1 ・0 5 0 ．6 8 6 0 ．7 4 8 0 ．2 2 2

s c 2 ．4 6 ベ ル ト．西 19 〝． 0 －56 0 0 ・1 3 8 1 ・9 6 0 ．6 4 6 0 ．4 7 8 0 ・1 9 8

S C 2 ．4 6 － 3　 ‰ 1 2 0 〝 0 ．55 5 0 ・1 2 6 1 ．．43 0 ．6 0 5 0 ．5 11 0 ．1 7 7 ／

S C ．2 4 6 － 3　 床 下 21 〝 0 ．59 8 0 ．1 5 9 1 ．5 1 0 ．6 2 6 0 ．5 3 6 0 ．2 2 6

S ・C 2 4 6 ブ ロ ック 3 2 2 〝 0 ．58 7 0 ．1 5 9 1 ・5 0 0 ．7 1 7 0 ．5 5 4 0 ．2 3 0

S c 2 4 6　 東 側 23 弥 生 土 器 0 ．58 2 0 ．2 0 9 1 ．6 4 0 ・6 1 4 0 ・7 11 0 ・2 7 3

S －C 6 ．0　 A 2 4 〝 0 ．63 5 0 ．1 3 6 1 ．3 7 0 ．7 4 0 0 ．6 3 1 0 ・2 5 5

S C ．6　0 ．B 2 5 土 師 器 0 ．53 4 0 ．1 5 3 1 ．5 9 ．0 ．63 1 0 ．5 9 2 0 ．2 4 2

．S X 6 1 4　 ベ ル ト内 26 弥 生 土 器 0 ．56 2 0 ．1 0 1 2 ．9 3 0 ・6 6 2 0 ．4 0 3 0 ．1 2 1

S C 7 4 2 7 〝 0 ．60 3 0 ．1 2 5 1 ・2 9 0 ．6 5 0 0 ・5 8 3 0 ．2 3 0

…S C l ．4 4　 A 2 8 〝 0 ．73 8 0 ．1 4 9 1 ．4 0 0 ・6 3 4 0 ・6 7 4 0 ．2 3 7

S D ．上．6 2 9 〝 1 0 ．4 4 8 ． 0 ・20 8 2 ．8 7 0 ．3 5 2 0 ．6 0 2 0 ．2 5 5

S C 、1 4 4． B 3 0 〝 0 ．57 8 0 ．12 6 1・6 0 0 ．4 7 6 0 ．．5 17 0 ．1 8 5

．S C 7　0 8 3 1 〝 0 ．6 19 0 ．0 7 9 0 ．9 6 0 0 ．6 4 6 0 ．5 2 3 0 ・1 7 2

図85　須恵器のRbーSr分布図
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図87　土師器のRb一Srの分布図
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図88　土師器のK－Ca分布図

o5
Sr

図89　弥生土器Rb－Sr分布図
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図90　弥生土器のK－Ca分布図
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株式会社夏　原　技　研

福岡市城南区飯倉D遺跡で発掘調査された遺構の焼土から、考古地磁気年代推

定用の試料を、平成6年4月2日、8日に採取した。その熱残留磁気測定結果お

よび年代推定の結果について報告する。

［Ⅰ］考古地磁気年代推定の原理

磁石は北を指す。地磁気（地球磁場）が存在するためである。地磁気はベクト

ル量で、ある地点における地磁気を記述するには、方向（偏角と伏角）と大きさ

（全磁力）が必要である。一般に、磁気コンパスが北として示す方向（磁北）は、

真北（地図の経線方向）からずれている。この磁北と真北の間の角度が偏角であ

る。磁針をその重心で支え、磁南北と平行な鉛直面内で自由に回転できるように

すると、北半球では磁針のN極が水平面の下になるように傾く。この傾斜角が伏

角である。福岡市の現在の偏角は約6．2。Wで、伏角は約47。である。また、全磁

力は、約0．40エルステッドである。これら地磁気の三要素（偏角・伏角・全磁力）

は観測する地点によって異なる値になる。全世界の地磁気三要素の観測データの

解析から、現在の地磁気の分布は、地球の中心に棒磁石を置いたときにできる磁

場分布に近似される。この棒磁石の軸方向は、自転軸から約11・5度傾いている。

この磁軸と地表との交点が地磁気北（南）極である。

地磁気は絶えず変動し、時代と共にその地磁気北極の位置を変える。従って、

ある地点で観測される偏角・伏角の値も時代と共に変化する。方向だけではなく、

大きさ（全磁力）も変化する。この変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

歴史時代の地磁気永年変化は、岩石や焼土の残留磁化の測定を基礎とする考古

地磁気測定によって明らかにすることができる。どんな物質でも、ある（強）磁

場中に置かれると磁気を帯び、そして磁場が取り除かれると、普通の物質からは

磁気が消える。しかし、強磁性物質（磁石になれる物質）では、外部磁場が消え

ても磁気が残る。これが残留磁気である。残留磁気の強さや安定性は、磁場中に

置かれた時の状態によって異なる。残留磁気はその獲得方法の違いによっていろ

いろな名前で呼ばれる。考古地磁気学で地磁気の化石として最もよく利用するの

は、熱残留磁気である。岩石には小量の強磁性粒子（赤鉄鉱や磁鉄鉱などの鉄の

酸化物）が含まれている。火成岩では、高温のマグマの状態から冷えて岩石にな

る過程で、強磁性粒子がその時の地磁気によって磁気を帯び、冷えてからはその

残留磁気を保持し続ける。これが熱残留磁気である。土も焼かれると、冷却の過

程で同様の熱残留磁気を獲得する。熱残留磁気の性質を簡単にまとめると、次の
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ようになる。岩石の誕生時または土が焼かれた時の地磁気方向を記録していて、

その大きさは地磁気の大きさに比例し、何億年もの長い期間でも変質しないとい

うことになる。これらの性質によって、地磁気の化石として利用が可能なのであ

る。広岡（1977）によって遺跡の焼土の熱残留磁気測定から得られた、過去2000

年間の西南日本での、偏角ー伏角の変化を図91に示す。偏角は20。Wから

150E，伏角は350から60。の問で変化している。

年代がよく分かっている遺跡の焼土や火山岩などの熱残留磁気測定から、図92

のような地磁気永年変化の標準曲線が得られると、逆に、年代の確かでない遺跡

の焼土の残留磁気を測定し、永年変化曲線と比較することで、その年代の推定を

行うことができる。これが考古地磁気による年代推定である。この方法は、14C

法やフィッション・トラック法のように、それだけで独立して年代が決定できる

ものではない。偏角と伏角の値から年代が独立に一つだけ決定されるということ

はないのである。普通、偏角と伏角の組合せで永年変化曲線から二つか三つの年

代が出てくる。そのうちの何れを取るかは、考古学的推定に頼ることになる。

［Ⅱ］試料の採取と測定

A・試料の採取と整形

各遺構の焼土からの熱残留磁気測定用試料を、次の様な手順で採取した。

（①一辺数cmの立方体試料を取り出すため、瓦用ハンマーを用いて、試料のまわり

に溝を掘る。

②薄く溶いた石膏を、試料全体にかけ試料表面を補強する。

③やや堅め（練りハミガキ程度）の石膏を試料上面にかけ、すばやく一辺5cmの

正方形のアルミ板を押しっけ、石膏が固まるまで放置する。

④石膏が固まった後、アルミ板をはずし、その平面の最大傾斜の方位と傾斜角を

磁気コンパス（考古地磁気用に改良したクリノメータ）で測定し、方位を記録す

ると同時に、試料上面に方位を示すマークと試料番号を記入する。

⑤試料を掘り起こした後、試料の底面にも石膏をっけて補強し、研究室に持帰る。

⑥持帰った試料は、ダイヤモンド・カッターを用いて、冷却水をかけながら一辺

3．5cmの立方体に切断する。切断面が崩れないように、一面ごとに石膏で補強し、

しっかりした試料をっくる。

B・熟残留磁気測定とデータ整理

試料の熱残留磁気の測定には、リング・コア型スピナー磁力計（SMM－85）を

使用した。

測定結果として得られるデータは、試料に設定した座標に対するものなので、

試料を遺構のもとの位置に戻した時の真北を基準方向とする座標に対するものに

変換しなければならない。そのためには、試料が残留磁気を獲得した時の位置

（地理的緯度，経度）、および方位（試料の一つの基準面の走向，傾斜）が必要で

ある。位置については、2万5千分の1程度の縮尺の地形図から、その遺構の緯度，

経度を読み取ればいい。方位は、上の④の作業で磁気コンパスを使って測定して
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いる。磁気コンパスの方位は、磁北に対するものなので、真北に対する方位に直

すために、試料採取地点の現在の偏角分を補正する必要がある。現在の地磁気偏

角は、国土地理院の偏角分布の実験式から求めることができる。

測定にはいろいろな要因での誤差がつきものであるため、一つの遺構から8～

10個程度の試料を採取している。／これらの試料の個々の測定で得られた偏角

（Di），伏角（Ii）から平均値（Dm，Im）を求める。ここで用いる統計学的方法

はFisherによって確立されたものである°各試料の測定値を、方向（Di，Ii）

の単位ベクトルとして取り扱う。

まず、n組の（Di，Ii）より

N＝　∑cosIi・COSDi　（北向きの成分）

E＝　∑cosIi・SinDi　（東向きの成分）

Z＝　∑sinIi　　　　　（鉛直の成分）を求めると、

合ベクトルの大きさR，およびDm，Imは、

R＝（Z2＋N2＋E2）1／2

Dm　＝tan－1E／N

Im　＝Sin－lz／R　で与えられる。

このとき、信頼度係数kは、／

k＝（n－1）／（n�(�ｨ,h,�.��&ｸ*ｩ�X*ｸ*(-�,x��_ｸﾏﾈ,ﾈ�(h,ﾘ.h*(�(.`

く焼けた窯跡では100以上の値になる。

誤差角α，5は、危険率5％として

a。5＝COS－1［1－（n－R）（（20）2／（n－1）－1）／R］で与えられる。a。5が小さい

ほど、方向の集中はよい。よく焼けた窯跡では数度以内になる。

これよりDm，Ⅱ㎡のそれぞれの誤差の幅として、

6D＝α，5／COSIm（偏角誤差）

61＝α95　　　　（伏角誤差）

が求められる。　　　　

以上のようにして得られた計算結果を、一つの遺構を代表する考古地磁気デー

タとしている。　　　　

なお、考古地磁気年代推定の原理や測定方法については、中島．夏原（1981）

に詳しく解説されている。

［Ⅲ］熱残留磁気測定結果

発掘調査された10遺構の焼土から計90個の考古地磁気用の定方位試料を採取し

た。試料の運搬や整形時に2個破損したため、88個の試料について、その熱残留

磁気を測定した。熱残留磁気測定結果を表11、表12，図93にまとめた。試料の方

位を磁気コンパスで測定しているため、残留磁化測定で得られる偏角は、磁北に

対する角度である。これを真北に対する角度に補正するには、試料採集地点の現

在の地磁気偏角を知ることが必要である。今回は、国土地理院の1990年の磁気偏
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角図から読取った6・2。Wを使用した。表11と表12偏角は、補正後の値である。

表11は、個々の試料の熱残留磁気測定結果（偏角：Di，伏角：Ii，磁化強度）

を示した。表12に、各遺構についての、磁気方向の平均値（平均偏角：Dm，平

均伏角：Im），統計値（誤差角：α。5と信頼度係数：k）および平均磁気強度を示

した。同じ遺構の他の試料と比べて、方向が大きく異なる試料のデータは、平均

磁化方向（Dm，Im）の計算には含めていない。表12の試料数nは平均磁化方向

を計算した試料数で、括弧内の数字は全測定試料数である。

残留磁化強度は、10ー2～10－4emu程度であり、遺構の焼土の試料としては、標

準的な試料であった。

個々の遺構についての偏角と伏角の平均値についての信頼度係数kは小さく，

誤差角α，5は大きく、今回の測定結果は⑥SC74－1と⑧SX460を除いては、まと

まりの悪い信頼度の低いものと言える。多くの遺構の焼土の測定結果では、kは

数百以上でα，5は2度以内となる。

通常我々は、誤差角α，5が3度以上の場合には信頼性に欠けるため年代推定を

行わないことにしている。今回は信頼性が低いが可能なかぎり推定を試みた°

①SC931，②SC246，⑤SC74－Ⅱの3遺構については、誤差角a95が10度以上と大

きいため推定は行わなかった。これらの試料はあまり焼けていない部分、或いは

発掘調査の時に床面からはずれてしまった部分から採集したものと考えられる。

残りの7遺構の測定結果と広岡（1977）の永年変化曲線とを比較してみた。図94

は永年変化曲線に測定結果（Dm，Im）をプロットしたものである。点線は西

南日本の永年変化曲線で、□印とそれを結ぶ実線は大野城市牛頸ハセムシ窯跡群

で中島他（1981）により得られた7C末から8C後期の変化曲線である。

黒丸は測定結果の平均磁化方向を示し、それを囲む実線の楕円が誤差角α，5の

範囲である。この中あるいは、これに一番近い永年変化曲線の部分が考古地磁気

学的に推定される年代である。⑥SC74－Ⅰと⑧SX460の測定結果は広岡曲線と非

常によく一致しており、牛頸の結果とを考慮して

⑥　　　SC74－1　　600±30年

⑧　　　SX460　　　620±20年　となる。

他の測定結果の信頼度は低いがその他の遺構の推定時期は

③　　　SX274　　　700±50年

④　　　SX71　　　2～5世紀または13～14世紀

⑦　　　SX427　　　7世紀頃

⑲　　　SC144　　180±100年または1200±100年となる。

⑨　SX423は伏角が深く曲線から外れるため推定は行わなかった。この伏角が深

くなった原因は現在のところ不明である。表13に推定年代をまとめた。

ここにでている推定年代の±の年代幅は、推定年代がこの幅の中に必ず入るこ

とを意味しているのではなく、この年代幅の中ならどの年代をとってもおかしく

ない範囲を示しており、これをこえる可能性も充分あることを意味していること

に注意していただきたい。
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表11－1熱残留磁気測定結果

①　SC931
番　 号 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No． （。 E ） （。） ×10－4

F I－1 －5 4．1 6 5．6 6．3 3

F I－2 －17，8 5 2．5 6．8 6

F I‐3 －2 9．0 5 7．3 1 1．0

F 1－4 －．5．．2 ・ 49 ．0 13．1

F 1－5 ． l2 0・7 ．40．5 2 1．3

F 1－6 16 1．5 77．9 6・5 0

F 1－7 l5．3 64．7 4 ．0 7

F Il8 －76 ・3 46・8 8．7 0

F I－9 －2 7・2 79．9 1 1．5

②SC246
番　 号・ 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No． （°　E ） （。） ×10－3

F 1－11 21．3 72．0 1．38

F I－12 －3．8 55．1 3．61

F I－13 －19．2 57．9 2．0．9

F I‐14 12．1 35・6 4．63

F 1－15 －7・6 20・6 10．0

F I－16 3．2 54．4 1．97

F I－17 3．8 58．2 7．37

（診　SX274
番　 号 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No （。 E ） （○） ×10－4

F I－21 －7．4 53 ．1 59．2

F Iー22 －1・6 53・9 13．7

F 1－23 －2－4 54・7 20．1

F I－24 67・6 61．7 1・41

FIー25 －4 ・1 63・3 2．90

FI－26 10 ．0 64．0 3・10

F1－28 －14 ・2 64．2 2・93

F 1－29 －19．7 60．7 ／ 11．0

F I－30 －18 ．4 67．5 16．3

④　SX71
番　 号 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No・ （。 E ） （。） ×10‾3

F I－31 －28．0 50・8 3・14

F1－32 －18．8 55．1 3．93

F I：33 －16．0 46 ．1 5・16

F I－34 5．7 55・8 2．74

F 1－35 10．2 50 ・6 10．5

F 1－36 17・1 53 ．2 13．4

F 1－37 11．9 55 ．5 5．94

F Il38 19・9 55 ．5 1．82

F 1－39 48．9 51．2 3・42

F I－40 24 ．5 31．9 1．38

F I－40A 32・6 45・9 1．40

⑤　SC74－Ⅱ
番　 号 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No． （。E ） （。） ×10－3

F 1－41 －16．3 72．9 2．60

F I－42 －17．7 63・4 4．23

F I－43 －29．8 63・4 1．53

F I－44 －62．2 31．2 1．28

F I－45 －28・3 47．9 2．63

F I－46 －4・5 56・9 2．87

F I－47 －27・2 73．3 1．62

⑥　SC74－1
番　 号 偏　 角 伏　 角 ・．磁 化 強度

No． （。 E ） （° ） ×10－2

F I－5 1 ・－2 5．8 5 4 ．1 0．8 6

F I－5 2 －2 6．3 6 3 ．1 0．3 3

F I－5 3 －10．2 5 4 ．9 1．9 5

F Iー5 4 －18．8 5 4 ．2 2．12

F I－5 5 －9・8 5 6．8 1．6 7

F I－5 6 －15．4 5 1 ．9 2．7 8

F 1－5 7 ‐16．9 5 3 ．7 ・ 2・5 4

F I－5 8 －16．9 5 8 ．0 0．9 1

F 1－5 9 l18 ．6 5 5 ．0 2．1 9

F 1－6 0 －19．0 5 1 ．8 2．2 3

F Il6 0A －2 0．9 54 ．9 2．5 6
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表11－2　熱残留磁気測定結果

⑦ S X 4 2 7

番　 号 偏　 角 伏　 角 磁 化 強 度

Nは （。 E ） ・（。 ） ×10 －3

F I－6 1 ・ー27 ・8 6 ．2 ．2 5 ・49

F 1－6 2 －25 ．4 6 1．0 4 ．3 5

F Iー6 3 －22 ．0 73 ・1 0 ．18

F 1．－6 4 －34 ．2 64 ．．6 3 ．64

F I－6 6 －15 ．3 58 ・3 ．0 ・8 2

F 1－6 7 －20 ．0 5 5 ．8 2 ．6 8

⑧SX460
番　 号 ．、 偏　 角 伏　 角 磁化強度

恥 （O　E ） ・（○） ．×10－3

F I一71 －12・8 55．5 2．82

－F 1－72 －16．8 58．8 3・53

F I－73・ l12．0 57．2 4．46

F 1－74 －18．5 59．2 4．24

F 1－75 －13・8 54．7 ・ 4．65

F Il76 －12．2． 53．2 4．86

F L 77 －14．4 57．9 9．79

F Il78 －21．0 54．．2 7．71

F 1－79 －29．2 60・3 4．79一

FⅡ－80 －16．0 61・4 3．46

⑨SX423
番　 号 偏　 角 伏．角． 磁化強度

N0． （O、E ） （。） ×10－3

FⅡー81 76・2 59・9 0．84

F 1－82 43．5 70．7 1．07

F Il83 －3・7 64．3 2．92

・F 1－84 －1．8 61．4 6．92

F 1－85 7・0 64・3 4．40

F 1－86 －8・6 66．5 3・43

F L 87 5．9 62・ナ 1．69

F 1－88． 4．4 79．4 1．28

⑲SC144
番　 号 偏　 角 伏　 角 磁化強度

No． （。 白） （。） ×10－3

F I工―91 ．44．1 ・61・7 1・・18 ・

F Il92 l117：8 34・8 0．49

F I－93 36．2 84．3 0・56

F 1－94 －3．9 60．6 1．06

F 1－95 ． 13・5 49．7 1．46

F 1－96 10．5 46 ．1 1．33

F 1－97 －15．0 57・5 1．83

F Il98 21．7 59．1 1．07

F 1－99 7．7 60．5 1・40

F 1－100 8．3 ．．57．2 2．29
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表12　考古地磁気測定結果

遺構名　　試料数　　Dm Im　　α。5　　k　　平均磁化強度

n　　　　（。E）（。）　（。）　　　　×10，3emu

①　SC931
9

②　SC246　　　7

③　SX274　　　8（9）

④　SX71　　10（11）

⑤　SC74－Ⅱ　　7

⑥　SC74－1

⑦　SX427　　　6

⑧　SX460　　10

⑨　SX423　　　6（8）

－29．7　　63．9　　13．3

0．2　　51．2　　14．1

－6．8　　60・5　　　　5．0

6．8　　51・7　　　9．0

－30．3　　60・0　　14・0

－17．9　　55．4　　　2．4

－23．8　　62・6　　　5．6

－16・5　　57．3　　　2．3

0．3　　66．5　　　5．8

⑲　SC144　　　7（10）　6．6　　56．3　　　6．5

13．3　　　0．99

19．4　　　4．44

125．2　　　1．45

29．8　　　4．81

19．7　　　2．39

355．0　　　18．3

143．8　　　2．86

426．2　　　5．03

133．1　　　2・26

87．6　　　1．27

表13　考古地磁気年代推定結果

遺構名　　　　　　　考古地磁気推定年代（A・D．）

①　　SC931

②　　SC246

（釦　　SX274

④　　SX71

⑤　　SC74lⅡ

⑥　　SC74－1

⑦　　SX427

⑧　　SX460

⑨　　SX423

⑲　　SC144

推定不能（α。5が大きく、曲線より外れる）

推定不能（α，5が大き過ぎる）

700±50年

2－5世紀または13～14世紀

推定不能（α，5が大き過ぎる）

600±30年

7世紀頃

620±20年

推定不能（伏角が深く、曲線より外れる）

180±100年または1200±100年
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図92　広岡（1977）により西南日本の考古遺跡焼土の測定から求められた過去2000年間の地磁気永年変化曲線。
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図93　各遺構ごとの各試料の残留磁化方向の等面積投影図。

ー167－



図94　地磁気永年変化曲線と各遺構の平均磁化方向（黒丸）。楕円は誤差角の範囲を示す。
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付諭11飯倉D遺跡出土の銅鏡鋳型をめぐって

西南学院大学文学部　高　倉　洋　彰

春日市須玖遺跡群における小銅鏡の生産　弥生時代小形彷製鏡の鋳型はこれまで

に3例が知られており、今回の飯倉D遺跡の鋳型は4例日になる。4例の銅鏡鋳

型はいずれも内行花文（連弧文）を鏡背文様の主題としているところに共通性を

もつが、しかし形式的にはそれぞれ異なる。ことに春日市出土例とそれ以外では

内容がおおいに異なっている。そこでまず春日市出土の2例をみておこう。

①春日市須玖坂本鋳型　石英ー長石斑岩を素材とする鋳型で完形の例だが、後

に砥石として再利用されたため、内区の文様が腰騰となっているのが惜しい。そ

れでもわずかな手掛かりから鏡背文様がうかがえる。鋳型には面径7．5cmほどに

復原できる銅鏡が彫り込まれ、約1cmと幅広の平縁、8弧に復原できる半円形浮

彫状の内行花文帯、そして鉦からなることがわかる。内行花文帯と鉦の問には間

があり、なんらかの図文を配する余裕があるが、幅広縁の例には図文は認められ

ない。鉦には鉦の中子を置くための彫り込みが見られる。このような特徴は、坂

本鋳型から筆者の分類する内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ型a類鏡が鋳出されたこ

とを物語る。こうした幅広の平縁と8弧をもっ実例は春日市須玖岡本鏡（面径

7．8cm）、筑紫野市八隈鏡（面径7．6cm）などがある。

坂本遺跡では周囲に溝をめぐらす掘立柱建物が並ぶように数棟配されていた。

各種の青銅器鋳型は溝の中から集中的に検出されており、これらの建物はおそら

く工房であろう。

②春日市永田鋳型　坂本遺跡よりもやや遅れる弥生時代後期後半～末の春日市

須玖永田遺跡からは、内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ型b類の鋳型が出土している。

永田遺跡でも溝をめぐらした掘立柱建物が1棟検出されていて、鏡鋳型を含む青

銅器生産関係の遺物はこの周囲に集中しているから、おそらくこれが青銅器鋳造

のための工房であろう。

鏡鋳型は同一個体と判断できる2片からなり、鏡背文様の一部を残すにすぎな

いが、この手の鏡としては幅の狭い平縁の内側に、櫛歯文帯および双線で表現さ

れ6弧からなる内行花文帯をうかがえる。約8cmの面径と文様の特徴から、竹田

市中園遺跡出土鏡をイメージできる。

内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ型は北部九州でもっとも多く製作される種類の鏡

である。そのa・b類の鋳型が、後期における青銅器生産の中枢である須玖遺跡

群から出土したことは、彷製鏡生産の中心もまた須玖にあることを示唆している。

ヒルハタ遺跡および飯倉D遺跡における小銅鏡の生産　権威を象徴する遺物の例

に中広銅矛があるが、これは厳しく生産が管理されていて、中広段階ではほぼ福

岡平野（須玖岡本遺跡）がその生産を掌握しており、広形鋼矛の段階になって他

の平野でも鋳造が開始される。銅鏡は銅矛以上に権威を象徴するからその生産は
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須玖岡本遺跡が掌握していると考えていた。この視点からすれば、須玖遺跡とは

平野を異にする朝倉郡ヒルバク遺跡と、今回の福岡市飯倉D遺跡からの鏡鋳型の

出土は予想外のことであった。そこで両例を検討しておこう。

③福岡県朝倉郡夜須町ヒルバク鋳型　きわめて残りの良い鋳型で、6面のうち

5面に各種銅器の型が彫り込まれている。銅鏡は面径9・3cmのもので、幅広の平

縁から内側に櫛歯文帯、図文帯、内行花文帯、鉦の順に配された鏡背文様も完全

に残っている。これは筆者が内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ′型としているもので、

通例の第Ⅱ′型とは全体の印象は良く似ているものの、図文帯と内行花文帯が逆

転し先祖返りしている点で大きく異なる。製品の実例に佐賀県神埼郡二塚山出土

の二塚山Ⅰ鏡がある。両者は製品の二塚山Ⅰ鏡のほうがやや大きく、鋳型と製品

の関係にはならないが、文様の酷似からみて二塚山Ⅰ鏡はヒルバク工房の作例で

あろう。

④福岡市城南区飯倉D鋳型湯口部を含む4分の1ほどの破片が残されているが、

内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ型a類の特徴をよく伝えている。7・2cmほどの面径

に復原できる銅鏡で、幅広の平縁、これもまた幅広の目の粗い櫛歯文帯、6弧に

復原できる内行花文帯、鉦からなる。そして本鏡の最大の特徴は内行花文の連接

部に見える小さな珠文と、幅広く印象深く配される櫛歯文である。こうした鏡背

文様は、全体のイメージでたとえば佐賀県佐賀郡大和町惣座遺跡の弥生時代後期

後半～末の包含層から出土した惣座Ⅵ鏡、珠文配置では腸腺とした内区に4弧と

思われる内行花文の連接部に珠文を置く長崎県壱岐郡勝本町若島鏡にあるが、し

かし適切な類例を欠いている。すなわち本鋳型のもっ条件を満たす製品はこれま

で出土していないのである。この既知の彷製鏡に見られない特徴はむしろ古墳時

代の彷製内行花文鏡を恩わせるものがある。

このように、ヒルバク遺跡および飯倉D遺跡から出土した鋳型で製作されたで

あろう銅鏡は類例の稀少な鏡背文様の例である。

北部九州の鏡生産　北部九州では紹介した4種類の内行花文日光鏡系彷製鏡の鋳

型が出土している。このうち須玖遺跡群出土の2例は同様の鏡背文様をもっ製品

の例が少なからず出土していて、須玖遺跡群のもっ弥生時代における青銅器生産

センター的性格が銅鏡においてもいえることを実証している。他の2例、朝倉平

野に面するヒルバク遺跡や早良平野を控える飯倉D遺跡はいずれも青銅器生産に

積極的にかかわってきた地域ではないだけに判断に苦しむところがある。両遺跡

は平野を異にするとはいえ須玖遺跡から10～20kmしか離れておらず、須玖の影響

下での製作を考えておきたいが、鏡背文様の相違の大きさが気になる。

それにしても飯倉D遺跡の鏡鋳型は注目すべき特徴を備えている。それはこれ

まで知られていた北部九州の内行花文日光鏡系彷製鏡第Ⅱ型b類は第Ⅲ型はもと

より、古墳時代の彷製内行花文鏡と鏡背文様の特徴が隔絶していたが、この鋳型

の出現によって北部九州においても第Ⅱ型からスムースに古墳時代内行花文鏡を

導きだし得るようになったことである。この点が本鋳型のもっ最大の特徴といえ、

今後の類鏡の出土が望まれる。
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